
（平
成
二
十
年
十
二
月
）

第
六
十
三
回

「合
宿
教
室
」
（西
日
本
ｏ
東
日
本
）
感
想
文
集

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
と
め
て

公
益
社
団
法
人

国
民
文
化
研
究
会





第
六
十
三
回

「合
宿
教
室
」
（西
日
本
・東
日
本
）全
参
加
者
の
感
想
文
と
短
歌
詠
草

西
日
本
「合
宿
教
室
」

と

　

き

と

こ

ろ

参
加
総
数

東
日
本

「合
宿
教
室
」

と

　
　

き

と

こ

ろ

参
加
総
数

平
成
二
十
年
人
月
二
十
四
日

（金
）
か
ら
二
十
六
日

（日
）
ま
で
二
泊
三
日
間

福
岡
県
糟
屋
郡
篠
栗
町

「福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
」

五
十
三
名

平
成
二
十
年
九
月
七
日

（金
）
か
ら
九
日

（日
）
ま
で
二
泊
三
日
間

静
岡
県
御
殿
場
市

「国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家
」

六
十
三
名

-1‐



目
　
次

″
は
し
が
き
″
に
代

へ
て

大
学
別
参
加
者
数

。
そ
の
他
の
人
数
の
内
訳

「合
宿
教
室
」
６３
年
の
歩
み

西
日
本
　
「合
宿
教
室
」
…
…
‥

日
程
表

（二
泊
三
日
）

あ
ら
ま

し

走
り
書
き
の

″感
想
文
″

合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

理
事
長

今
林
賢
郁
…

３

東
日
本
　
「合
宿
教
室
」

あ
と
が
き
・

カ
メ
ラ
・レ
ポ
ー
ト
２７
枚

（
２５
～
４５
の
奇
数
ペ
ー
ジ
、　
４６
ぺ
‐
ジ
、

７‐
～
９９
の
奇
数
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

と
第
二
回
目
の

″
短
歌
詠
草
″

「短
歌
詠
草
」

日
程
表

（三
泊
四
日
）

あ
ら
ま

し

走
り
書
き
の

″
感
想
文
″
と
第
二
回
目
の

合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

「短
歌
詠
草
」
…
…
″短
歌
詠
草
″
・…
‥

110 101  69  57  56  55   47  23  13  12  11   8   6

‐
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″
は
し
が
き
〃
に
代

へ
て

公
益
社
団
法
人
　
国
民
文
化
研
究
会

理
事
長

今

林

賢

郁

昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六
）
に
第

一
回
が
開
催
さ
れ
た
当
会
の

「全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室
」
は
六
十
三
回
を
迎

へ
、
今
年
は

「西
日
本
」
「東
日
本
」

の
ニ
ケ
所
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
「西
日
本
」
は
、
平
成
二
十
年

（二
〇

一
人
）
八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
二
泊
三
日
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
く

中
、
福
岡
県
篠
栗
町
の

「福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
、　
″
現
代
を
よ
り
善
く
生
き
る
た
め
に
―
人
は
後
ろ
向
き
に
未
来
に
入
っ
て
行
く

　

・３

―
〃
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
当
会
会
員
に
よ
る
講
義
と
講
義
後
の
班
別
研
修
、
参
加
者
全
員
が
創
作
し
た
短
歌
の
全
体
批
評
と
班
別
相
互
批
評
に
心
身
を
傾
け

　

・

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
以
下
、
「東
日
本
」
も
含
め
て
合
宿
の
概
要
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

「自
分
を
知
り
た
い
あ
な
た

へ
―
歴
史
が
教

へ
て
く
れ
る
も
の
―
」
盆
ハ島
誠
央
氏
）
、
「人
は
い
つ
も
過
去
に
励
ま
さ
れ
て
ゐ
る
―

″
記
憶
〃
が
あ
る
か

ら
生
き
て
い
け
る
―
」

（廣
木
　
寧
氏
）
、
「改
革
者
の
使
命
―
芭
蕉
と
子
規
―
」
（折
田
豊
生
氏
）
、
「人
が
ら

。
家
が
ら

。
国
が
ら
」
（山
口
秀
範
氏
）
の
四

つ
の
講
義
が
行
は
れ
ま
し
た
が
、
各
講
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
演
題
に
添
ひ
な
が
ら
、
自
分
を
知
る
た
め
に
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
、
過
去
は
記
憶
と
し

て
い
つ
も
私
た
ち
を
励
ま
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、情
意
が
枯
渇
し
た
今
の
時
代
に
風
雅
の
道
に
生
き
る
意
味
は
何
か
を
、
更
に
は
我
が
国
の
国
が
ら
に
つ
い
て
、

登
壇
し
た
講
師
は
講
義
の
な
か
で
福
沢
諭
吉
、
松
尾
芭
蕉
と
正
岡
子
規
、
藤
田
東
湖
な
ど
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
参
加
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

こ
の

「合
宿
教
室
」
の
特
色
で
あ
る
、
歴
史
に
残
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
短
歌
を
読
み
味
は
ひ
、
参
加
者
全
員
が
少
な
く
と
も

一
首
の
歌
を
つ
く
り
、
自
分
が

詠
ん
だ
歌
を
他
の
参
加
者
と
相
互
に
批
評
し
合
ふ
と
い
ふ
日
程
は
今
年
も
ま
た
東
西
共
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
「短
歌
創
作
と
相
互
批
評
」
は
、
は
じ
め



て
歌
を
詠
む
人
は
も
と
よ
り
創
作
経
験
の
あ
る
人
に
と

つ
て
も
、
自
分
が
心
に
感
じ
た
こ
と
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、
推
敲
を
重
ね
る
こ
と

で
感
じ
た
こ
と
が
正
確
に
表
現
で
き
た
と
き
の
よ
ろ
こ
び
と
を
体
感
で
き
る
得
難
い
経
験
に
な

つ
て
ゐ
ま
す
。

「西
日
本
」
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た

「東
日
本
」
で
は
、
九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
二
泊
三
日
、
富
士
山
の
麓
、
静
岡
県
御
殿
場
市
の

「国
立
中
央
青

少
年
交
流
の
家
」
で
実
施
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
霊
峰
富
士
を
見
る
こ
と
も
叶
は
ず
終
了
か
と
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
日
に
は
次
第
に
雲
が
切
れ
て

富
士
の
雄
姿
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
は
有
り
難
い
こ
と
で
し
た
。

″
富
士
の
麓
で

「日
本
の
心
」
を
学
ぶ
〃
を
テ
ー

マ
に
し
た

「東
日
本
」
で
は
、
招
聘
講
師
と
し
て
江
崎
道
朗
先
生
を
お
招
き
し
、
「
日
米
同
盟
の
行
方

と
中
国

へ
の
姿
勢
」
の
演
題
で
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
冒
頭
、
大
学
時
代
に
こ
の
合
宿
教
室
に
参
加
し
て
小
柳
陽
太
郎
先
生
、
山
田
輝
彦
先

生
に
出
会
ふ
機
会
に
恵
ま
れ
、
学
問
の
根
幹
は

他
人
の
心
の
動
き
を
正
確
に
理
解
し
受
け
止
め
る
力
を
養
ふ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
人
を
説
得
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
見
識
を
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
を
教

へ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
以
来

マ
ス
コ
ミ
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
日
本
を
良
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
に
心
を
砕

い
て
き
た
、
と
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
の
学
問
の
跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
本
題
に
入
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
進
め
る
対
北
朝
鮮
政
策
に
つ
い

て
の
四
つ
の
課
題

（オ
バ
マ
リ
ス
ク
、
韓
国
リ
ス
ク
、
中
国
リ
ス
ク
、
日
本
リ
ス
ク
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
言
及
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
経
済
の
締
め

付
け
で
中
国
の
軍
拡
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
正
確
に
理
解
し
て
ゐ
な
い
。
軍
事
が
成
り
立

つ
に
は
経
済
と
イ
ン

テ
リ
ジ

エ
ン
ス
が
重
要
で
、
日
本
は
日
米
の
連
携
で
ア
ジ
ア
の
自
由
を
ど
う
守
る
の
か
が
間
は
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
当
会
会
員
に
よ
る
三
つ
の
講
義
、
「日
本
の
こ
こ
ろ

「古
事
記
〓

（國
武
忠
彦
氏
）
、
「聖
徳
太
子
の
御
言
葉
に
触
れ
て
―
憲
法
十
七
条
を
中
心

に
―
」
（原
川
猛
雄
氏
）
、
「日
本
の
国
柄
―
明
治
百
五
十
年
に
思
ふ
―
」
（青
山
直
幸
氏
）
が
行
は
れ
ま
し
た
。
古
事
記
冒
頭
の
神
々
の
名
の
由
来
に
触
れ
な

が
ら
、
古
代
人
の
心
の
中
に
神
々
が
生
き
た
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
聖
徳
太
子
の

「十
七
条
憲
法
」
に
は
人
間
ら
し
く
生
き
る
道
―

「他
と
共
な
る
生
」
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を
願
は
れ
た
太
子
の
お
心
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
孝
明
天
皇
、
五
箇
条
の
御
誓
文
、
昭
和
天
皇
の
ご
足
跡
に
触
れ
な
が
ら
日
本
の
国
柄
の
内
実

を
、
登
壇
し
た
講
師
は
心
を
込
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
を
展
開
し
ま
し
た
。

当
会
の
合
宿
教
室
が
目
指
す
も
の
は
、
次
代
を
担
ふ
学
生
青
年
層
が
自
国
の
歴
史
を
正
し
く
知
り
、
知
る
こ
と
で
自
国

へ
の
自
信
と
愛
着
を
胸
に
湛

へ
な

が
ら
堂
々
と
世
界
に
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
、
そ
の
糸
口
を
こ
の
研
修
の
場
が
提
供
出
来
れ
ば
と
の
思
ひ
か
ら
六
十
三
年
に
亘
っ
て
合
宿
教
室
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。
今
年
の
合
宿
教
室
で
も
主
催
者
と
参
加
者
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
参
加
者
の
心
の
中
に
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
自
覚

や
自
国
の
現
状
と
克
服
す
べ
き
課
題
な
ど
が
次
第
に
感
じ
取
ら
れ
て
い
っ
た
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

こ
の

「感
想
文
集
」
は
合
宿
最
後
の
帰
り
際
に

「走
り
書
き
」
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
充
分
意
を
尽
く
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懸
命
に
取
り
組

ん
だ
日
程
最
終
日
の
率
直
な
思
ひ
を
書
き
留
め
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
こ
精
読
戴
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
合
宿
教
室
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
今
年
も
ま
た
、
各
界
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
対
し
、
会
員

一
同
に
替
り

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
来
夏
の

「第
六
十
四
回
合
宿
教
室
」
は
、
来
年
の
人
月
末
か
ら
九
月
初
旬
の
二
泊
三
日
、
関
東
地
区
で
の
開
催
を
最
優
先
と
し
て
検
討
中
で
す
。
決

定
し
次
第
、
機
関
誌

「国
民
同
胞
」
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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西
日
本

「合
宿
教
室
」
参
加
者

（学
生
班
）
（算
用
数
字
は
参
加
学
生
数
）

神
奈
川
大
学

１
　
広
島
修
道
大
学
１

福
岡
工
業
大
学

短
期
１

福
岡
大
学
４
　
中
村
学
園
大
学
１

計

八
名

（う
ち
女
子

一
名
）

（社
会
人
参
加
者
）

十
二
名

（う
ち
女
子
四
名
）

（
国
民
文
化
研
究
会
）

〓
一十
二
名

（事
務
局
）

一
名

総
計

五
十
三
名

第 63回全国学生青年合宿教室 (西 日本)(平成 30年 8月 24日 ～26日 )
於「福岡県立社会教育総合センター」
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東
日
本

「合
宿
教
室
」
参
加
者

（学
生
班
）
（算
用
数
字
は
参
加
学
生
数
）

東
京
大
学
１
　
信
州
大
学
１
　
明
治
大
学
１

佐
賀
大
学
２
　
皇
學
館
大
学
１
　
福
岡
教
育
大
学
２

筑
波
大
学
大
学
院

１
　
長
崎
大
学
２

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

ｅ

ｒ

ｈ

ｏ

ｕ

ｓ

ｅ
　

Ｓ

ｃ
ｈ

ｏ

ｏ
ｌ

ｌ

計

十
二
名

（う
ち
女
子
三
名
）

（社
会
人
参
加
者
）

十

一
名

（う
ち
女
子
七
名
）

（招
聘
講
師
）

一
名

（国
民
文
化
研
究
会
）

〓
一十
八
名

（事
務
局
）

一
名

総
計

エハ
十
三
名

第 63回全国学生青年合宿教室 (東 日本)(平成 30年 9月 7日 ～ 9日 )
於 「国立中央青少年交流の家」
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―「合宿教室」63年の歩み 一

４

一
５

一
６

一
曜
| 〃 37年

』一剋一『一』

‐６〇

一
２０〇

一
２０３

一
２‐５

花田大五郎・中山優・野口恒雄

木内信胤・花田大五郎 。佐藤慎一郎

小林秀雄・木内信胤・津下正章

福田2に存・木内信胤・黒岩―郎
〃 384F 雲  仙 202 竹山道雄 。木内信胤・木下広居
il 39+ 桜  島 小林秀雄・広田洋二・木内信胤

0 〃 404F 大 分 ・花見達二・木内信胤・夜久正雄

l 〃 41年 雲  仙 福田恒存・木内信胤・戸川尚
2 il 42+ 阿 蘇 林房雄・太田耕造・木内信胤
3 il 43+ 霧 島 谷覚蔵・木内信胤

4 444F 阿  蘇 岡潔・木内信胤・木下道雄・奥田克巳

5 tt 45+ 雲  仙 小林秀雄・木内信胤・桑原暁一

6 〃 464F 霧  島 村松剛 。木内信胤・戸田義雄

7 47年 阿 蘇 木内信胤・山本勝市・胡蘭成
8 il 48+ 雲  仙 村松剛 。木内信胤・山口宗之

9 〃 49左
「

霧  島 528 小林秀雄・木内信胤・戸田義雄
il 50+ 阿 蘇 福田恒存 。木内信胤・夜久正雄

２ ‐

一
２ ２

〃 51年 佐世保 長谷川才次・村松剛・木内信胤
〃 52年 雲  仙 木内信胤・衛藤藩吉・高木尚一

y_[塾 二生              山田輝彦上国武忠彦
自基妙導礁地汽讐 」濡 響 牲 I祠 響 ―― コ

重lI垂獲理垂璽曜攀詈佗竃咆亥肇≡:
■ 仁 J=0仁 _上三 二杢車 ?[二 1埜量 剛・佐伯彰―・白濱裕      |
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西
日
本

「合
宿
教
室
」



1

7

一　

　

一

一　

　

一

起床・洗面 起床・洗面

朝 食 朝食

講義
「人はいつも過去に励まされて

いる」

廣木寧氏

創作短歌全体批評
小柳志乃夫氏

班別相互批評

班別研修

短歌創作導入講義

北村公―氏
昼食

(写真撮影)

車中昼食 (弁当)

レクレーション

(短歌創作 )

[短歌提出]

講義

「人がら、家がら、国がら」

山口秀範氏

班別研修

感想文

l 夕食は済ませてくること | 閉会式

解散

(18:00受付開始 )

(各班室にて待機)

食

浴

憩

夕

入

休
開会式

「自分を知りたいあなたへ」
古典講義

「改革者の使命 ‐芭蕉と子規
」

折田豊生氏

班別研修

班別研修

(入浴)

第63回 全国学生青年合宿教室 (西日本)日程表

8月 24日 (金)      8月 25日 (土)      8月 26日 (日 )

００

　

　

　

２０

３０

５。

　

　

３０

　

００
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第
六
十
三
回
ズ
ロ
宿
教
室
穴
西
日
本
）の
あ
ら
ま
し

（
八
月
二
十
四
日
・金
曜
日
）

第
六
十
三
回
全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室

（西
日
本
）
は
、
福
岡
県
糟
屋
郡
の

「福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、

北
は
東
京
、
南
は
鹿
児
島
か
ら
集

っ
た
。

開
会
式

合
宿
教
室

（西
日
本
）
は
福
岡
大
学
経
済
学
部
二
年
笠
原
康
嗣
君
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
た
。
主
催
者
代
表
挨
拶
で
今
林
賢
郁
国
文
研
理
事
長
は
、

「古
典
を

経

く
と
私
た
ち
の
先
人
が
ど
の
や
う
な
こ
と
に
生
き
が
ひ
を
覚
え
て
、
ど
ん
な
事
柄
に
価
値
を
見
出
し
て
き
た
の
か
と
い
ふ
こ
と
が
分
る
。

″
日
本
″
の
思
想
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
古
典
の
言
葉
や
先
人
の
生
き
方
に
は
、
日
本
人
ら
し
い
日
本
人
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
や
う
な
こ
と
を

心
が
け
れ
ば
良
い
の
か
と
い
ふ
こ
と
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
合
宿
で
先
人
の
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
後
の
生
き
方
を
考

へ
る
契
機
と
し

て
欲
し
い
。
大
い
に
学
び
、
か
つ
楽
し
い
三
日
間
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
い
で
、
来
賓
の
福
岡
県
議
会
議
員
古
川
忠
先
生
か
ら
は
、
「読
書
が
人
生
を
豊
か
に
し
、
書
く
こ
と
で
確
実
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
。
友
と

本
当
に
腹
を
割

っ
て
話
を
す
れ
ば
、
そ
こ
に
新
し
い
信
頼
が
生
れ
る
。
そ
の
や
う
な
勉
強
を
こ
の
合
宿
を
通
し
て
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
激
励

の
御
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

〈層
導
入
講
義
　
「自
分
を
知
り
た
い
あ
な
た

へ
―
―
歴
史
が
教

へ
て
く
れ
る
も
の
―
⊥

福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
教
諭
　
　
血
（　
島
　
　
誠
　
央
　
氏
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教
師
初
任
の
頃
、
生
徒
の
発
し
た

「先
生
、
こ
ん
な
昔
の
こ
と
を
勉
強
し
て
何
の
役
に
立

つ
ん
？

（何
の
役
に
立
つ
の
か
ご

と
い
ふ
問
ひ
に
出
会

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
質
問
は
教
師
生
活
三
十
年
間
、
折
々
に
脳
裡
に
浮
ん
で
来
た
。
今
日
は
こ
の

質
問

へ
の
答

へ
の
つ
も
り
で
語
り
た
い
。

先
の
大
戦
で
満
洲
に
出
征
し
た
父
は
南
京
で
敗
戦
を
迎

へ
た
。
そ
の
際
部
隊
は
自
決
を
決
め
て
ゐ
た
が
、
そ
の
部
隊
を
前

に
し
て
隊
長
は
、
コ
）
の
部
隊
の
敗
戦
の
責
任
は
自
分
が
取
る
。
諸
君
は
祖
国
に
帰
れ
。
ど
う
し
て
も
死
ぬ
と
い
ふ
の
な
ら

．　
　
　
　
先
祖
の
墓
の
前
で
死
ね
」
と
言

っ
て
自
ら
は
ピ
ス
ト
ル
で
自
決
し
た
。
父
達
は
死
ぬ
に
死
ね
ず
に
復
員
し
て
、
そ
の
後
父
は

母
と
結
婚
。
私
達
兄
弟
が
生
れ
た
。
歴
史
は
命
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
て
、
自
分
を
知
り
た
い
の
な
ら
歴
史
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歴
史
に
学
ぶ
に
は
遺
さ
れ
た

「言
葉
」
に
迫
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
田
松
陰
の

『
講
孟
餘
話
』
に
触
れ
な
が
ら
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
に

つ
い
て
語
り
た

い
。
（こ
の
後
学
生
時
代
か
ら
の
読
書
体
験
を
踏
ま
へ
て
、
松
陰
の
生
涯
と
思
想
を
た
ど
り
つ
つ
歴
史
に
学
ぶ
意
味
合
ひ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
）。

講
義
終
了
後
参
加
者
は
各
班
室
に
戻
り
、
導
入
講
義
に
つ
い
て
の
班
別
研
修
を
行
っ
た
。
講
義
内
容
を
正
確
に
た
ど
り
な
が
ら
講
師
の
最
も
伝

へ
た

か
っ
た
こ
と
重
要
な
こ
と
は
何
か
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
各
々
の
思
ふ
こ
と
を
論
じ
合

っ
た
。
な
は
、
こ
の
班
別
研
修
は
、
以
後
の
各
講
義
の
後
に
も

行
は
れ
た
。
緊
張
の
せ
ゐ
か
始
め
の
う
ち
は
意
見
も
少
な
く
発
言
も
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
お
互
ひ
に
打
ち
解
け
る
に
従
ひ
次
第
に
討
論
も
活
発
と
な
り
、

班
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

（
八
月
二
十
五
日
・土
曜
日
）

合
宿
の
日
程
は

「朝
の
集
ひ
」
か
ら
始
ま
る
。
朝
の
清
々
し
い
空
気
を
胸

一
杯
に
吸
ひ
な
が
ら
体
操
を
行
ひ
、
そ
の
後
、
森
田
仁
士
氏
に
よ
る
唱
歌

の
歌
唱
指
導
を
受
け
、
皆
で
合
唱
し
た
。
唱
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
日
目

（八
月
二
十
五
日
）
「村
の
鍛
冶
屋
」

三
日
目

（人
月
二
十
六
日
）
「埴
生
の
宿
」
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講
義
　
「人
は
い
つ
も
過
去
に
励
ま
さ
れ
て
ゐ
る
―
―

〃
記
憶
〃
が
あ
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
―
⊥

（株
）
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
　
廣
　
木
　
　
寧
　
氏

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
カ
ズ
オ

。
イ
シ
グ
ロ
氏
は
、
五
歳
で
英
国
に
渡
り
二
十
四
歳
の
時
に
作
家
を
志
し
て
、

短
篇
小
説
を
い
く
つ
か
書
き
上
げ
た
が
、
満
足
が
で
き
な
い
。
そ
の
時
に
突
如
、
同
氏
に
蘇

っ
た
の
は

一
度
も
帰
国
し
た
こ

と
が
な
い

″
日
本
〃
の
記
憶
で
あ

っ
た
と
い
ふ
。
こ
の
や
う
に
、
過
去
は
記
憶
と
し
て
現
在
の
私
た
ち
を
励
ま
し
、
未
来
を

嘱
望
さ
せ
る
の
だ
。

洋
学

の
重
要
性
を
知

っ
て
ゐ
た
か
ら
福
澤
諭
吉
は
、
杉
田
玄
白

（文
化
十
四
年
、

一
人

一
七
年
歿
）
の

『
蘭
学
事
始
』
を
初

め
て
刊
行
し
た
。
こ
の
書
物
は
近
代
日
本
の
出
発
が
明
治
の
ず

っ
と
前
か
ら
胎
動
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
こ
に

は
洋
学
受
容
の
苦
闘
の
さ
ま
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
諭
吉
の

『
病
我
慢
の
説
』
は
、
幕
府
の
要
職
に
あ

っ
た
勝
海
舟
が
官
軍
と
戦
は
ず
し
て
江
戸
城
を
開

城
し
た
こ
と
、
明
治
新
政
府
の
高
官
に
上

っ
た
こ
と

へ
の
疑
念
を
問
ふ
も
の
で
、
波
紋
を
呼
ん
だ
。
諭
吉
の
疑
念
に
は
賛
否
の
声
が
起

っ
た
が
、
人
の

誤
っ
た
記
憶
も
明
ら
か
に
な

つ
た
。
文
筆
に
生
き
た
諭
吉
の
仕
事
は
世
人
の
認
識
の
誤
り
を
正
す
こ
と
に
あ

っ
た
。
誤

っ
た
こ
と
が
世
に
流
布
す
る
こ

と
を
質
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

イ
シ
グ

ロ
氏
の
作
品
の
中
に

「過
去
を
語
り
合
う
こ
と
に
意
味
が
見
出
さ
れ
な
い
」
と
い
ふ

一
文
が
あ
る
。
そ
れ
は

「人
が
記
憶
を
な
く
し
て
い
る
」
、

あ
る
い
は
忘
れ
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
日
は
過
去
を
か
た
る
喜
び
、
そ
し
て
過
去
を
記
憶
し
て
お
く
と
い
ふ
使

命
が
あ
る
の
で
あ
る
。

短
歌
創
作
導
入
講
義

税
理
士
法
人
あ
お
ぞ
ら
　
　
北
　
村
　
　
公
　
一　

氏
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短
歌
を
詠
む
こ
と
は

「心
情
、
感
情
の
洗
練
」
、
言
ひ
換

へ
れ
ば
心
を
磨
く
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
心
を
見
つ
め
、
そ
れ

に
ふ
さ
は
し
い
正
確
で
適
切
な
言
葉
を
探
す
こ
と
が
心
を
磨
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
昔
か
ら
先
人
た
ち
が
実
践
し
て

き
た

「し
き
し
ま
の
道
」
を
私
た
ち
も
踏
み
行
ふ
こ
と
で
も
あ
る
。

本
会
の
大
先
輩
に
廣
瀬
誠
先
生
と
い
ふ
方
が
を
ら
れ
る

（平
成
十
七
年
歿
）。
少
年
時
代
か
ら
万
葉
集
に
親
し
ま
れ
た
廣
瀬

先
生
は
、
富
山
県
立
図
書
館
に
勤
務
さ
れ
て
ゐ
て
、
昭
和
五
十

一
年
に
は
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の
御
前
で
立
山
の
歴
史
を
ご

説
明
申
し
上
げ
る
栄
誉
に
浴
さ
れ
て
ゐ
る
方
だ
が
、
そ
の
後
舌
癌
に
罹
ら
れ
る
。
そ
の
闘
病
中
の
詠
草
集

『
坂
の
沼
琴
』
に

は
、
「天
地
の
ま
に
ま
に
わ
れ
は
わ
が
生
を
生
き
む
と
ぞ
思
ふ
力
の
か
ぎ
り
」
と
い
ふ
闘
病

へ
の
ご
決
意
の
お
歌
を
は
じ
め
、
手
術
後
は
リ
ハ
ビ
リ
の
中

で
万
葉
集
を
誦
み
上
げ
ら
れ
る
が
、
「万
葉
歌
力
の
限
り
誦
み
ゆ
け
ど
ふ
し
ぶ
し
声
は
と
ぎ
れ
て
続
か
ず
」
「と
ぎ
れ
つ
つ
わ
れ
は
誦
み
ゆ
く
声
か
ぎ
り

わ
れ
は
誦
み
ゆ
く
万
葉
の
歌
」
等
々
と
苦
し
い
闘
病
生
活
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
詠
ま
れ
た
お
歌
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
や
う
に
短
歌
は
手
慰
み
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
を
見

つ
め
る
と
こ
ろ
か
ら
詠
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
で
は
見
た
ま

ま
感
じ
た
ま
ま
を
飾
る
こ
と
な
く
短
歌
に
詠
ん
で
欲
し
い
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
（短
歌
創
作
）

短
歌
創
作
を
兼
ね
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
初
の
見
学
地
は
、
飯
塚
市
の
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
で
あ

っ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
殖
産
興
業
の

礎
と
な

つ
た
石
炭
。
そ
の
産
出
地
と
し
て
栄
え
た
筑
豊
で
炭
鉱
王
と
呼
ば
れ
た
人
物
の
邸
宅
で
あ
る
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方

々
の
説
明
を
聴
き

つ
つ
、
大
正
初
期
に
建
て
ら
れ
た
和
風
な
が
ら
も

一
部
に
洋
室
も
取
り
入
れ
た
和
洋
折
衷
の
広
い
屋
敷
を
巡

っ
た
。
室
内
か
ら
見
た
庭
園
の
美
し
さ
は
、

し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ほ
ど
だ

つ
た
。

次
に
篠
栗
町
に
戻

っ
て
南
蔵
院
を
訪
ね
た
。
篠
栗
の
地
は
、
四
国
霊
場
に
修
行
し
た
僧
が
こ
の
地
の
疫
病
退
散
の
祈
祷
を
行

っ
て
以
来
、
霊
場
と
な

っ
た
所
で
あ
る
。
近
年
、
ブ

ロ
ン
ズ
製
の
巨
大
な
釈
迦
涅
槃
像
が
開
眼
さ
れ
、
こ
の
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
ゐ
る
。
初
め
て
訪
れ
た
我
々
は
、
像
の

巨
大
さ
と
不
思
議
な
明
る
い
印
象
に
驚
き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
し
た
。
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古
典
講
義

「改
革
者
の
使
命
―
―
芭
蕉
と
子
規
―
⊥

公
益
社
団
法
人

国
民
文
化
研
究
会

参
与
　
　
折
　
田
　
　
菫
ユ
　
生
　
氏

俳
句
は
短
歌
と
と
も
に
民
族
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
俳
句
を
学
ぶ
こ
と
は
短
歌
を
学
ぶ
上
で
も
極
め
て
有
益
で
あ

る
。
和
歌
、
連
歌
、
俳
諧
連
歌
、
発
句
、
俳
句
の
歴
史
を
踏
ま

へ
て
、
松
尾
芭
蕉
と
正
岡
子
規
そ
れ
ぞ
れ
の
改
革
の
取
組
み

を
考

へ
て
み
た
い
。

風
雅
の
道
を
求
め
る
に
は
和
歌
が
断
然
有
利
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
な
ぜ
芭
蕉
は
俳
諧
連
歌
を
選
ん
だ
の
か
、
ま
た
正
岡

子
規
の
俳
句

。
短
歌
革
新
は
、
西
欧
化

一
辺
倒
の
時
代
だ

っ
た
が
、
な
ぜ
伝
統
文
化
の
再
構
築
を
課
題
と
し
た
の
か
。

芭
蕉
は
、
禅
や
老
荘
思
想
を
学
び
、
実
人
生
を
肯
定
し
な
が
ら
自
然
に
随
順
し
て
生
き
る
な
か
で
、
「座

の
文
芸
」
で
あ

る
俳
諧
連
歌

（連
句
）
を
通
し
て
多
く
の
門
人
達
と
交
流
し
、
「精
神
の
態
度
」
を
重
視
す
る
蕉
風
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
俳
諧
を
確
立
し
た
。
そ
れ
は
ま

さ
に
、
聖
徳
太
子
の

「世
俗
の
中
の
出
家
」
に
通
底
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言

へ
よ
う
。
ま
た
、
子
規
は
、
西
欧
文
化
が
激
し
く
流
入
し
て
く
る
な
か

で
、
惰
眠
を
貪
る
が
ご
と
き
宗
匠
俳
諧
と
古
今
和
歌
集
を
崇
拝
し
旧
態
然
と
し
て
省
み
な

い
流
派
歌
壇
に
対
し
、
そ
の
低
俗
の
惰
性
を
覚
醒
せ
し
め
る

べ
く
果
敢
に
闘
ひ
を
挑
ん
だ
。
そ
れ
は
、
一
方
で
病
魔
と
も
闘
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
青
年
の
、
不
撓
不
屈
の
信
念
に
よ
る
決
死
の
事
業
だ

っ
た
。

子
規
は
、
高
浜
虚
子
を
は
じ
め
多
く
の
門
人
を
得
た
が
、
終
始
孤
高
の
道
を
自
ら
歩
む
こ
と
と
な

つ
た
。

芭
蕉
と
子
規
は
、
共
に
高
い
理
想
を
抱
き
、
無
欲
で
権
威
に
盲
従
せ
ず
、
絶
命
の
間
際
ま
で
細
き

一
筋
の

「
ミ
チ
」
を
追
求
し
た
。
さ
ら
に
特
筆
す

べ
き
は
、
志
の
大
き
さ
が
他
を
圧
し
て
際
立

つ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
過
酷
な
使
命
は
い
っ
た
い
誰
が
与

へ
た
も
の
な
の
か
。
ま
た
今
日
の
情
意

が
枯
渇
し
た
時
代
に
、
風
雅
の
道
に
生
き
る
意
味
と
は
何
か
を
間
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
「文
化
の
戦
士
た
れ
」
と
呼
び
か
け
た
い
。
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（
八
月
二
十
六
日
・
日
曜
日
）

創
作
短
歌
全
体
批
評

Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス

（株
）

　

小
　
柳
　
　
士
心
　
乃
　
夫
　
氏

昨
日
は
猛
暑
の
中

の
短
歌
創
作
で
あ

っ
た
が
、
参
加
者
全
員
が
歌
を
詠
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
、
有
り
難
い

こ
と
で
あ
つ
た
。
短
歌
の
相
互
批
評
の
時
間
は
、
こ
の
合
宿
教
室
で
最
も
楽
し
い
時
間
に
な
る
は
ず
で
、
短
歌
創
作
導
入
講

義
で
紹
介
さ
れ
た
廣
瀬
誠
先
生
に

「
一
人

一
人
の
短
歌
を
め
ぐ
り
よ
き
意
見
次
々
に
い
で
座
は
は
づ
み
つ
つ
」
と
い
ふ
お
歌

が
あ
る
し
、
必
携
書
で
あ
る

『
短
歌
の
す
す
め
』
の
著
者
夜
久
正
雄
先
生
は

「お
た
が
ひ
に
う
た
の
あ
や
ま
ち
た
だ
し

つ
つ

な
ご
む
心
よ
何
に
た
と

へ
む
」
と
い
ふ
や
う
に
詠
ま
れ
て
ゐ
る
。
短
歌
の
相
互
批
評
は
、
作
者
の
気
持
ち
を
憶
念
し
、
皆
で

協
力
し
て
そ
の
心
に
沿

っ
た
表
現
を
求
め
る
作
業
で
あ
り
、
心
と
言
葉
が

一
致
し
た
時
に
沸
い
て
く
る
喜
び
を
是
非
と
も
体

験
し
て
欲
し
い
。

（こ
の
後
、
各
班
か
ら
一
名
づ
つ
参
加
者
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
作
者
の
感
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
へ
る
と
と
も
に
、　
一
首
一
文
と
い
ふ
原
則
に
照
ら
し
つ
つ
表
現
を

整
へ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
「日
本
の
こ
こ
ろ
」
と
い
っ
た
抽
象
的

・
概
括
的
な
表
現
は
な
る
べ
く
避
け
る
べ
き
で
、
む
し
ろ
具
体
的
な
感
動
を
注
視
す
る
中
に

「日
本

の
こ
こ
ろ
」
が
自
づ
と
表
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
）。

短
歌
を
創
作
す
る
こ
と
で
、
音
律
や
仮
名
遣
ひ
を
ま
も
る
こ
と
は
文
化
の
継
承
に
他
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
短
歌
の
創
作
を
通
じ
て
多
く
の

先
人
の
詠
ん
だ
歌
を
味
は
ふ
道
が
開
け
る
こ
と
に
な
る
。
是
非
い
い
歌
を
声
を
出
し
て
読
み
、
覚
え
て
、
五

・
七

・
五

・
七

・
七
の
リ
ズ
ム
に
親
し
ん

で
は
し
い
。
特
に
明
治
天
皇
の
御
製
拝
誦
を
お
勧
め
し
た
い
。
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班
別
短
歌
相
互
批
評

全
体
批
評
の
あ
と
班
別
短
歌
相
互
批
評
が
行
は
れ
た
。
自
分
の
心
の
動
き
を
正
確
に
表
現
し
相
手
に
伝

へ
る
こ
と
の
難
し
さ
、
ま
た
人
の
言
は
ん
と

し
て
ゐ
る
こ
と
を
正
確
に
受
け
止
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。　
一
首

一
首
の
短
歌
を
、
班
員
全
員
が
納
得
で
き
る
表
現
に
す
る
た
め
尽

力
し
、
自
分
の
心
、
相
手
の
心
を
じ
っ
く
り
と
み
つ
め
る
と
い
ふ
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

講
義
　
「人
が
ら

・
家
が
ら

・
国
が
ら
」

（株
）
寺
子
屋
モ
デ

ル

代
表
　
　
山
　
口
　
　
秀
　
範
　
氏

江
戸
末
期
の
同
時
代
を
生
き
た
二
人
、
二
宮
尊
徳
の
道
歌
か
ら
は

「人
が
ら
」
、
飯
田
新
七

（高
島
屋
の
創
業
者
）
の
家

訓
か
ら
は

「家
が
ら
」
、
そ
し
て
藤
田
東
湖
の
遺
し
た
著
述
か
ら
は

「人
が
ら
、
家
が
ら
」
の
み
な
ら
ず

「国
が
ら
」
を
も

窺
ひ
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

東
湖
作
の

「回
天
詩
史
」
に
は
、
自
身

の
三
十
九
歳
ま
で
の
生
き
様

・
気
概
と
、
逆
境
に
挫
け
な

い
信
念
が
詠
は
れ
て
ゐ

る
が
、
そ
こ
に
父

。
藤
田
幽
谷
の
強
い
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
水
戸
城
下
の
古
着
屋
に
生
れ
た
幽
谷
は
、
圧
倒
的
な
学
問
の

才
で
士
分

へ
と
栄
進
。
そ
の
幽
谷
が
十
人
歳
の
時
に
著
し
た

『
正
名
論
』
で
、
我
が
国
に
お
け
る
唯

一
の

「王
」
は

「真
天

子

（天
皇
ご

で
あ
る
と
論
じ
た
。
こ
の
や
う
な
水
戸
藩
の
国
家
観
は
、
第
二
代
藩
主
の
徳
川
光
囲
に
起
源
を
持

つ
も
の
で
、
司
馬
遷
の

『
史
記
』
列
伝

第

一
の

「伯
夷
叔
斉
」
を
読
み
つ
つ
、
禅
譲

・
放
伐
の
帝
位
の
変
遷
、
こ
と
放
伐
が
現
代
ま
で
正
当
化
さ
れ
、
漢
民
族
の
地
で
古
代
よ
り
繰
り
広
げ
ら

れ
た
王
朝
の
転
変
の
歴
史
こ
そ
、
彼
ら
の

「国
が
ら
」
と
言

っ
て
い
い
。

続
い
て
西
洋
諸
国
の

「国
が
ら
」
の
典
型
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

「独
立
宣
言
」
に
読
み
と
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
が
最
も
大
切
に
守
ら
う
と
す
る

「生
命
、
自
由
、
お
よ
び
幸
福
追
求
の
権
利
」
は
、
実
は

「？
８
ざ
ユ

ー
創
造
主
、　
つ
ま
り
全
知
全
能
の
ｏ
８
１
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で

あ
る
。　
さ
ら
に
、
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の

「国
が
ら
」
は
唯

一
絶
対
神
、
ア
ラ
ー

ヘ
の
忠
誠
と
同
義
で
、
二
十

一
世
紀
の
グ

ロ
ー
バ
ル
世
界
に
あ

つ
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て
も
、
各
民
族
の
千
年
、
二
千
年
前
の
歴
史
が

「国
が
ら
」
を
決
定
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
で
は
我
が
国
の

「国
が
ら
」
は
ど
う
か
。
『
日
本
書
紀
』
の

「天
壌
無
窮
の
神
勅
」
と

「神
武
天
皇
の
建
国
の
詔
」
に
我
が
国
の

「国
が
ら
」
が

示
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
ご
精
神
は
歴
代
天
皇
方
に
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
平
成
の
御
代
の
現
在
に
至
っ
て
ゐ
る
。
御
歴
代
の
御
製
に
触
れ
て
、

そ
れ
を
確
認
し
て
欲
し
い
。

講
話
　
「謝
恩
の
碑
に
つ
い
て
―
―
筑
豊
炭
田
と
朝
鮮
人
労
働
者
た
ち
―
⊥

元
福
岡
県
立
直
方
高
等
学
校
教
諭
　
　
小
　
野
　
　
士
口　
宣
　
氏

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
福
岡
県
宮
若
市
内
に
建

つ
二
つ
の
碑
、
「俵
口
和

一
郎
頌
徳
碑
」
（昭
和
四
年
除
幕
）
と
、
「謝
恩

碑
」
（昭
和
十
年
除
幕
）
を
実
地
に
見
て
貰
ひ
た
い
。

「頌
徳
」
と
は
徳
を
頌

へ
る

（徳
を
誉
め
た
た

へ
る
）
こ
と
で
、
貝
島
炭
鉱
の
炭
鉱
長
で
あ

っ
た
俵
口
和

一
郎
の
退
職
に

際
し
て
、
そ
の
下
で
働
い
て
ゐ
た
朝
鮮
人
労
働
者
が
仲
間
に
呼
び
掛
け
て
建
て
た
も
の
が
俵
口
和

一
郎
頌
徳
碑
で
あ
る
。
ま

た

「謝
恩
」
と
は
受
け
た
恩
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
だ
が
、
昭
和
十
年
、
露
天
掘
り
の
炭
量
が
減
少
し
た
こ

と
で
貝
島
炭
鉱
が
閉
山
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
や
は
り
朝
鮮
人
労
働
者
が
二
十
年
あ
ま
り
お
世
話
に
な

つ
た
と
し

て
浄
財
を
集
め
て
建
て
た
も
の
が
謝
恩
碑
で
あ
る
。

当
時
の
炭
坑
で
働
い
た
人
達
の
大
変
素
晴
ら
し
い
善
意
が
結
晶
し
た
記
念
碑
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
と
に
近
年
珍
妙
な

盆
思
図
的
な
）
強
制
労
働
説
が

国
際
社
会
で
流
布
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
必
ず
し
も
政
府
外
務
省
は
適
切
に
対
処
し
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
建
碑
に
尽
力
し
た
朝
鮮
人
の
名
前
も
刻

ま
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
本
来
で
あ
れ
ば
日
韓
の
友
好
親
善
の
原
動
力
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
さ
う
な
る
こ
と
を
強
く
願

っ
て
ゐ
る
。

閉
会
式

主
催
者
を
代
表
し
て
小
柳
志
乃
夫
国
文
研
副
理
事
長
は
、
講
話
を
担
当
さ
れ
た
小
野
吉
宣
氏
の
思
ひ
の
こ
も
っ
た
言
葉
、
ま
た
自
身
が
担
当
し
た
創
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作
短
歌
全
体
批
評
な
ど
合
宿
教
室
の
全
体
を
振
り
返

っ
て
、
「自
分
の
素
直
な
気
持
ち
や
思
ひ
を
き
ち
ん
と
言
葉
に
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、

普
段
の
生
活
で
は
中
々
気
付
く
機
会
が
少
な
い
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
合
宿
教
室
が
言
葉
を
大
切
に
し
て
ゐ
る
こ
と
の
意
味
合
ひ
を
感
じ
取

っ
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。　
″
学
問
と
い
ふ

一
つ
の
道
″
に
連
な
り
た
い
と
願

っ
て
ゐ
る

一
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に
精
進

し
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
し
て
、
福
岡
大
学
経
済
学
部
三
年
西
田
忠
正
君
に
よ
る
閉
会
宣
言
を
以
て
、
合
宿
教
室

（西
日
本
）
は
幕
を
閉
ぢ
た
。
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合
宿
運
営

【本

部
】

運
営
委
員
長
　
（株
）寺
子
屋
モ
デ
ル

ー
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス
（株
）

（株
Ｙ
ヽ
ユ
キ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

【指
揮
班
】

指
揮
班
長
　
　
朝
倉
公
共
職
業
安
定
所

医
療
法
人
事
司
会

新
門
司
病
院

元

（株
）
ア
ル
バ
ツ
ク

Ｈ

ｕ
ｂ

ａ
ｘ
（株
）

【事
務
局
】

事
務
局
長

国
民
文
化
研
究
会
事
務
局
長

（株
）ラ
ッ
ク

廣
木
　
寧

小
柳
志
乃
夫

吉
村
　
浩
之

古
川
　
広
治

森
田
　
仁
士

北
濱
　
道

岡
部
　
智
哉

磯
貝
　
保
博

栗
方
恵
美
子

高
橋
俊
太
郎
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走
り
書
き
の

〃感
想
文
〃

こ
れ
は
閉
会
間
ぎ
は
の

一
時
間
余
で
参
加
者
全
員

に
、
二
泊
三
日
間
の
感
想
を
走
り
書
き
で
書
い
て
も
ら

っ
た
も
の
で
す
。
「仮
名
遣
ひ
」
は
原
文
の
ま
ま
で
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。



講
義
内
容
の
全
て
が
深
い
意
味
を
持
ち
、
興
味
が
尽
き
な
か
つ
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
桃
峙
善
希
）

合
宿
教
室
に
参
加
し
て
、
得
る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
講
義
で

話
さ
れ
る
内
容
全
て
が
深
い
意
味
を
持

っ
て
い
て
、
興
味
尽
き
る
こ
と

が
な
く
、
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
し
、
た
だ
本
を
読
ん
で
い
て
は

分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
事
が
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
合
宿

教
室
で
集
ま
っ
た
色
々
な
年
齢
の
方
に
自
分
の
疑
間
を
ぶ
つ
け
、
難
し

く
は
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
話
を
聞
け
ま
し
た
。
今
も
、
先
人
の
話

を
全
て
理
解
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
話

さ
れ
た
こ
と
を
日
常
生
活
を
送
る
中
で
ゆ
つ
く
り
と
理
解
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
講
義
の
話
以
外
に
も
合
宿
教
室
で
学
ぶ
事
が
あ
り
ま
し
た
。

違
う
学
校
、
違
う
年
齢
の
方
々
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
自
分
と
違

っ
た

価
値
観
に
気
づ
き
、
人
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分
の
意
見
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
と
思
い
ま
す
。

合
宿
の
夜
の
暑
さ
が
す
さ
ま
じ
く
止
ま
る
こ
と
な
き
ベ
タ
つ
く
汗
よ

一
歩
成
長
出
来
た
が
、
ま
だ
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

（福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
平
川
龍
也
）

合
宿
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
社
会
人
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
私
は
普
段
、
学
校
を
中
心
に
生
活
し
て
ゐ
る
の
で
、
社

会
人
の
方
と
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
学
生
同
士
で
行
動
す
る
事
が
多

い
で
す
。
合
宿
教
室
で
は
、
社
会
人
の
方
と

一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
寝

食
を
共
に
す
る
の
で
、
初
め
は
戸
惑
ふ
事
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
終
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
自
分
か
ら
社
会
人
の
方
に
声
を
か
け
ら

れ
る
や
う
に
も
な
り
、
自
分
の
中
で
一
歩
成
長
す
る
事
が
出
来
た
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
人
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
知
ら
な
い
こ

と
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
が
、
ま
だ
知
識
が
追
ひ
付
か
な
い
と

こ
ろ
も
あ
つ
た
の
で
、
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
ひ
ま
し
た
。

若
杉
の
山
の
ふ
も
と
で
汗
流
し
と
も
に
学
べ
る
友
を
得
し
か
な

こ
の
二
泊
三
日
は
と
て
も
意
義
あ
る
も
の
に
な

っ
た

（福
岡
工
業
大
学
　
短
期
　
一
年
　
井
野
口
祐
樹
）

私
に
と
つ
て
こ
の
二
泊
三
日
は
、
と
て
も
意
義
あ
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
先
生
方
の
お
話
の
中
に
は
難
し
い
内
容
も
多
く
、
理
解
す
る
こ

と
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
班
別
研
修
な
ど
で
お
互
い
に
意

見
な
ど
を
出
し
合
い
討
論
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
内
容
に
入

っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
三
日
目
の
山
口
秀
範
先
生
の
お

話
は
、
と
て
も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
古
典
や
神
話
を
学
習
す
る
こ

と
で

「人
が
ら
、
家
が
ら
、
国
が
ら
」
に
触
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
お
話
は
、
私
に
と

つ
て
非
常
に
新
鮮
な
考
え
方
で
、
心
に
残
り

ま
し
た
。
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二
日
目
に
行

っ
た
短
歌
創
作
で
は
、
短
文
で
表
現
す
る
難
し
さ
を
痛

感
し
な
が
ら
も
、
日
本
語
の
美
し
さ
を
認
識
し
、
自
身
の
心
情
を
素
直

に
表
現
す
る
喜
び
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
合
宿
を
通
じ
て
、
新
た
な
友
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。
友
と
協
力
し
合
い
、
互
い
に
学
ぶ
三
日
間
に
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ン」
の
合
宿
で
古
典
や
和
歌
な
ど
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

合
宿
で
古
典
に
学
び
歌
に
ふ
れ
先
人
た
ち
を
誇
り
に
思
ふ

共
に
生
活
し
た
こ
と
は

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

（福
岡
大
学
　
経
　
一
一年
　
笠
原
康
嗣
）

今
回
初
め
て
こ
の
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、
ま
ず
開
会
式
の
宣

言
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
か
な
り
緊
張
し
ま
し
た
が
、
無
事
宣
言
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
こ
う
い
っ
た
宣
言
な
ど
は
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
自
分
の
中
で
結

構
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
の
が
、
同
じ
部
屋
で
初
め
て
の
他
の
大
学
の

方
と
過
ご
し
た
こ
と
で
す
。
初
め
は
緊
張
し
て
上
手
く
話
せ
な
か
つ
た

り
し
ま
し
た
が
、
同
じ
風
呂
に
入
っ
た
り
、
共
に
食
事
を
す
る
こ
と
で

本
当
に
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
講
義
を
し
て
頂
い
て
、
歴
史
や

短
歌
の
知
識
を
増
や
す
こ
と
も
出
来
ま
し
た
が
、
，）う
い
っ
た
生
活
面

で
の
取
り
組
み
が
僕
は
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
て
、　
一
生
忘
れ
な
い

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
冷
房
の
効
く
時
間
が
短
く
て
、
朝
は

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
ー

開会式:福岡大学経済学部二年笠原康嗣君 (右)の開会宣言で合宿教室は幕を開け
た。主催者を代表して今林賢郁理事長 (左)は、「この合宿で先人の言葉に触れる
ことによつて、今後の生き方を考へる契機として欲しい」と挨拶した。
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バ
テ
バ
テ
で
し
た
。
二
日
目
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
涅
槃
像
な
ど
が

あ
る
所
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
を
出
る
と
き
に
買
つ
た
篠
栗
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
が
思

っ
た
以
上
に
良
く
て
気
に
入
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
使

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
準
備
、
暑
さ
、
寝
不
足
な
ど
と
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
食
事
も
美
味
し
く
て
思
い
出
も
残
せ
て

満
足
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
の
糧
に
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
出
か
け
し
折

振
り
返
り
心
の
熱
を
思
ひ
出
し
車
窓
で
感
じ
る
風
が
ひ
ん
や
り

留
学
す
る
前
に
日
本
の
文
化
を
学
べ
て
本
当
に
良
か
っ
た

（神
奈
川
大
学
　
人
間
科
学
　
一二
年
　
中
尾
創
哉
）

今
回
の
合
宿
教
室
は
、
父
か
ら
の
勧
め
で
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
来
年
よ
り
留
学
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、

留
学
す
る
前
に
日
本
の
こ
と
を
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。

い
ざ
参
加
し
、
講
義
を
受
け
て
み
る
と
自
分
の
知
ら
な
か
つ
た
事
が

沢
山
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
も

っ
と
日
本
の
こ
と
に
注
目
し
て
学
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
世
代
の
学
生

た
ち
と
二
泊
三
日
共
に
学
び
、
共
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も

良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
し
、
良
い
仲
間
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
短
歌
は
人
柄
を
表
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
講
義
の
中
で
偉
人
達
の
短
歌
に
触
れ
、
短
歌
創
作
で
友
人
達

の
心
に
触
れ
ま
し
た
。
た
つ
た

「五

・
七

・
五

・
七

・
七
」
し
か
な
い

限
ら
れ
た
世
界
で
、
人
が
感
じ
た
こ
と
を
こ
ん
な
に
も
多
く
伝
え
る
こ

と
が
出
来
る
の
だ
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
今
後
は
自
分
の
感
じ
た
こ

と
で
短
歌
を
詠
み
、
自
分
の
感
性
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

留
学
を
す
る
前
に
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
事
が
出
来
て
本
当
に
良
か
つ

た
で
す
。
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
今
後
も
勉
学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
学
び
よ
く
笑
ひ
た
る
友
た
ち
と
ま
た
会
ふ
日
ま
で
日
々
励
ま
な
む

歴
史
や
古
典
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
批
評
し
て
い
き
た
い

（福
岡
大
学
　
経
　
一二
年
　
西
田
忠
正
）

歴
史
や
古
典
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
絶
え
ず
批
評
す
る
重
要
性
と
そ
の

難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
吉
田
松
陰
先
生
曰
く

「経
書
を
読
む
の
第

一

義
は
聖
賢
に
阿
ら
ぬ
こ
と
要
な
り
」
は
つ
き
り
言
っ
て
私
は
こ
の
言
葉

に
驚
き
ま
し
た
。
私
の
考
え
で
は
、
孔
子
や
孟
子
な
ど
、
時
代
を
こ
え

て
受
け
継
が
れ
る
書
物
を
批
評
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
す
。

な
ぜ
な
ら
数
百
年
、
数
千
年
の
あ
い
だ
に
こ
れ
ら
の
書
物
は
絶
え
ず
批

評
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
で
も
内
容
が
素
晴
ら
し
い
た
め
現
代
ま
で
親
し

ま
れ
て
い
る
と
思

つ
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
講
義
を
聞
い
て
考
え
に
変
化
が
起
き
ま
し
た
。
鵜
呑
み
に

す
る
の
は
、
そ
の
人
物
の
考
え
に
隷
属
す
る
こ
と
と
同
意
義
で
あ
る
と

分
か
つ
た
か
ら
で
す
。
偉
人
の
文
章
を
批
評
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し

い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
や

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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篠
菓
に
集
ふ
友
ら
の
学
び
合
で
頭
悩
ま
す
短
歌
創
作

こ
の
合
宿
で
取
り
扱
う
日
本
や
中
国
の
古
典
は
高
度
で
あ
る

（広
島
修
道
大
学
　
法
　
四
年
　
田
中
世
卓
）

今
回
は
、
私
に
と
っ
て
は
昨
年
に
引
き
続
き
三
度
目
の
参
加
で
あ
り
、

ま
た
東
西
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
る
形
と
し
て
は
初
め
て
の
参
加
で
あ
り

ま
し
た
。

ご
講
義
で
は
、
山
口
秀
範
先
生
の
お
話
が
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
ｃ

「伯
夷

・
叔
斉
」
の
例
を
見
て
、
藤
田
東
湖
や
水
戸
光
囲
ら
が
、
中
国

に
お
け
る
政
治
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
日
本
の
皇
室
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
知
恵
を
絞

っ
て
お
り
、
多
く
の
先
人
の
努
力
に
よ

っ
て
、
今
日
ま
で

皇
統
が
続

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た

普
段
参
加
し
て
い
る
学
生
向
け
の
合
宿
で
は
、
憲
法
や
大
東
亜
戦
争

な
ど
、
比
較
的
分
か
り
や
す

い
、
悪
く
い
え
ば
単
純
な
テ
ー
マ
を
取
り

扱
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
合
宿
で
は
、
福
沢
諭
古
や
松
尾
芭

蕉
、
正
岡
子
規
、
ま
た
日
本
や
中
国
の
古
典
な
ど
、
素
材
と
し
て
高
度

な
も
の
が
資
料
に
含
ま
れ
、
計
備
知
識
が
乏
し
い
自
分
に
と
っ
て
は
、

な
か
な
か
理
解
が
困
難
な
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
合
宿
が
終
わ

っ
た
後
も
、
こ
れ
ら
に
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
蔵
院
の
防
人
の
碑
文
を
見
し
折
に

国
が
た
め
命
尽
く
し
し
人
々
を
忘
る
る
な
か
れ
と
碑
文
は
教
ふ

カ

メ

ラ

，
レ
ポ

ー

ト

２

開会,t来賓の福岡県,議会議員 古川忠氏は「.読書が人生を中か1■ し、さくことで
確実な人生を歩むことができる.友と本当に腹を害1って話をすれば、そこに新しい

信頼がイ|:れる。そのやうな勉強をこの合宿を通してやつていただきたいJと 激励さ

れた.
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第

一
班
の
ユ
ニ
ー
ク
な
班
員
に
感
謝
し
て
ゐ
ま
す

（福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
教
諭
　
血
（島
誠
央
）

合
宿
で
は
導
入
講
義
と

一
班
の
班
長
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。

導
入
講
義
で
は
、
歴
史
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
よ
う
と
い
ふ
事
が

一
番
伝

へ
た
か
つ
た
の
で
す
が
、時
間
に
追
は
れ
、
立思
図
を
十
分
伝

へ
き
れ
ず
、

各
班
の
研
修
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
つ
た
と
反
省
し
て
を
り
ま
す
。

一
班
の
班
員
は
、　
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
班
付

の
北
村
公

一
君
、
常
に
落
ち
着
い
て
班
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
、
助

か
り
ま
し
た
。
井
野
口
祐
樹
君
、
い
つ
も
穏
や
か
に
癒
や
し
て
く
れ
た
。

桃
崎
善
希
君
、
最
初
は
ち
よ
つ
と
軽
い
の
か
と
思
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど
、

古
風
な
感
性
を
持

つ
純
情
青
年
だ
つ
た
。
笠
原
康
嗣
君
、
南
蔵
院
の
少

女
キ
ヤ
ラ
Ｔ
シ
ヤ
ツ
が
よ
く
似
合
ふ
、
女
子
力
高
め
の
優
し
い
子
。
中

尾
創
哉
君
、
横
浜
育
ち
の
君
が
篠
栗
の
空
は
広
い
と
言
つ
た
、
三
首
連

作
が
生
ま
れ
た
ね
。
平
川
龍
也
君
、
君
の
歌
の

「リ
ン
ド
ウ
」
に
つ
い

て
の
話
は
圧
巻
だ

つ
た
。
柳
原
自
蓮
の
生
涯
と
共
に
、
是
非
大
学
に
帰

つ
て
皆
に
話
し
て
欲
し
い
。
西
田
忠
正
君
、
再
会
だ
ね
。
気
配
り
が
出

来
て
き
た
か
な
。
短
歌
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
さ
い
。
田
中
壮
卓
君
、

全
体
批
評
で
短
歌
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
い
思
ひ
出
が
出
来
た
ね
。

み
ん
な
あ
り
が
た
う
。
の
び
の
び
と
班
長
さ
せ
て
貰
ひ
感
謝
し
て
ゐ

ま
す
。
閉
会
の
時
近
づ
き
て
感
想
を
し
た
た
む
る
班
友
見
る
に
と
も
し
も

南
蔵
院
涅
槃
の
み
仏
に
習
ひ
つ
つ
皆
で
寝
転
び
写
し
絵
と
り
ぬ

写
し
絵
の
ポ
ー
ズ
勝
手
に
決
め
た
れ
ど
笑
み
て
従
ふ
友
ら
愛
ら
し

折
々
の
笑
ま
ひ
語
ら
ひ
仕
草
な
ぞ
思
ひ
浮
か
び
来

一
班
や
良
し

短
歌
創
作
導
入
講
義
を
担
当
し
大
変
勉
強
に
な

つ
た

（税
理
士
法
人
あ
お
ぞ
ら
　
北
村
公
一
）

短
歌
創
作
導
入
講
義
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
。
講
義
の
内
容
、
時
間

配
分
に
課
題
が
あ
り
、
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
レ
ヴ

ェ
ル
に
達
す
る
も
の
で

は
な
か
つ
た
と
思
ふ
が
、
種
々
の
ご
指
摘
を
頂
き
、
大
変
勉
強
に
な
つ

た
。ま
た
、
第

一
班
の
班
付
を
さ
せ
て
頂
き
、
班
長
の
異
島
さ
ん
の
班
別

研
修
の
進
め
方
、
班
員

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
、
貴
重
な
学
び

の
機
会
を
与

へ
て
頂
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

講
義
前
夜

灯
り
消
し
眼
閉
ぢ
れ
ど
様
々
の
思
ひ
浮
か
び
て
な
か
な
か
眠
れ
ず

当

日

廣
瀬
大
人
の
み
歌
の
数

々
誦
み
ゆ
け
り
聴
き
た
る
友
ら
の
心
に
届

け
と
班
別
短
歌
相
互
批
評

は
か

次
々
に
よ
き
歌
の
案
出
で
来
た
り
詠
み
た
る
友
の
心
推
り
て
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日
本
の
国
、
国
柄
に
つ
い
て
日
常
で
は
考
え
な
い
こ
と
を
学
ん
だ

（中
村
学
園
大
学
　
教
　
一二
年
　
日
野
ゆ
か
り
）

こ
の
合
宿
を
知

っ
た
の
は
大
学
か
ら
の
案
内
で
、
初
め
は
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
見
当
が
つ
か
ず
、
少
し
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
日
本
の
国
に
つ
い
て
、
国
柄
、
日
本

人
に
つ
い
て
な
ど
日
常
で
は
考
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
班
の
皆
さ
ん

と
議
論
じ
、
自
分
の
行
動
を
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
、
と

て
も
自
分
の
た
め
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
参
加
と
い
う
こ

と
も
あ
つ
て
、
内
容
に
つ
い
て
い
く
の
が
必
死
で
、
話
を
深
め
る
と
い

う
所
ま
で
は
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
言
葉
や
歴
史
、
語
源
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
学
べ
て
、
自

分
の
引
き
出
し
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
人
の
大
和
魂
こ
れ
学
び
我
振
り
返
り
心
に
刻
む

教
わ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
こ
と
を
沢
山
教
え
て
い
た
だ
い
た

父
学
）
中
村
学
園
　
松
村
沙
織
）

会
場
に
着
く
ま
で
不
安
ば
か
り
で
し
た
。
二
泊
三
日
の
合
宿
を
終
え

て
、
知
識
不
足
、
勉
強
不
足
は
事
前
の
不
安
ど
お
り
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
ま
で
教
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
沢
山
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
合
宿
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た

「人
は
後
ろ
向
き
に

未
来
に
入

っ
て
い
く
」
に
つ
い
て
合
宿
前
は
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
「過
去
に
学
ぶ
」

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
３

合宿導入講義。福岡県立筑紫中央高等学校教諭 興島誠央氏は、「歴史に学ぶには
遺された「言葉」に迫ることである」として吉田松陰の『講孟餘話』に触れながら

その人生を偲んでゆかれた。
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と
い
う
こ
と
か
ら
、
私
が
ど
れ
だ
け
の
事
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
受
け
止
め
た
事
を
ど
う
未
来
に
つ
な

い
で
い
く
の
か
が
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
年
海
外
旅
行
を
し
ま
す
が
、
そ
の
度
に
自
身
の
日
本
人
と
し
て
の

自
覚
の
低
さ
や
自
国
に
つ
い
て
の
知
識
の
な
さ
に
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え

な
が
ら
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
も
せ
ず
に
い
ま
す
。
必
要
性
を
感
じ

な
が
ら
も
、
日
々
の
忙
し
さ
を
言
い
訳
に
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
合
宿
を
き
つ
か
け
に
日
本
の

歴
史
を
引
き
続
き
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
義
聴
き
班
で
深
め
た
こ
の
学
び
心
に
刻
み
明
日
に
繋
げ
ん

社
会
全
体
を
ど
う
幸
せ
に
で
き
る
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が

先
人
た
ち
の
言
葉
に
隠
さ
れ
て
い
る

父
株
）
カ
ウ
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
　
小
川
雅
裕
）

二
泊
三
日
は
長
い
よ
う
で
短
い
時
間
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
中
で
卒
業

以
来
、
十
数
年
ぶ
り
に
、
古
文
や
短
歌
な
ど
先
人
た
ち
が
遺
し
て
く
れ

た
様
々
な
知
見
や
教
え
、
作
品
に
触
れ
た
。
そ
の
体
験
は
、
私
が
過
去

に
触
れ
た
体
験
、
学
生
時
代
の
も
の
よ
り
も
、
非
常
に
濃
密
で
、
学
び

の
多
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
講
義

を
準
備
し
て
下
さ

つ
た
先
輩
方
の
お
か
げ
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

学
生
時
代
と
異
な
り
、
今
、
私
が
社
会
に
出
て
、
社
会
に
生
き
て
い
る

と
い
う
私
自
身
の
環
境
の
変
化
も
大
き
な
理
由
の

一
つ
だ
と
思
う
。

吉
田
松
陰
の
講
義
に
お
い
て
、
「経
書
を
読
む
の
第

一
義
は
、
聖
賢
に

阿
ら
ぬ
こ
と
要
な
り
」
と
あ
り
、
正
岡
子
規
が
芭
蕉
を
崇
め
る
人
た
ち

や
古
今
和
歌
集
を

一
番
と
す
る
人
た
ち
を
批
評
し
た
よ
う
に
、
私
は
こ

う
し
た
先
人
た
ち
の
大
い
な
る
知
見
に
学
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
も
、
自

分
の
脳
で
、
頭
で
、
し
つ
か
り
と
考
え
て
、
盲
目
的
に
な
ら
ず
に
、
そ

う
し
た
言
葉
と
向
き
合

っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。
今
、
こ
の
時
を
生

き
る
私
に
と
つ
て
は
、
今
の
こ
の
生
を
ど
う
幸
せ
に
生
き
る
か
、
そ
し

て
私
の
周
り
の
友
人
、
ひ
い
て
は
社
会
全
体
を
ど
う
幸
せ
に
で
き
る
か

が
最
も
重
要
で
大
切
な
こ
と
だ
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
、
日
本
の
先
人
た
ち

の
生
き
様
や
言
葉
に
ふ
ん
だ
ん
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
気
付
き
を
得

た
こ
と
が
、
今
回
の
合
宿
で
の

一
番
大
き
な
収
穫
か
も
し
れ
な
い
。

先
人
の
教
へ
に
学
び
我
気
付
く
幸
せ
の
種
は
足
下
に
あ
り
と

講
義
の
あ
と
の
班
別
研
修
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

父
一
社
）
福
岡
中
小
企
業
経
営
者
協
会
　
大
慈
爾
祐
子
）

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
数
ケ
月
前
か
ら
勤
務
先
で
、
短
歌
に
ふ
れ

た
り
吉
田
松
陰
に
つ
い
て
学
び
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
正
直
、
日
本
の
歴

史
に
関
す
る
知
識
が
浅
い
状
態
で
し
た
。
三
日
間
の
講
義
内
容
は
、
こ

の
よ
う
な
私
に
と
つ
て
、
全
て
新
鮮
で
あ
り
、
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

歴
史
の
見
え
方
や
見
方
が
少
し
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
特
に

福
沢
諭
吉

「清
我
慢
の
説
」
に
つ
い
て
は
、
講
義
及
び
そ
の
後
の
班
別

研
修
に
お
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
義
内
容
に

理
解
が
追
い
つ
か
ず
、
納
得
で
き
な
い
部
分
を
班
別
研
修
で
意
見
交
換

す
る
こ
と
で
、
文
章
の
中
身
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
班
の
皆
様
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に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「過
去
を
自
分
か
ら
つ
か
み
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
メ

ツ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、
歴
史
を
学
ぶ

姿
勢
を
大
事
に
、
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
人
の
思
ひ
を
友
と
語
り
合
ひ
我
人
生
の
糧
と
す
る
べ
し

自
分
の
衿
持
を
基
に
世
の
中
を
変
え
る
存
在
に
な
り
た
い

父
株
）
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
　
河
野
晟
之
）

「日
本
の
歴
史
を
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
人
生
に
活
か
す
！
」

と
い
う
目
的
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ど
の
先
人
も
想
い
や
誇
り
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
貫
き
通
し
日
本
を

変
革
、
継
承
し
て
き
た
と
学
び
、
私
も
自
分
の
衿
持
を
基
に
世
の
中
を

変
え
る
存
在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

先
人
の
使
命
に
ふ
れ
る
合
宿
で
新
た
な
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り

い
か
に
自
分
が
閉
じ
た
世
界
に
い
る
か
を
痛
感
し
た

父
株
）
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
　
川
西
　
潤
）

此
度
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
よ
い

「刺
激
」
に
な

り
ま
し
た
。
正
岡
子
規
の
話
や
和
歌
の
創
作
に
お
い
て
、
決
し
て
普
段

触
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
に
触
れ
、
そ
の
生
き
様
を
心
か
ら
理
解
し
よ

う
と
頭
を
悩
ま
せ
、
正
確
に
、
そ
し
て
美
し
く
自
分
の
感
情
を
示
す
言

葉
を
捻
り
出
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
友
人
と
共
有
す
る
過
程
も

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

４

班別研修。講義内容を正確にたどりながら、講師の最も伝へたかったこと重要なこ

とを確認し、感想を話し合った。
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含
め
て
、
い
か
に
自
分
が
閉
じ
た
世
界
に
い
る
か
を
痛
感
す
る
と
同
時

に
、
有
意
義
で
刺
激
的
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

以
上
の
感
想
と
は
別
に
思

つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容

を
大
学
生
や
社
会
人
等
、
若
い
世
代
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
若
い
世
代
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
人
を
目
標
に
す

る
べ
き
で
す
。
こ
の
内
容
は
日
本
人
が

一
生
を
通
じ
て
学
ん
で
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
講
義
の

「進
め
方
」
、
講
師
の

「話
し
方
」、
そ

う
い
っ
た
送
り
手
側
の
技
法
も
も
っ
と
磨
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
。
折
角
の
素
晴
ら
し
い
内
容
で
す
か
ら
、
も

つ
と
お
も
し
ろ
く
楽
し

く
伝
え
る
よ
う
に
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

言
の
葉
に
し
た
た
め
ゆ
け
ば
深
ま
り
て
此
の
生
更
に
彩
や
か
な
ら
ん

和
歌
を
通
じ
て
心
が
通

っ
た

（福
岡
市
立
百
道
中
学
校
教
諭
　
小
林
拓
海
）

社
会
人
に
な
り
、初
め
て
班
員
と
し
て
参
加
し
た
合
宿
教
室
で
し
た
。

今
ま
で
に
参
加
し
た
合
宿
教
室
で
も
、
和
歌
を
詠
み
、
班
別
相
互
批
評

を
通
し
て
心
が
通
ひ
合

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
合
宿
は
と
く
に
濃

ひ
や
う
に
思
ひ
ま
し
た
。
和
歌
を
詠
み
、
自
分
の
心
を
素
直
に
表
現
す

る
こ
と
の
難
し
さ
、
大
切
さ
を
知
る
こ
と
で
、
他
の
人
が
詠
ん
だ
歌
を

し
っ
か
り
と
味
は
ふ
こ
と
が
で
き
た
と
思
ひ
ま
す
。
そ
の
和
歌
を
通
し

て
歴
代
の
天
皇
方
や
偉
人
の
人
柄
に
つ
い
て
、
班
員
と
共
に
深
く
入
っ

て
い
け
た
や
う
に
思
ひ
ま
す
。

典
島
誠
央
先
生
の
合
宿
導
入
講
義
の
中
で
は
、
「ご
先
祖
さ
ま
が
ゐ
る

か
ら
こ
そ
僕
た
ち
が
ゐ
る
。　
一
人

一
人
が
ご
先
祖
様
の
命
の
結
晶
で
あ

り
、
歴
史
は
遠
い
も
の
で
は
な
く
、
僕
た
ち
の
内
面
に
あ
る
も
の
」
と

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
面
を
こ
れ
か
ら
も
し
つ
か
り
と
学
ん

で
行
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

笹
栗
に

「よ
り
よ
く
生
き
る
」
と
友
集
ひ
和
歌
を
詠
み
合
ひ
心
通
ず
る

印
象
に
残

っ
た
こ
と（熊

本
県
立
熊
本
高
等
学
校
教
諭
　
久
保
田
　
真
）

興
島
誠
央
さ
ん
が
導
入
講
義
で
松
陰
の
文
章
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
所

が
印
象
に
残
つ
て
ゐ
ま
す
。
「我
が
国
体
の
外
国
と
異
る
所
以
の
大
義
を

明
か
に
し
、
闇
国
の
人
は
聞
国
の
為
に
死
し
、
開
藩
の
人
は
闘
藩
の
為

に
死
し
、
臣
は
君
の
為
に
死
し
、
子
は
父
の
為
に
死
す
る
の
志
確
平
た

ら
ば
、
何
ぞ
諸
蛮
を
畏
れ
ん
や
」
と
い
ふ
所
は
、
自
分
は
読
む
資
格
が

な
い
と
痛
感
さ
れ
た
と
二
十
年
前
の
経
験
を
話
さ
れ
た
。
い
か
ば
か
り

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
を
ら
れ
る
の
か
と
思
ふ
。

廣
木
寧
先
輩
が
紹
介
さ
れ
た
、
福
澤
諭
吉
の

『清
我
慢
の
説
』
も
印

象
に
残

っ
た
。
西
郷
隆
盛
と
勝
海
舟
の
無
血
開
城
は
英
断
と
し
て
美
談

で
語
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
戦
は
な
か
つ
た
か
と
批
判
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
。
「勝
算
な
き
限
り
は
速
に
和
し
て
速
に
事
を
収
る
に
若
か
ず

と
の
数
理
を
信
じ
た
ち
％
の
よ
り
外
な
ら
ず
Ｌ
数
百
年
養
ひ
得
た
る
我

日
本
武
士
の
気
風
を
傷

ふ
た
る
の
不
利
は
決
し
て
少
々
な
ら
ず
。
得
を

以
て
損
を
償
ふ
に
足
ら
ざ
る
も
の
と
云
ふ
可
し
。
」
と
批
判
し
て
ゐ
る
の

は
大
変
面
白
い
と
思
っ
た
。
深
い
精
神
性
の
高
さ
を
よ
く
示
す
も
の
だ
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と
思
ふ
。班
員
と

一
緒
・に
食
事
を
と
る

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
て
語
れ
ば
心
和
み
古
き
友
ら
と
過
ご
す
心
地
す

人
と
心
を
通
は
せ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

（日
章
工
業
（株
）

藤
信
成
信
）

廣
木
寧
大
兄
、
古
川
広
治
兄
ら
運
営
に
ご
尽
力
下
さ

っ
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
施
設
と
し
て
は
、
空
調
の
時
間
が
限
ら
れ
て
ゐ
る

こ
と
以
外
は
す
ば
ら
し
く
、福
岡
で
開
催
す
る
に
は
好
適
と
思
ひ
ま
す
。

班
付
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
二
班
に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
手
社
会
人

を
中
心
と
し
て
意
欲
的
な
参
加
者
ば
か
り
で
、
ま
た
久
保
田
真
班
長
の

リ
ー
ド
の
下
に
、
班
別
研
修
も
大
変
充
実
し
て
ゐ
た
と
存
じ
ま
す
。
私

自
身
三
日
間
の
合
宿
生
活
を
通
し
て
日
頃
如
何
に
人
の
話
を
大
切
に
聞

き
、
周
り
の
人
々
と
心
を
通
は
せ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
ゐ
な
い
か

を
学
ば
せ
て
頂
い
た
や
う
に
思
ひ
ま
す
。
特
に
短
歌
相
互
批
評
の
時
間

に
つ
い
て
は
、
年
令
や
経
験
の
差
を
超
え
て
自
づ
か
ら
心
を

一
つ
に
し

人
と
心
を
通
は
せ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
く
た
め
に
大
切
な
研

修
で
あ
る
と
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
き
ら
と
心
な
ご
ま
せ
学
び
合
ふ
二
泊
三
日
は
夢
の
ご
と
し
も

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

５

講義。(株)寺子屋モデル 廣木寧氏は、昨年ノーベル文学賞を受賞したカズオ・イ
シグロ氏の「過去を語り合うことに意味が見出されない」といふ一文について、そ

のことは「人が記憶をなくしている」あるいは忘れさせられてゐることから生じて

ゐると説かれた。
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納
得
で
き
た
神
話
の
大
切
さ

（猪
部
敬
彦
）

三
度
日
と
な
る
今
回
は
正
直
に
言
っ
て
私
に
は
少
々
レ
ベ
ル
が
高
過

ぎ
て
消
化
不
良
気
味
で
あ

つ
た
。
帰
宅
し
て
自
分
な
り
に
講
義
資
料
を

読
み
直
し
て
み
た
い
。
そ
の
中
で
私
に
と
つ
て

一
番
納
得
で
き
た
の
は

三
日
目
の
山
口
秀
範
先
生
の

「人
が
ら
、
家
が
ら
、
国
が
ら
」
の
ご
講

義
で
あ

っ
た
。
二
十
年
以
上
昔
に
神
話
の
大
切
さ
を
出
雲
井
晶
先
生
の

ご
講
義
で
拝
聴
し
た
が
、
そ
の
時
は
今
ひ
と
つ
得
心
で
き
な
か
つ
た
。

し
か
し
山
口
先
生
の
素
晴
ら
し
い
ご
講
義
で
自
分
の
中
で
神
話
の
大
切

さ
が
揺
る
ぎ
の
な
い
確
信
と
な

っ
た
。
「神
話
を
忘
れ
た
民
族
は
滅
ぶ
」

の
格
言
を

一
人
で
も
多
く
の
日
本
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
も
学

び
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。

こ
の
合
宿
教
室
を
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
先
輩
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

汗
か
く
を
忘
る
る
ば
か
り
に
友
皆
と
ひ
と
つ
心
に
な
る
は
楽
し
き

家
族

の
思
ひ
や
り
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た

い

公
九
大
村
郵
便
局
　
橋
本
公
明
）

今
回
の
合
宿
で
は
こ
の
合
宿
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
家
族
の
思
ひ
や

り
を
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
。
合
宿
で
は
人
の
心
を
大
切
に
し
よ
う
と
努

め
る
も
の
の
、
合
宿
を
終

へ
家
族
の
元
へ
帰
る
と
合
宿
で
の
思
ひ
や
り

の
心
が
弱
ま
っ
て
ゆ
く
の
が
こ
れ
ま
で
で
あ

っ
た
。
あ
ら
た
め
て
家
族

の
思
ひ
や
り
が
あ
っ
て
こ
そ
合
宿
で
学
べ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
ひ

感
謝
し
た
い
。

北
村
公

一
さ
ん
の
短
歌
創
作
導
入
講
義
を
聞
き
て

と
つ
と
つ
と
話
さ
れ
ゆ
く
も
心
か
ら
出
づ
る
言
葉
の
力
強
し
も

「よ
り
善
く
生
き
る
た
め
に
」
努
め
て
行
き
た
い

（内
山
慶
子
）

「現
代
を
よ
り
善
く
生
き
る
た
め
に
」
と
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
生
き

方
も
含
め
て
し
ば
し
の
間
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
毎

日
の
生
活
を
送
る
上
で
「よ
り
善
く
生
き
る
」
を
求
め
て
自
分
自
身
努
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
″
記
憶
が
あ
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
″
と

副
題
の
つ
い
た
廣
木
寧
講
師
の
ご
講
義
の
学
ぶ
こ
と
、
知
る
こ
と

（歴

史
そ
の
他
）
に
つ
い
て
目
標
を
立
て
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
「人
が
ら
、

家
が
ら
、
国
が
ら
」
と
題
さ
れ
た
山
口
秀
範
講
師
の
ご
講
義
で
は
天
照
大

神
か
ら
歴
代
天
皇
に
つ
な
が
る
日
本
の
国
が
ら
が
私
た
ち

一
人

一
人
の

人
が
ら
と
な
り
、
そ
れ
が
家
が
ら
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

皇
室
の
ご
存
在
が
私
た
ち
日
本
人
に
と
つ
て
大
き
な
支
え
で
あ
る
こ
と

も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
中
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
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こ
と
を
気
づ
か
せ
て
頂
き
感
謝
致
し
ま
す
。
皆
様
が
真
摯
に
学
ば
れ
て

い
る
お
姿
に
も
大
切
な
も
の
を
学
び
ま
し
た
。

通
ひ
来
て
「よ
り
善
く
生
き
む
」
と
学
び
た
る
こ
の
日
生
か
し
て
日
々
を

過
ご
さ
む

亡
き
母
の
思
ひ
出
と
共
に
合
宿
教
室
に
参
加
し
て

（折
尾
愛
真
短
期
大
学
　
松
田
　
隆
）

今
年
の
合
宿
教
室
は
福
岡
県
篠
栗
町
の
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
は
れ
、
福
岡
県
の
教
員
の
一
員
と
し
て
働
い
て
ゐ
る
私
と
し
て
は
、

数
年
振
り
に
当
地
を
訪
れ
、
懐
か
し
い
思
ひ
で
合
宿
教
室
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
篠
栗
町
は
今
は
亡
き
実
母
と
妻
、
そ
し
て
そ
の
義
母
と
私
の
四

人
で
今
か
ら
七
年
以
上
前
に
二
、
三
度
訪
れ
て
を
り
、
私
に
と
つ
て
は

特
に
思
ひ
出
の
深
い
地
で
あ
る
が
故
に
、
正
直
に
言
つ
て
今
回
の
合
宿

教
室
で
は
そ
の
こ
と
か
ら
心
が
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
宿
教
室
の
講
義
を
聴
く
内
に

「歴
史
」
の
意
義
、

「歴
史
」
の
大
切
さ
が
今

一
度
再
確
認
で
き
た
や
う
な
感
じ
が
し
て
ゐ

ま
す
。
来
年
度
の
合
宿
は
東
西
が
統

一
さ
れ
て
開
催
さ
れ
、
ま
た
そ
の
合
宿

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
祈
つ
て
を
り
ま
す
。

短
歌
散
策
地
の
繹
迦
涅
槃
像
を
訪
ね
て

亡
き
母
の
供
養
と
な
り
し
か
こ
の
度
の
短
歌
の
散
策
有
り
が
た
き
か
な

カ

メ

ラ

・
レ
ポ

ー

ト

６

響

短歌創作導入講義。税理士法人あおぞら 北村公一氏は、本会の廣瀬誠氏の癌闘病
詠草集『坂の沼琴』に苦しい闘病生活の様子を偲び、短歌は手慰みでなく、自らの

心を見つめるところから詠まれる。自分の心を見つめ、それにふさはしい正確で適

切な言葉を探すことが,いを磨く、と説かれた。
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歴
史
と
い
ふ
記
憶
を
辿
る
こ
と
に
努
め
た
い

（福
岡
県
立
鞍
手
高
等
学
校
教
諭
　
日
比
生
哲
也
）

廣
木
寧
先
生
の

「記
憶
が
あ
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
」
と
の
言
葉
が

胸
に
残
り
ま
す
。
イ
シ
グ

ロ
カ
ズ
オ
氏
が

「不
意
に
こ
れ
ま
で
に
な
い

差
し
迫

っ
た
思
い
に
と
り
つ
か
れ
」
て
執
筆
し
た
時
の
心
情
、
ま
た

「現

代
に
お
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
国
家
や
民
族
」
が

「忘
却
の
霧
に
覆
わ

れ
」
て
ゐ
る
と
い
ふ
指
摘
な
ど
、
我
々
の
置
か
れ
て
ゐ
る
状
況
が
浮
か

び
上
が

つ
て
く
る
思
ひ
が
致

ろし
は
し
た
。
ま
た

「蘭
学
事
始
再
版
の
序
」

で
、
当
時
の
福
沢
諭
吉
が

「櫓
舵
な
き
船
の
大
海
」
で
生
き
た
先
人
の

苦
心
を
察
す
る
姿
勢
に
学
び
、
歴
史
と
い
ふ
記
憶
を
辿
る
こ
と
に
努
め

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

典
島
誠
央
先
生
の
講
義
を
聴
き
て

日
に
灼
け
し
面
輪
朗
ら
か
先
輩
は
父
君
の
こ
と
語
り
始
め
ぬ

日
の
本
に
帰
り
て
生
き
よ
と
ふ
上
官
の
命
令
な
く
ば
我
が
生
あ
ら
ず
と

歴
史
を
見
る
目
を
養

い
た
い

（天
本
和
馬
）

短
い
日
程
に
か
か
わ
ら
ず
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
た
。
合
宿
テ
ー

マ
「人
は
後
ろ
向
き
に
未
来

へ
入
っ
て
行
く
」
を
念
頭
に
取
り
組
ん
だ
。

導
入
講
義
の
興
島
誠
央
先
生
の
「歴
史
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
」
で
は
父

君
の
記
憶
を
胸
に
新
人
教
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
氏
の
歴
史
を
感
じ

た
。
廣
木
寧
先
生
の
講
義
で
は
カ
ズ
オ
イ
シ
グ

ロ
、
福
澤
諭
吉
、
勝
海

舟
の
中
に
あ
る
記
憶
を
思
い
出
す
こ
と
で
現
在
の
自
分
の
生
き
方
を
定

め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。　
一
方
で
経
験
し
て
い
な
い
歴
史
を
後

解
釈
で
理
解
す
る
こ
と
の
危
う
さ
に
も
気
付
か
さ
れ
た
。
諭
吉
、
海
舟

も
そ
れ
ぞ
れ
過
去
を
振
り
返
っ
て
互
い
を
批
判
し
て
い
る
が
そ
れ
ら
の

事
実
の
立
脚
点
は
大
き
く
異
な

つ
て
い
る
。
経
験
し
て
い
な
い
歴
史
は

如
何
様
に
も
再
構
成
で
き
る
が
、　
一
方
で
経
験
し
た
歴
史
事
実
で
あ
つ

て
も
再
構
成
の
や
り
方
に
よ
つ
て
は
異
な
つ
た
解
釈
が
可
能
に
な
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
こ
で
歴
史
を
見
る
目
を
養
う
こ
と
、

歴
史
と
謙
虚
に
向
き
合
い
、
耳
を
澄
ま
す
今
の
自
分
の
姿
勢
が
何
よ
り

大
切
と
思
う
。

お
ぼ
ろ
げ
に
学
び
し
歴
史
も
そ
の
折
の
人
の
言
葉
に
触
れ
る
う
れ
し
さ

先
人
の
言
葉
に
根
気
よ
く
接
し
て
ゆ
き
た
い

（熊
本
大
学
非
常
勤
講
師
　
白
濱
　
裕
）

先
づ
は
廣
木
寧
委
員
長
、
古
川
広
治
指
揮
班
長
は
じ
め
運
営
に
当
た

っ
た
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。
猛
暑
下
、
施
設
利
用
の
面
で
は
幾

つ
か
の

不
自
由
を
感
じ
た
が
内
容
的
に
は
大
変
充
実
し
た
合
宿
で
あ
っ
た
。
全

て
の
講
義
が

「過
去
」
「記
憶
」
＝

「歴
史
」
と
し
て
向
き
合
ふ
こ
と
の

大
切
さ
を
説
く
こ
と
で

一
貫
し
て
を
り
、
先
人
の
遺
し
た
文
献
に
根
気

強
く
接
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
ふ
。
熊
本
で
は
今
回
参
加
で
き
な
か
つ
た

メ
ン
バ
ー
も
ゐ
た
が
帰
郷
後
、
報
告
会
を
兼
ね
会
合
を
持
ち
た
い
と
思

ふ
。
学
生
勧
誘
の
問
題
は
あ
る
が
先
づ
は
会
員
同
士
の
絆
を
固
く
し
会

員
以
外
の
心
あ
る
社
会
人
に
も
拡
げ
て
ゆ
く
努
力
を
積
み
重
ね
た
い
。
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有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

野
元
政
司
兄

へ　
　
　
　
　
　
と
も

初
め
て
の
参
加
は
如
何
と
案
ぜ
し
も
郷
友
と
語
ら
ふ
姿
頼
も
し

故
郷
に
帰
り
て
後
も
怠
ら
ず
学
び
の
道
に
共
に
励
ま
む

我
が
国
の
素
晴
し
さ
を
周
り
に
伝
え
て
い
き
た
い

（吉
田
調
剤
薬
局
　
士
口
田
喜
久
子
）

ど
の
講
師
の
お
話
に
も
自
分
の
勉
強
不
足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
今
後

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
沢
山
頂
い
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

「歴
史
を
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
、
「歴
史
に
学
ぶ
」
日
々
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

現
代
の
日
本
を
思
う
と
、
惨
惰
た
る
状
況
に
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
嘆
い
て
ば
か
り
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
合
宿
で
学
ん
だ
事
を
単
な
る
学
び
、
知
識
に
終
ら
せ
ず
、
自

分
で
出
来
る
事
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
や

っ
て
い
か
な
く
て
は
、
と
気
を
引

き
締
め
、
子
供
、
孫
達
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
達

へ
、
我
国
の
素
晴
ら

し
い
伝
統
文
化
、
歴
史
を
伝
え
て
い
く
努
力
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

お
互
ひ
に
意
見
を
交
は
し
学
び
合
ふ
班
別
研
修
胸
に
焼
き
つ
く

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

７

と南蔵院 (左)を見学する参カロ者。レクレーション。伊藤伝右衛門邸内 (右 )
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自
分
を
考
え
直
す
よ
い
機
会
と
な

つ
た（関

西
信
和
会
　
細
谷
真
人
）

非
常
に
学
び
の
多
い
合
宿
だ

っ
た
。
お
誘
い
頂
い
た
北
村
公

一
さ
ん

を
始
め
、
関
西
信
和
会
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。

今
年
六
月
末
に
二
十
四
年
間
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
今
後
、　
コ
ー

チ
と
し
て
の
独
立
開
業
を
考
え
て
い
る
今
の
自
分
に
と
つ
て
、
〈
ス
ロ
宿

は
、
自
分
と
は
何
者
で
あ
る
か
―
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー
を
考
え
直
す

よ
い
機
会
と
な

つ
た
。
今
合
宿
の
テ
ー
マ

「現
代
を
よ
り
善
く
生
き
る

た
め
に
」
は
、
正
に
コ
ー
チ
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
共
に
探
索
す
べ
き
普

遍
的
な
課
題
で
あ
る
。

合
宿
を
終
え
た
今
、
「自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
家
族
に
伝
え
る

こ
と
」
と

「明
治
天
皇
の
御
製
を
味
わ
う
こ
と
」
の
二
点
に
、
楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

合
宿
を
や
り
終

へ
安
堵
の
ひ
と
と
き
に
自
ら
に
課
す
テ
ー
マ
楽
し
き

日
本
の
国
が
ら
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た（福

正
会
　
中
島
保
博
）

私
は
、
初
め
て
の
合
宿
に
二
つ
の
テ
ー
マ
を
持

っ
て
臨
み
ま
し
た
。

一
つ
は
よ
く
聴
く
こ
と

（情
報
入
手
）、
も
う

一
つ
は
活
学

（仕
事
に
活

か
す
こ
と
）
で
す
。

吉
田
松
陰
に
関
す
る
講
義
で
は
、
私
が
探
し
て
い
た
活
学
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
い
つ
も
過
去
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
」
で

は
、
カ
ズ
オ

・
イ
シ
グ

ロ
が
大
和
魂
に
よ
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
再
生
に
貢

献
し
た
と
感
じ
ま
し
た
。

短
歌
創
作
や
歴
代
天
皇
の
御
製
に
関
す
る
講
義
な
ど
に
よ
り
、
日
本

の
国
が
ら
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
短
歌
創
作

は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
日
本
の
国
が
ら
を
学
ぶ
た
め
に
も
、
先

ず
、
明
治
天
皇
の
御
製
を
勉
強
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

合
宿
で
皆
と
学
ん
だ
よ
き
短
歌
こ
れ
か
ら
励
ま
む
国
が
ら
づ
く
り

楽
し
い
合
宿
だ

っ
た

（み
ど
リ
ケ
丘
保
育
園
　
西
山
人
郎
）

班
別
討
論
に
お
い
て
活
発
な
議
論
が
で
き
、
久
し
ぶ
り
に
学
生
時
代

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
や
講
義
に
関
す
る

語
ら
い
な
ど
、
班
の
人
た
ち
と
も
ゆ
つ
く
り
と
過
ご
す
時
間
が
持
て
た

こ
と
が
有
難
く
、
楽
し
い
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

合
宿
の
運
営
委
員
長
、
指
揮
班
、
事
務
局
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
準
備
や
連
絡
調
整
な
ど
、
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と

で
し
よ
う
。
ゆ
つ
く
り
と
身
体
を
休
め
て
下
さ
い
。

合
宿
を
終
へ
る
に
当
た
つ
て

過
ご
し
こ
し
時
振
り
返
り
打
ち
と
け
て
語
り
し
こ
と
の
よ
み
が
へ
り
く
る

そ
れ
ぞ
れ
に
さ
か
り
ゆ
く
と
も
学
び
た
る
こ
と
を
留
め
て
深
め
合
は
な
む

を
ち
こ
ち
に
住
ま
ひ
す
れ
ど
も
あ
け
く
れ
の
便
り
交
し
て
励
み
ゆ
か
な
む
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子
規
と
芭
蕉

の
志
の

一
端
な
り
と
も
受
け
継
ぎ
た
い

公
死
熊
本
市
役
所
　
折
田
豊
生
）

子
規
は
、
ま
さ
し
く
、
芭
蕉
の
再
来
と
言

つ
て
よ
か
つ
た
。
両
人
と

も
、
俗
世
を
肯
定
し
な
が
ら
、
人
と
し
て
の
理
想
の
生
き
方
を
追
求
し

た
点
に
感
銘
を
受
け
る
。
二
人
は
天
才
で
も
何
で
も
な
い
。
死
の
直
前

ま
で
そ
の
道
の
探
求
に
敢
然
と
従
事
し
た
そ
の
志
の
高
さ
を
こ
そ
、
第

一
番
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
悲
し
い
ば
か
り
の
使
命
は
、

ほ
か
で
も
な
い
、
全
て
己
自
身
が
突
き
付
け
た
も
の
だ
つ
た
。
自
分
自

身
の
課
題
を
省
み
、
両
人
の
志
の
一
端
な
り
と
も
受
け
継
い
で
行
き
た

い
と
思
ふ
。

こ
の
道
に
た
ふ
れ
し
人
の
み
こ
こ
ろ
に
幾
度
泣
き
て
幾
月
ゃ
経
ぬ

う
つ
し
世
の
人
の
ま
ご
こ
ろ
そ
が
中
に
風
雅
の
道
は
あ
り
と
こ
そ
知
れ

開
け
ゆ
く
道
あ
れ
秋
の
と
も
学
び

蘭
学
事
始
を
是
非
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し
た

今
九

マ
ツ
ダ
（株
）
久
々
宮
　
立こ

講
義
を
担
当
さ
れ
た
皆
様
、
合
宿
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
に
続
い
て
こ
の
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
講
義
や
班
別
討
論
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

一
端
を
の
ベ

感
想
と
致
し
ま
す
。
廣
木
寧
先
生
が
講
義
で
紹
介
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
の

文
章
、
と
り
わ
け

「蘭
学
事
始
再
版
の
序
」
に
ま
つ
わ
る
話
は
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。
高
齢
と
な
っ
た
杉
田
玄
白
が
蘭
学
草
創
期
の
オ
ラ
ン

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

８

古典講義。国民文化研究会参与 折田豊生氏は、共に高い理想を抱き、無欲で権威
に盲従せず、絶命の間際まで道を追求した芭蕉と子規を偲び、今日の情意が枯渇し

た時代に、風雅の道に生きる意味とは何かを問はねばならない。
「文化の戦士」た

れ、と呼び掛けられた。
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ダ
の
医
学
書
翻
訳
の
悪
戦
苦
闘
の
苦
心
談
を
自
ら
の
記
憶
す
る
史
実
と

し
て

「蘭
学
事
始
」
を
書
き
残
し
た
。
諭
吉
は
こ
の
再
版
の
序
文
で

「先

人
の
苦
心
を
察
し
、
そ
の
剛
勇
に
驚
き
、
其
の
誠
意
誠
心
に
感
じ
、
感

極
ま
り
て
泣
か
ざ
る
は
な
し
。
」
と
書
き
遺
し
た
。
廣
木
先
生
は
こ
の
こ

と
を
記
憶
が
生
き
続
け
、
そ
の
記
憶
と
い
う
過
去
に
励
ま
さ
れ
た
の
だ

と
語
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
蘭
学
事
始
を
是
非
読
ん
で
み
た
く

な
り
ま
し
た
。

友
の
講
義
を
聞
き
て

こ
れ
ま
で
に
温
め
し
こ
と
口
早
に
語
り
給
へ
り
思
ひ
あ
ふ
れ
て

言
葉
遣

い
に
も

「人
が
ら
」
が
出
て
い
る

（華
泉
書
道
会
　
坂
本
和
代
）

合
宿
導
入
講
義
、
興
島
誠
央
先
生
の
初
任
の
頃
の
生
徒
か
ら
受
け
た

質
問
、
「先
生
、
こ
ん
な
音
の
こ
と
勉
強
し
て
何
の
役
に
立
つ
ん
？
」
を

聞
い
て
、
思
い
出
し
ま
し
た
。
書
を
教
え
て
何
年
か
た

っ
た
頃
、
生
徒

か
ら

「先
生
、
ど
う
し
て
学
校
に
行
か
な
い
か
ん
と
？
」
「先
生
、
ど
う

し
て
話
す
言
葉
が
字
に
な
る
と
？
」
「先
生
、
神
様

っ
て
い
る
と
？
」
「う

む
！

・
・
。
」
と
言
い
な
が
ら
答
え
は
し
ま
し
た
が
、
今
な
ら
少
し
は

ま
し
な
答
え
が
で
き
た
ん
じ
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
対
す
る

言
葉
遣
い
に
も

「人
が
ら
」
が
出
て
い
る
の
を
気
付
か
な
か
つ
た
こ
と

を
反
省
し
て
い
ま
す
。
言
葉
は
情
に
繋
が
り
、
心
を
磨
く
こ
と
に
通
じ

る
ん
で
す
ね
。
　
　
　
や
ど

六
十
路
す
ぎ
学
び
の
合
宿
の
楽
し
み
は
歴
史
に
和
歌
に
班
別
研
修

古
典
や
和
歌
の
勉
強
を
深
め
て
い
き
た
い

（上
天
草
総
合
病
院
　
福
田
　
誠
）

二
泊
三
日
と
短
い
合
宿
で
し
た
が
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
合
宿

運
営
に
携
は
れ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
導
入
講
義
、
短
歌
創

作
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
、
古
典
講
義
、
短
歌
相
互
批
評
、
天
皇
を
中
心
と

し
た
日
本
の
国
が
ら
の
話
、
と
流
れ
よ
く
内
容
が
深
ま
っ
た
と
思
ひ
ま

す
。
今
後
も
、
古
典
や
和
歌
の
勉
強
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
ひ
ま
し

た
。社
会
人
参
加
の
時
間
帯
が
比
較
的
自
由
度
が
高
い
こ
と
は
参
加
し
や

す
く
有
難
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
参
加
学
生
の
減
少
は
今
後
の
重
要
な
課

題
と
思
ひ
ま
す
。

酷
暑
の
中
の
開
催
で
空
調
の
無
い
時
間
帯
の
宿
泊
室
は
、
正
直
厳
し

い
も
の
で
し
た
。

湯
上
り
て
件
み
を
れ
ば
部
屋
内
の
暑
さ
に
汗
の
再
び
噴
き
出
る

風
も
な
き
タ
ベ
の
部
屋
に
班
友
ら
と
汗
拭
ひ
つ
つ
語
り
し
学
舎

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
見
つ
か

つ
た

（福
岡
県
立
博
多
青
松
高
等
学
校
教
諭
　
藤
　
寛
明
）
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講
師
の
方
々
の
講
義
に
耳
を
傾
け
、
先
人
の
文
章
に
迫
り
、
班
別
で

討
論
し
、
短
歌
を
創
作
す
る
と
い
ふ
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
久
し
ぶ
り
に
精
神
が
緊
張
し
、
快
い
疲
労
を
感
じ
て
ゐ
る
。

今
後
、
い
く
つ
か
の
課
題
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｈ

「蘭

学
事
始
」
を
読
む
こ
と
。
国

「清
我
慢
の
説
」
を
精
読
し
、
江
一月
無
血

開
城
に
つ
い
て
徳
富
蘇
峰
の
説
で
理
解
し
て
ゐ
た
こ
と
を
、
資
料
に
自

ら
当
た
っ
て
再
考
し
て
み
る
こ
と
。
口
俳
句
に
つ
い
て
、
各
々
の
句
の

意
味
が
よ
く
判
ら
ず
、
ま
た
芭
蕉
の
文
章
が
殆
ど
読
め
な
か
っ
た
の
で
、

古
文
と
俳
句
の
勉
強
を
始
め
る
こ
と
。
以
上
三
点
を
書
き
留
め
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
忘
備
録
と
す
る
。

思
ふ
こ
と
思
ふ
が
ま
ま
に
語
ら
へ
る
友
と
会
す
は
有
難
き
か
な

今
年
も
合
宿
に
参
加
で
き
て
よ
か
つ
た

公
九
福
岡
県
立
直
方
高
等
学
校
教
諭
　
小
野
吉
宣
）

初
日
の
夜
、
典
島
誠
央
君
が
登
壇
し

「私
達
は
過
去
を
見
る
時
、
現

在
の
意
識
か
ら
な
か
な
か
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と

が
主
テ
ー

マ
と
な
っ
て
流
れ
出
し
、
翌
日
、
廣
木
寧
君
が
忘
却
の
霧
を

打
ち
払
ひ
、
過
去
を
知
る
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
、
正
し
く
感
動
を
も
つ

て
歴
史
を
と
ら

へ
る
力
と
弾
み
を
与

へ
て
く
れ
た
。
折
田
豊
生
君
が
改

革
者
の
使
命
と
し
て
子
規
、
芭
蕉
に
ふ
れ
、
詳
し
く
資
料
で
、
風
雅
の

道
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
踏
む
指
標
が
示
さ
れ
た
。
山
口
秀
範
君
の
講
義

の
あ
と
、
班
に
戻
り
今
上
陛
下
昭
和
天
皇
の
歌
を
拝
誦
し
た
。
陛
下
方

が
国
民
に
寄
せ
ら
れ
る
お
気
持
ち
が
し
の
ば
れ
、
涙
が
出
て
仕
方
が
な

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
９

創作短歌全体批評。IBJL東芝リース(株)月 柳ヽ志乃夫氏は、短歌の相互批評は、
作者の気持ちを憶念し、皆で協力してその心に沿った表現を求める作業であり、心

と言葉が一致した時に沸いてくる喜びを是非とも体験して欲しい、と示された。

‐41‐



か
っ
た
。
有
難
い
天
皇
様
を
戴
く
国
民
の
仕
合
せ
を
し
み
じ
み
感
ず
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
年
も
合
宿
に
参
加
で
き
て
よ
か
つ
た
と
感
謝
し
て

ゐ
ま
す
。古
川
広
治
君
の
ひ
た
む
き
さ
に

バ
ス
の
中
古
川
君
は
く
り
返
し

「短
歌
つ
く
れ
」
と
う
ま
ず
言
ひ
け
り

小
柳
志
乃
夫
君
登
壇
の
折
に

前
の
夜
は
す
べ
て
の
短
歌
に
目
を
通
し
作
者
の
心
に
せ
ま
り
給

へ
り

詠
ま
れ
た
る
友
の
短
歌
を
正
確
に
添
削
し
け
り
心
を
込
め
て

朝
の
集
ひ
に

日
の
丸
を
掲
揚
す
れ
ば
吹
き
わ
た
る
風
は
涼
し
も
秋
も
近
づ
く

御
製
に
触
れ
て
い
き
た
い（飯

塚
市
立
頴
田
中
学
校
教
諭
　
大
津
健
志
）

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
心
に
残
っ
た
こ
と
が
三

つ
あ
り
ま
す
。　
一
つ
目
は
、
班
の
先
輩
方
に
温
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら

っ
た
こ
と
で
す
。
す
ん
な
り
と
班
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
班
別
研
修
で
も
判
ら
な
い
所
を
丁
寧
に
話
し
合
え
る
な
ど
、
大

き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
一
一
つ
目
は
、
山
口
秀
範
先
生
の
講
義
で

「人

が
ら

ｏ
家
が
ら

ｏ
国
が
ら
」
が
つ
な
が
つ
た
こ
と
で
す
。
「人
が
ら
」
や

「家
が
ら
」
は
身
近
で
わ
か
り
ま
す
が
、
「国
が
ら
」
は
明
確
に
な

つ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
中
国
や
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
な
が
ら
、
水

戸
藩
を
中
心
に
講
義
し
て
頂
き
、
と
て
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
三
つ

日
は
短
歌
を
作
り
、
歴
代
天
皇
の
御
製
を
皆
で
詠
め
た
こ
と
で
す
。
自

分
の
心
を
正
確
に
表
せ
る
よ
う
に
苦
心
し
、
表
現
す
る
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
歴
代
天
皇
の
御
製
か
ら
そ
の
当
時
の
日
本
の
状
況
や
大

御
心
に
触
れ
ら
れ
た
が
、
本
当
に
良
か
つ
た
で
す
。
今
後
は

「国
が
ら
」

の
理
解
を
深
め
、
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
御
製
に
触
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
安
げ
に
部
屋
に
入
れ
ば
懐
か
し
き
先
生
方
の
学
ば
れ
て
を
り

顔
見
れ
ば
気
持
ち
な
ご
む
も
真
剣
な
雰
囲
気
伝
は
り
心
を
正
す

有
意
義
な
内
容
に
感
動

（元
小
学
校
教
諭
　
野
元
政
司
）

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
内
容
に
と

て
も
感
動
し
て
い
ま
す
。
短
歌
創
作
で
は
レ
ク
チ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、

班
ご
と
の
批
評
の
場
も
あ
っ
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
講
義
は
ど
れ

も
内
容
が
深
く
日
頃
の
研
究
の

一
端
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
の
班
別
研
修
は
活
発
な
意
見
や
感
想
が
出
さ
れ
、

さ
ら
に
深
く
学
が
き
つ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
運
営
に
携
わ
れ
た
皆
様
、

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遺
さ
れ
し
松
陰
先
生
の
文
章
を
共
に
学
び
て
絆
深
ま
る
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い
く

つ
か
気
づ
い
た
点
を

（原
土
井
病
院
　
小
柳
左
門
）

短
期
間
の
合
宿
で
、
し
か
も
参
加
者
は
少
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
合
宿

の
準
備
、
運
営
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
以
下
い
く
つ
か
気
づ
い
た
点
を
記
し
ま
す
。

一
、
山
口
秀
範
さ
ん
の
御
講
義
で
よ
う
や
く
御
製
が
紹
介
さ
れ
て
安
堵

し
ま
し
た
が
、
朝
の
集
ひ
の
折
に

一
首
で
も
声
を
そ
ろ

へ
て
拝
誦
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

一
、
フ
リ
ー
と
い
ふ
立
場
で
し
た
の
で
、
全
て
の
班
で
班
別
研
修
を
体

験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
印
象
に
残

っ
た
の
は
第
二
班
で
、
溌
刺
と
し

た
会
話
で
進
み
、
思
ふ
こ
と
思
ふ
が
ま
ま
に
云
ひ
て
み
む
、
と
い
ふ
感

じ
で
し
た
。
皆
の
人
柄
に
も
よ
り
ま
す
が
、
男
女
混
合
も
、
心
を
和
す

る
に
よ
か
っ
た
の
で
は
と
思
ひ
ま
す
。

一
、
小
野
吉
宣
さ
ん
の
御
講
話
は
、
そ
の
熱
意
と
真
心
に
大
変
感
動
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
な
く
に

報
恩
の
心
あ
ふ
る
る
韓
国
の
人
の
心
に
胸
打
た
れ
け
り

一
、
会
場
は
、
空
調
の
時
間
な
ど
制
約
多
く
、
少
々
経
費
は
か
か
っ
て

も
快
適
で
自
由
に
語
る
こ
と
の
で
き
る
会
場
を
望
み
ま
す
。

山
口
秀
範
さ
ん
の
御
講
義

日
の
本
の
国
柄
守
り
生
く
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
語
り
や
ま
ぬ
友
か
な

力
強
き
友
の
言
葉
は
胸
を
う
ち
お
の
づ
涙
の
流
れ
く
る
な
り

国
民
を
守
り
ゆ
か
む
と
た
だ
ひ
た
に
わ
が
大
君
は
心
尽
く
さ
る

慈
し
み
深
き
御
心
し
た
ひ
つ
つ
こ
た
へ
て
和
す
る
民
の
心
は

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐０

珈
文

講義。(株)寺子屋モデル代表 山口秀範氏は、我が国の「国がら」は『 日本書記』
の「天壌無窮の神勅」と「神武天皇の建国の詔」に示されてをり、そのご精神は歴

代天皇方に連綿と受け継がれてゐる。御歴代の御製に触れてそれを確認して欲し

い、と訴へられた。

ｉ
■

ｉ
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君
と
民
の
ひ
と
つ
心
に
国
が
ら
を
守
り
ゆ
き
な
む
世
は
下
つ
と
も

こ
の
機
縁
を
何
ら
か
生
か
し
て
い
け
れ
ば

（Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス
（株
）
小
柳
志
乃
夫
）

閉
会
の
挨
拶
は
準
備
不
足
の
ま
ま
で
、
取
り
止
め
の
な
い
話
に
な
り
、

申
し
訳
な
く
思
ひ
ま
す
。

全
体
感
想
発
表
が
な
く
、
参
加
者
の
反
応
が
ま
だ
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
機
縁
を
何
ら
か
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
ひ
ま
す
。

東
京
の
方
で
努
め
た
く
思
ひ
ま
す
。

小
野
吉
宣
先
輩
の
お
話
を
聞
き
て

久
し
振
り
に
聞
く
先
輩
の
お
話
に
喝
を
入
れ
ら
る
心
地
す
る
か
な

お
ほ
ら
か
に
若
き
友
ら
に
語
り
ま
す
姿
昔
に
変
り
た
ま
は
ず

「歴
史
に
学
ぶ
」
楽
し
さ
に
つ
い
て
考

へ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た

食
株
）ラ
ッ
ク
　
高
橋
俊
太
郎
）

本
合
宿
の
副
題
は

「現
代
を
よ
り
善
く
生
き
る
た
め
に
～
人
は
後
ろ

向
き
に
未
来
に
入
っ
て
ゆ
く
～
」
と
い
ふ
も
の
で
、
最
初
は

「後
ろ
向

き
に
」
と
い
ふ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
つ
言
葉
が
腑
に
落
ち
て
ゐ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
合
宿
導
入
講
義
で
の
「歴
史
を
学
ぶ
」
で
は
な
く

「歴

史
に
学
ぶ
」
と
い
ふ
お
話
や
廣
木
寧
先
生
の

「過
去
を
語
る
喜
び
、
使

命
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
伺
ふ
中
で
、腑
に
落
ち
た
や
う
に
思
ひ
ま
す
。

廣
木
先
生
の
お
話
の
最
後
に
あ
り
ま
し
た
が

「記
憶
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ

る
の
か
に
つ
い
て
語
っ
た
の
で
は
な
く
、
過
去
を
語
る
喜
び
に
つ
い
て

語
っ
た
」
と
い
ふ
点
が
、
あ
ら
た
め
て
歴
史
に
学
ぶ
楽
し
さ
に
つ
い
て

考

へ
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
ひ
ま
す
。

ま
た
、
折
田
豊
生
先
生
の
ご
講
義
の
中
で
の

「俗
中
の
風
雅
」
「風
雅

の
誠
の
探
究
」
と
い
ふ
点
が
、
歴
史
を
学
ぶ
楽
し
さ
と
は
観
点
が
す
こ

し
違
ひ
ま
す
が
、
四
季
の
移
り
変
り
を
味
は
ふ
と
い
ふ
点
で
近
し
い
も

の
を
撼
じ
ま
し
た
。

古

の
記
憶
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
気
づ
き
な
ほ
し
て
ま
た
学
ば
ん
と
す

あ
り
し
日
の
大
日
方
学
先
輩
の
お
姿
が
心
に
浮
か
ん
だ

（朝
倉
公
共
職
業
安
定
所
　
古
川
広
治
）

「歌
稿
」
の
中
に
吉
村
浩
之
先
輩
の
大
日
方
学
先
輩
の
こ
と
を
偲
ば

れ
た
御
歌
が
あ
っ
た
。
吉
村
先
輩
が
大
日
方
先
輩
の
御
霊
に
唯
々
祈
ら

れ
る
お
姿
が
心
に
浮
か
ぶ
と
共
に
、
大
日
方
先
輩
の
あ
り
し
日
の
お
姿

が
心
に
浮
か
ん
で
き
た
。
誠
実
に
指
揮
班
長
の
仕
事
に
取
り
組
む
大
日

方
先
輩
の
お
姿
で
あ
る
。
心
が
正
さ
れ
る
思
ひ
に
な

つ
た
。
そ
し
て
、

残
り
の
日
程
に
取
り
組
む
力
と
な

つ
た
。

大
叩
ん方祥
洗
輩
を
思
ふ

幾
度
も
指
揮
班
長
つ
と
め
し
先
輩
の
み
声
み
姿
よ
み
が

へ
り
く
る
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音
声
録
音
、
写
真
記
録
、
集
合
写
真
を
問
題
な
く
終
了
で
き
た

（医
療
法
人
豊
司
会

新
門
司
病
院
　
森
田
仁
士
）

今
回
は
指
揮
班
付
き
で
、
音
声
録
音
と
写
真
記
録
及
び
全
員
集
合
写

真
の
撮
影
と
印
刷
ま
で

（自
分
の
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
を
合
宿
地

へ
持
参
し
て
印
刷
２
Ｌ
版

６０
枚
を
実
施
）
を
担
当
し
た
。
古
川
広
治
指

揮
班
長
の
お
手
伝
ひ
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
前
記
３
点
は
ほ
ぼ
問
題
な

く
終
了
で
き
た

今
回
講
義
室
に
使
用
し
た
室
は
、
音
響
設
備
が
劣
悪
で
あ
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
マ
イ
ク
無
し
の
生
の
声
の
状
態
で
あ
り
、
講
師
等
の
登
壇
者
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

小
野
吉
宣
先
輩
の
御
講
話
を
お
聴
き
し
て
　
　
　
と
も

若
き
ら
に
元
気
与
へ
む
と
ふ
る
ひ
た
ち
語
り
か
け
ゆ
く
先
輩
あ
り
が
た

し

自
己

へ
の
具
体
的
肯
定
的
感
情
を
恵
ま
れ
る
こ
と

（元

（株
）ア
ル
バ
ツ
ク
　
北
濱
　
道
）

歴
史
上
の
人
物
の
力

一
杯
生
き
た
跡
を
、
遺
さ
れ
た
言
葉
に
具
体
的

に
偲
ぶ
、
或
は
短
歌
創
作
で
自
分
の
心
を
見
つ
め
、
そ
れ
を
な
る
べ
く

正
直
に
言
葉
に
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
ふ
苦
闘
の
中
で
、
私
達
は
如
何

に
自
己

へ
の
具
体
的
肯
定
的
感
情
を
恵
ま
れ
る
こ
と
か
。
今
合
宿
で
、

講
師
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
話
を
さ
れ
る
の
を
伺
ひ
、

改
め
て
さ
う
思
っ
た
。
我
が
国
の
歴
史
の
反
省
謝
罪
を
好
ん
で
す
る
人

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐１

顧百震炉靡 層ぽ牙稔曖 、縦 帷 盤 tT驚か 鱗靱
強制労働説が流布してゐるが、外務省の適切な対応を願つてゐる、と述べられた。
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は
、
こ
の
感
情
を
持
て
な
い
の
だ
と
思
ふ
。
先
づ
自
ら
こ
れ
を
行
ひ
、

身
近
な
人
も
誘

っ
て
学
ん
で
い
き
た
い
。

指
揮
班
と
し
て
の
作
業
に
て

重
き
椅
子
三
つ
ほ
ど
片
の
肩
に
載
せ
前
走
り
ゆ
く
岡
部
君
か
な

ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
見
紛
ふ
ば
か
り
の
体
に
て
顔
色
変

へ
ず
働
く
君
は

表
面
的
に
し
か
考
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
か
つ
た

（Ｈ
ｕ
ｂ
ａ
八
株
）
岡
部
智
哉
）

「お
く
の
ほ
そ
道
」
の

「心
の
色
う
る
は
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
外
に
言

葉
を
巧
む
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
常
に
誠
を
つ
と
め
ざ
る
心
の
俗
な
り
」

は
多
分
に
厳
し
く
、
耳
の
痛
い
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。
芭
蕉
は

「思
ふ

心
の
色
、
物
と
成
り
て
句
姿
定
ま
る
も
の
な
れ
ば
、
取
る
物
自
然
に
し

て
子
細
な
し
」
と
、
風
雅
に
い
る
者
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
近

づ
く
に
は
、
知
識
を
句
や
歌
、
文
章
を
読
む
こ
と
に
よ
つ
て
培
う
こ
と

は
無
論
、
詠
む
と
い
う
実
践
行
為
に
よ
つ
て
身
に
定
着
さ
せ
、
「外
に
言

葉
を
巧
む
」
邪
念
を
削
い
で
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
あ
る

一
つ
の
小
さ
な
分
野
に
人
生
や
命
を
懸
け
た
人
間
が
い
た

と
い
う
事
実
は
、
上
記
の
よ
う
に
句
や
歌
を
自
然
に
詠
む
自
分
な
り
の

方
法
論
を
書
い
て
み
た
と
こ
ろ
で
、途
端
に
突
き
放
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

合
宿
教
室
を
通
し
て
実
に
自
分
が
表
面
的
な
部
分
で
し
か
見
る
こ
と
が
、

考
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

カ

メ

ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐２

閉会丸 小柳志乃夫国文研副理事長 (右)は、「これからも皆さんと共に精進して
行きたい」と挨拶された。福岡大学経済学部三年西田忠正君 (左)が閉会を宣言し
た。
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合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

″
短
歌
詠
草
〃

―

し
き
し
ま
の
み
ち
―



短
歌
創
作
に
つ
い
て

こ
の
合
宿
教
室
で
は
、
例
年
、
主
催
者
を
含
め
て
参
加
者
の
全
員
が
、
短
歌
を
作
る
こ
と
に
し
て
を
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
合
宿
教
室
の
大
き
な

研
修
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
今
回
も
多
く
の
短
歌
が
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

短
歌
は
、
現
代
に
お
い
て
は
、
人
々
の
日
常
生
活
に
は
馴
染
み
の
薄
い
も
の
と
な
り
、
文
学
的
趣
味
の
一
つ
と
し
て
し
か
受
け
容
れ
ら
れ
な
く
な

つ

て
を
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
合
宿
教
室
に
初
め
て
参
加
す
る
学
生
青
年
諸
君
に
と
つ
て
、
短
歌
創
作
は
大
き
な
戸
惑
ひ
で
あ
り
、
か
な
り
の
負
担
で

さ

へ
あ
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
合
宿
日
程
を
追
ふ
に
つ
れ
、
自
ら
の
心
の
動
き
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の
む
づ
か
し
さ
、
ま
ご
こ
ろ
の
籠

っ

た
言
葉
の
奥
深
い
味
は
ひ
を
多
少
な
り
と
も
体
験
し
て
行
く
中
で
、
次
第
に
、
そ
の
意
味
が
把
握
さ
れ
て
行
っ
た
様
に
思
は
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
人
は
、
千
数
百
年
の
昔
か
ら
、
「万
葉
集
」
に
見
ら
れ
る
や
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
身
分

。
職
業
の
人
々
が
、
学
問
知
識
の
深
浅
、
老
若
男

女
の
相
違
を
越
え
て
、
五
七
五
七
七
の
定
型
の
中
に
、
折
々
の
自
己
の
思
ひ
を
素
直
に
歌
ひ
上
げ
て
き
ま
し
た
。
自
己
の
内
心
を
赤
裸
々
に
短
歌
の
上

に
表
現
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
厳
し
い
内
省
を
伴
ふ
も
の
で
す
。
い
は
ば
短
歌
創
作
の
過
程
で
、
厳
し
い
心
の
鍛
錬
が
行
は
れ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
私

達
の
祖
先
は
、
短
歌
を
詠
む
こ
と
を
人
生
の
修
行
の

一
つ
の
手
段
と
考

へ
て

「し
き
し
ま
の
道
」
と
よ
ん
で
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
、
短
歌
を
詠
み
交

は
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
に
と
つ
て
最
も
大
切
な
心
の
働
き
、
情
意
を
厳
し
く
鍛

へ
合

っ
て
き
た
の
で
す
。
先
祖
の
歌
を
学
ぶ
こ
と
は
、
私
達

一
人

一
人
の
心
の
中
に
先
祖
の
姿
を
蘇
ら
せ
る
作
業
で
あ
り
、
自
分
が
紛
れ
も
な
く
先
祖
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
た
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
発
見
で
あ
り
、

ま
た
自
覚
な
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

現
代
の
教
育
で
は
、
知
識
の
集
積
や
論
理
の
整
合
に
重
き
が
置
か
れ
、
人
間
に
と
つ
て
最
も
根
源
的
な
心
の
問
題
が
な
ほ
ざ
り
に
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

本
合
宿
で
は
、
か
う
し
た
現
代
教
育
の
東
縛
を
自
ら
感
知
し
、
そ
こ
か
ら

一
歩
で
も
抜
け
出
さ
う
と
す
る
営
み
が
、
こ
の
短
歌
創
作
と
そ
の
後
の
参
加

者
同
士
の
相
互
批
評
に
よ
つ
て
集
中
的
に
な
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
心
の
奥
底
に
眠
っ
て
ゐ
る
ま
ご
こ
ろ
を
呼
び
覚
ま
し
、
人
の
ま
ご
こ
ろ
に
敏
感
に
感

じ
る
、
素
朴
に
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
取
り
戻
さ
う
と
す
る
試
み
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
こ
の
貴
重
な
経
験
は
、
参
加
者
全
員
に

と
っ
て
、
忘
れ
が
た
い
印
象
と
し
て
心
の
奥
深
く
刻
み
込
ま
れ
る
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。

-48‐



合
宿
二
日
目
の
午
後
、
国
民
文
化
研
究
会
会
員
の
北
村
公

一
氏

（税
理
士
法
人
あ
お
ぞ
ら
）
に
よ
り
短
歌
創
作
導
入
講
義
が
な
さ
れ
、
短
歌
を
作
る
上

で
の
基
本
的
ル
ー
ル
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
夕
刻
ま
で
に
各
人
が
創
作
し
た
第

一
回
目
の
短
歌
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
い
日
程
の
中

で
生
み
出
さ
れ
た
短
歌
で
は
あ
り
ま
す
が
、
作
者
の
集
中
さ
れ
た
内
心
の
働
き
が
は
し
ば
し
に
表
現
さ
れ
て
を
り
、
作
歌
上
の
巧
拙
を
越
え
て
、
強
く

惹
か
れ
る
も
の
が
籠

っ
て
を
り
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
短
歌
は
、
同
時
に
国
民
文
化
研
究
会
会
員
に
よ
る
選
歌

。
印
刷
の
た
め
の
清
書
作
業
を
通
じ
て
、

翌
日
に
は
歌
稿
と
な
つ
て
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
稿
を
も
と
に
国
民
文
化
研
究
会
会
員
の
小
柳
志
乃
夫
氏

（Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス

（株
と
に
よ
つ
て
、
短
歌
全
体
批
評
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交

へ
た
講
評
の
中
で
作
者
の

一
語

一
語
に
含
ま
れ
る
心
を
偲
ば
れ
、
直
さ
れ
て
ゆ

く
姿
に
、
参
加
者
は
短
歌
批
評
の
あ
り
方
を
自
然
に
感
得
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
班
ご
と
に
班
員
全
員
に
よ
る
相
互
批
評
が
行
は
れ
、
各
自
の
短
歌
の
表
現
を
よ
り
正
確
に
添
削
し
合
ふ
こ
と
を
通
じ
互
ひ
に
友
達
の
心
に

触
れ
合
ふ
こ
と
が
出
来
、
合
宿
生
活
に
お
い
て
、
寝
食
を
共
に
し
、
胸
中
を
披
涯
し
合

っ
て
来
た
友
情
の
結
び
付
き
が
、　
一
段
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

短
歌
創
作
を
通
し
て
展
開
さ
れ
た
、
ま
こ
と
に
稀
な
精
神
生
活
の
体
験
は
、
参
加
者

一
人

一
人
に
、
言
ひ
知
れ
ぬ
喜
び
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
短
歌
の
数
々
は
、
班
員
の
心
を
集
結
し
て
推
敲

。
添
削
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
稚
拙
な
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
短
歌
の
中
か
ら
瑞
々
し
い
貴
重
な
魂
の
輝
き
を
お
読
み
取
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
心
か
ら
祈
念
す
る
次
第
で
す
。
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短
歌
詠
草

（し
き
し
ま
の
み
ち
）
〈層
第
一回
目
の
創
作
作
品

（
喘
御
亜
酬
嗣
仁
績
師
鵠
娃
耕
郡
瞬
ポ

）

第

一
班

広
島
修
道
大
学
　
法
　
四
年
　
田
中
世
卓

朝
よ
り
の
講
義
に
耳
を
傾
け
ん
と
す
れ
ど
も
瞼
の

重
た
く
な
り
ぬ福
岡
大
学
　
経
　
一二
年
　
西
田
忠
正

夏
の
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て

日
頃
よ
り
興
味
を
持
ち
し
邸
宅
を
見
れ
ど
も
暑
さ

の
幸
さ
勝
り
け
り
福
岡
大
学
　
経
　
一
年

笠
原
康
嗣

帽
子
か
ぶ
リ
ス
テ
ッ
プ
降
り
て
砂
利
道
に
バ
ス
の

ひ
ん
や
り
と
別
れ
出
て
行
く

神
奈
川
大
学
　
人
間
科
学
　
一二
年
　
中
尾
創
哉

そ
び
え
た
つ
ビ
ル
に
囲
ま
る
る
横
浜
で
見
慣
れ
し

空
は
狭
き
も
の
か
な

筑
豊
の
広
き
空
の
下
の
び
の
び
と
我
れ
は
友
ら
と

集
ひ
学
び
ぬ

こ
こ
で
得
し
力
と
友
を
糧
に
し
て
我
は
何
処

へ
歩

ま
ん
と
す
る
か福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
平
川
龍
也

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て

リ
ン
ド
ウ
が
主
な
き
家
の
床
の
間
に
い
け
ら
れ
て

あ
り
色
も
し
る
け
く

福
岡
工
業
大
学
　
短
期
　
一
年
　
井
野
口
祐
樹

山
道
を
涼
し
さ
求
め
て
友
と
ゆ
き
流
る
る
滝
の
し

ぶ
き
に
見
ほ
る
る
福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
桃
崎
善
希

昔
の
大
き
な
屋
敷
を
訪
れ
て
懐
古
の
に
ほ
ひ
に
心

落
ち
着
く

税
理
士
法
人
あ
お
ぞ
ら
　
北
村
公

一

短
歌
創
作
導
入
講
義

拙
か
る
我
れ
の
話
を
顔
上
げ
て
聞
き
給
ひ
た
る
友

ら
有
難
し
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て

大
広
間
に
座
り
て
庭
を
眺
む
れ
ば
熱
き
夏
風
吹
き

ぬ
け
に
け
り

南
蔵
院
に
て

涅
槃
像
の
前
の
広
場
で
さ
ま
ざ
ま
の
ポ
ー
ズ
で
友

ら
と
写
し
絵
撮
り
ぬ

灼
か
れ
た
る
石
畳
の
上
に
横
た
は
り
二
の
腕
の
熱

き
に
し
ば
し
耐

へ
た
り

ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
声
の
辺
り
を
よ
く
見
れ
ば
腹

ふ
る
は
せ
て
幹
に
止
ま
れ
り

福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
教
諭
　
血
雀
四誠
央

八
木
山
峠
を
越
え
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

出
か
け
し
折

三
十
年
の
昔
懐
か
し
こ
の
峠
越
え
て
初
任
の
地
に

向
か
ひ
た
り

を
ち
こ
ち
に
桜
花
咲
く
山
道
を
友
と
め
で
つ
つ
越

え
し
か
の
日
よ

高
校
の
教
師
人
生
始
め
ゆ
く
道
に
て
あ
り
し
か
人

木
山
峠
は

第

二
班

熊
本
県
立
熊
本
高
等
学
校
教
諭
　
久
保
田
　
真

典
島
誠
央
先
輩
の
講
義
を
聞
き
て

い
に
し
へ
の
文
読
め
ぬ
読
め
ぬ
と
苦
悩
せ
し
学
生

時
代
の
大
人
思
ひ
出
す

「ど
う
お
前
、
読
め
て
を
る
か
」
と
問
ひ
た
ま
ふ

学
生
時
代
の
大
人
思
ひ
出
す

（
一
社
）
福
岡
中
小
企
業
経
営
者
協
会
　
大
慈
爾
祐
子

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
を
訪
れ
て

時
を
越
え
気
品
に
充
つ
る
邸
宅
の
造
り
に
ひ
か
れ
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飽
か
ず
眺
む
る

（学
）
中
村
学
園
　
松
村
沙
織

開
会
式
前
の
日
没
を
見
て

あ
か
く
燃
ゆ
る
夕
日
に
心
あ
ら
は
れ
て
学
び
ゆ
き

た
し
日
本
の
歴
史
を

（株
）
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ヨ
ン
　
河
野
晟
之

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
を
訪
れ
て

庭
を
わ
た
る
涼
風
受
け
て
大
広
間
に
浮
世
を
離
れ

ひ
と
眠
り
せ
ん

（株
）
カ
ウ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
　
小
川
雅
裕

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て

夏
空
の
下
に
立
ち
た
る
旧
邸
に
栄
え
し
往
時
を
見

る
こ
こ
ち
す
る
（株
）
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ヨ
ン
　
川
西
　
潤

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
を
訪
れ
て
。

都
か
ら
筑
豊
へ
嫁
ぎ
、
愛
い
財
に
囲
ま
れ

不
自
由
な
い
生
活
を
せ
し
白
蓮

美
し
き
庭
を
い
く
と
せ
な
が
む
れ
ど
都
の
暮
ら
し

思
は
ざ
り
し
か

福
岡
市
立
百
地
中
学
校
教
諭
　
小
林
拓
海

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
山
水
流
る
る
音
聞
け
ば
林
の
木

陰
に
暑
さ
和
ら
ぐ

中
村
学
園
大
学

教
　
一二
年
　
日
野
ゆ
か
り

篠
栗
南
蔵
院
釈
迦
涅
槃
像
前
に
て

涅
槃
像
の
足
の
一異
か
ら
顔
を
出
し
失
礼
し
ま
す
と

写
し
絵
を
と
る

日
章
工
業
（株
）

藤
信
成
信

篠
栗
南
蔵
院
釈
迦
涅
槃
像
前
に
て

み
と
も
ら
と

一
列
に
な
り
涅
槃
像
ま
ね
て
ね
こ
ろ

び
写
し
絵
を
と
る

み
と
も
ら
と
笑
ひ
さ
ざ
め
き
熱
さ
こ
ら
へ
ね
こ
ろ

び
を
れ
ば
せ
み
し
ぐ
れ
な
く

第
二
班

熊
本
大
学
非
常
勤
講
師
　
白
濱
　
裕

レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
て

く
ね
く
ね
と
カ
ー
ブ
続
き
て
緑
濃
き
八
木
山
峠
を

バ
ス
登
り
ゆ
く

人
木
山
史
調

せ―す
ば
懐
か
し
こ
の
地
に
て
集
ひ
を
持

ち
し
ゆ
四
十
年
余
り
か

迷
ひ
も
て
参
加
し
た
る
も
今
に
続
く
心
定
め
し
集

ひ
と
な
り
ぬ

一死
大
村
郵
便
局
　
橋
本
公
明

緑
な
る
木
々
に
囲
ま
れ
大
仏
の
横
た
は
る
様
悠
然

と
し
て

天
本
和
馬

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て

部
屋
ご
と
に
異
な
る
つ
く
り
の
欄
間
に
は
意
匠
凝

ら
し
し
工
夫
し
の
ば
る

半
割
れ
の
竹
を
ち
ど
り
に
並
べ
た
る
床
間
天
丼
部

屋
に
映
え
た
り

凝
り
た
る
も
華
美
に
流
れ
ぬ
意
匠
に
は
翁
の
人
柄

し
の
ば
れ
て
あ
り

猪
部
敬
彦

吹
き
出
づ
る
汗
の
ご
ひ
つ
つ
見
上
ぐ
れ
ば
釈
迦
の

お
顔
は
涼
や
か
に
お
は
す

一麗
人
の
住
ま
ひ
し
部
屋
に
詫
み
て
炭
鉱
栄
え
し
往

時
偲
び
ぬ

熊
本
市
記
念
館
　
末
次
直
人

篠
栗
南
蔵
院
の
釈
迦
涅
槃
像
に
詣
で
て

友
ど
ち
と
汗
を
か
き
つ
つ
参
り
来
て
休
む
日
陰
に

風
吹
き
わ
た
る

明
治
中
期
の
飯
塚
の
炭
鉱
を
描
写
す
る
山
本

作
米
兵
衛
氏
の
絵
画
を
見
て

馳
峻
底
で
手
掘
す
民
に
日
の
本
の
文
明
さ
さ

へ
し

労

見
た
り

折
尾
愛
真
短
期
大
学
　
松
田
　
隆

篠
栗
に
幾
た
び
母
を
連
れ
て
来
し
そ
の
思
ひ
出
の

蘇
る
な
り

拾
蹴
亡
き
母

へ
の
思
ひ
蘇
る
釈
迦
涅
槃
像
の
姿

一麗
し
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第
四
班

関
西
信
和
会
　
細
谷
真
人

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
見
所
多
き
大
屋
敷
見
て
ゆ
く
ほ

ど
に
時
を
忘
る
る

ク
リ
ス
タ
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
移
り
ゆ
く
季

節
の
彩
り
映
す
と
ぞ
言
ふ

み
ど
リ
ケ
丘
保
育
園
　
西
山
人
郎

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
を
訪
れ
て

筑
豊
の
石
炭
王
が
住
み
し
と
ふ
館
の
品
き
門
を
く

ぐ
り
ぬ

部
屋
ご
と
に
贅
を
尽
く
せ
し
邸
宅
を
訪
ふ
人
多
し

夏
の
盛
り
に

主
な
き
館
に
残
る
庭
園
を
見
つ
つ
往
時
の
栄
華
し

の
ぶ
も

福
正
会
　
宙
島
保
博

旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
を
訪
れ
て

大
き
な
る
石
と
芝
な
る
庭
園
に
た
く
み
の
わ
ざ
の

深
さ
を
思
ふ

吉
田
調
剤
薬
局
　
吉
田
喜
久
子

日
の
丸
を
仰
ぎ
て
君
が
代
歌
ふ
時
自
づ
と
心
の
高

ま
り
覚
ゆ

松
陰
の
百
葉
を
さ
ら
に
仲
間
ら
と
た
ど
り
ゆ
く
時

尊
か
り
け
り
　
　
　
を
泉
ご

新
し
き
教

へ
学
び
て
幼
児
の
ご
と
き
心
地
で
耳

澄
ま
す
な
り

一九
熊
本
市
役
所
　
折
田
豊
生

篠
栗
の
学
び
の
つ
ど
ひ
に
な
つ
か
し
き
友
ら
と
会

へ
ば
胸
の
た
か
ぶ
る

久
々
に
ま
み
え
し
友
に
久
し
く
も
会
は
ざ
る
友
の

あ
け
く
れ
を
聞
く

窓
の
外
は
夏
の
名
残
り
の
陽
の
光
あ
ふ
れ
て
け
や

き
の
風
に
踊
れ
る

青
々
と
木
々
繁
り
た
る
山
見
れ
ば
友
ら
も
か
く
と

偲
ば
る
る
か
な

一万

マ
ツ
ダ
（株
）

久
々
宮
　
章

南
蔵
院
に
て

木
々
に
陰
る
坂
道
に
入
れ
ば
せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
間

え
く
涼
風
吹
き
て

聞
き
し
よ
り
造
り
の
太
き
涅
槃
仏
微
か
に
笑
み
て

お
は
し
ま
す
か
な

第
五
班

警
泉
童
晃
装
本　
坂
本
和
代

炭
鉱
王
、
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に
て
　
の
こ

光
る
庭
に
樹
々
の
緑
も
輝
き
て
今
な
ほ
遺
る
栄

華
の
王
邸

上
天
草
総
合
病
院

福
田
　
誠

合
宿
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン

炭
鉱
の
か
は
り
漂
ふ
飯
塚
と
篠
栗
の
地
の
史
蹟
め

ぐ
り
ぬ旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

庭
園
や
邸
の
粋
に
筑
豊
の
炭
鉱
産
業
の
栄
華
偲
ば

ゆ

南
蔵
院

耐

へ
難
き
暑
さ
の
中
に
訪
ね
た
る
釈
迦
涅
槃
像
の

御
顔
涼
し
き

福
岡
県
立
博
多
青
松
高
等
学
校
教
諭

藤

寛
明

「蘭
学
事
始
」
の
復
刻
に
関
す
る
話
を
聴
き
て

西
洋
の
学
術
摂
取
の
苦
心
を
ば
古
人
に
偲
び
し
諭

吉
か
し
こ
し

今
も
な
ほ
西
洋
思
想
の
中
に
ゐ
る
我
ら
の
苦
境
を

示
し
給
人
り

一九
福
岡
県
立
直
方
高
等
学
校
教
諭
　
小
野
士Ｅ
旦

典
島
誠
央
君
の
講
義
の
折
に

南
京
で
終
戦
迎

へ
し
父
上
の
昔
話
を
あ
り
あ
り
語

り
き
敗
戦
の
責
を
と
り
た
る
上
官
は
頭
を
撃
ち
て
果
て

給
ひ
し
と

部
下
達
に

「こ
こ
で
は
死
ぬ
な
国
元
の
墓
前
に
参

れ
」
と
た
し
な
め
給
ふ
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同
じ
く
松
陰
先
生
の
こ
と
に
触
れ
し
折
り
に

合
宿
に
参
加
で
き
た
る
喜
び
の
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
く

君
の
話
に

？
・　
　
　
　
　
　
一九
小
学
校
教
諭
　
野
元
政
司

遺
さ
れ
し
松
陰
先
生
の
文
章
に
共
に
学
び
て
絆

深
ま
る

国
民
文
化
研
究
会

国
民
文
化
研
究
会
理
事
長
　
今
林
賢
郁

空
高
く
雲
は
流
れ
て
夏
山
の
緑
じ
る
け
し
こ
こ
南

蔵
院
夏
山
の
緑
背
に
し
て
横
た
は
る
釈
迦
涅
槃
像
何
お

ぼ
す
ら
む（二
回
目
の
作
品
）

西
日
本
合
宿
、
閉
会
式
の
前
に

一
年
を
努
め
き
た
れ
る
み
友
ら
の
西
の
集
ひ
は
今

終
Ъ
む
と
す

東

の
集
ひ
も
は
た
ま
た
近
づ
き
ぬ
心
奮
ひ
て
努

め
ゆ
か
な
む

次
々
と
起
る
課
題
打
ち
砕
く
力
は
友
ら
の
支

へ
な

り
け
り

「極
ま
れ
ば
ま
た
よ
み
が

へ
る
道
」
あ
り
と
思
ひ

定
め
て
行
か
む
と
ぞ
思
ふ

（川
出
麻
須
美
氏
の
歌
）

原
土
井
病
院
　
小
柳
左
門

朝
の
集
ひ
に
て

む
ら
雲
は
若
杉
山
の
空
を
ゆ
き
風
や
や
涼
し
朝
の

広
場
は

む
し
暑
さ
い
ま
だ
残
れ
ど
篠
栗
の
山
の
上
よ
り

法
師
蝉
な
く

木
々
の
葉
は
も
み
ぢ
を
お
び
て
秋
近
き
山
辺
の
道

を
友
と
歩
み
ぬ

年
ゆ
か
ぬ
子
供
ら
も
と
も
に
日
の
丸
を
仰
ぐ

朝

の
集
ひ
は
う
れ
し↑
０
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
山
口
秀
範

ビ
を
運
営
委
員
長
廣
木
寧
兄
登
壇

一
年
を
か
け
て
備

へ
し
合
宿
を
迎

へ
て
君
い
ま

壇
上
に
立
つ

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
境
遇
た
ど
り
つ
つ
日
本
な
る

も
の
を
問
ひ
直
す
か
な

西
洋
に
翻
弄
さ
れ
来
し
近
代
の
見
直
し
迫
る
口
ぶ

り
強
し

若
き
ら

へ
託
す
思
ひ
は
自
づ
か
ら
‐歯
ん
で
含
む
る

語
り
に
に
じ
む

体
調
の
万
全
な
ら
ず
も

一
年
を
努
め
来
し
君
の
功

称
へ
む

運
営
本
部

（株
）
寺
子
屋
モ
デ
ル
　
廣
木
　
寧

北
村
公
一
さ
ん
の
短
歌
創
作
導
入
講
義
に

廣
瀬
誠
先
生
の
歌
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

病
め
る
夫
に
心
痛
め
つ
つ
思
は
ず
も
口
に
出
で
た

る
萬
葉
の
歌

夫
思
ひ
火
に
も
水
に
も
わ
が
身
を
も
投
げ
捨
て
ん

と
の
萬
葉
の
歌

廣
瀬
先
生
の
重
き
病
を
受
け
と
め
て
わ
れ
無
け
な

く
に
と
祈
る
夫
人
か
も

（二
回
目
の
作
品
）

閉
会
式
を
前
に
し
て

か
に
か
く
も

一
つ
一
つ
の
日
程
が
進
み
て
終
ふ
る

に
安
堵
の
思
ひ
す

指
揮
班
長
古
川
広
治
氏
を
ま
中
に
し
て
森
田
北
濱

岡
部
氏
ら
が
助
く

こ
こ

一
年
動
か
ん
と
し
て
動
き
得
ず
運
営
委
員
長

の
職
に
漸
ぢ
い
る

Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス
（株
）

小
柳
志
乃
夫

伊
藤
伝
右
衛
門
邸
に

飯
塚
の
暑
き
日
盛
り
伝
右
衛
門
の
広
壮
の
屋
敷
を

友
ら
と
め
ぐ
る

新
妻
の
為
に
贅
を
ば
尽
し
け
む
炭
鉱
王
と
呼
ば
れ

し
主
人
は

木
々
の
緑
夏
空
に
映
え
石
組
み
ゆ
噴
き
上
ぐ
る
水

の
涼
し
げ
に
見
ゆ
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（株
）
ミ
ユ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン
　
士鼻
仰浩
之

亡
き
大
日
方
学
兄
を
偲
び
て

白
雲
の
流
る
る
空
を
仰
ぎ
つ
つ
南
蔵
院
の
小
道
を

辿
る
横
た
は
る
釈
迦
涅
槃
像
に
手
を
合
せ
友
の
御
霊
に

唯
々
祈
る

指
揮
班

朝
倉
公
共
職
業
安
定
所
　
古
川
広
治

学
生
の
指
導
よ
ろ
し
く
と
の
送
信
に
が
ん
ば
っ
て

ゐ
ま
す
と
の
返
信
う
れ
し
き

医
療
法
人
豊
司
会

新
門
司
病
院
　
森
田
仁
士

南
蔵
院
に
て

滝
の
上
に
静
か
に
立
て
る
不
動
尊
の
苔
む
す

や
さ
し
く
見
え
て

水
ご
り
の
祈
り
の
滝
は
水
し
ぶ
き
激
し
く
た
ち
ぬ

音
響
か
せ
て

一九

（株
）
ア
ル
バ
ッ
ク
　
北
濱
道

み
´ヽ
」嶼
島
誠
央
君
の
講
義
を
聞
き
て

三
十
年
を
心
に
あ
た
た
め
来
り
た
る
君
の
思
ひ
を

聞
き
ま
つ
り
け
り

歴
史
を
ば
学
び
て
何
に
な
ら
ん
と
の
生
徒
の
問
ひ

に
応

へ
来
に
し
と

松
陰
の

「阿
ね
ら
ず
」
と
は
開
講
の
言
に
あ
り
き

と
君
の
た
ま
ひ
ぬ

「死
す
る
」
と
は

「死
す
る
ご
と
き
」
に
あ
ら
ざ

る
と
身
を
省
み
て
説
き
給
ひ
け
り

Ｈ
ｕ
ｂ

ａ
ｘ
（株
）

岡
部
智
哉

南
蔵
院
防
人
像
の
前
に
立
ち
て

談
醤
に
て
防
人
像
の
目
に
と
ま
る
熱
帯
び
た
る
は

肉
体
の
み
に
あ
ら
じ

事
務
局

国
民
文
化
研
究
会
事
務
局
長
　
磯
貝
保
博

事
務
局
に
て

久
し
く
も
会
は
ね
ど
今
の
み
姿
を
見
れ
ば
昔
の
君

と
変
は
ら
じ

こ
こ
ろ
ざ
し
変
は
ら
ず
て
あ
り
合
宿
に
参
加
い
た

だ
く
姿
を
見
れ
ば

露
じ
ラ
ッ
ク
　
高
橋
俊
太
郎

をネ
潮̈
の
つ
ど
ひ
に
て

幼
子
と
視
線
が
ら
ひ
て
ハ
ィ
タ
ッ
チ
に
つ
き
あ

げ
る
手
と
手
の
平
あ
は
す

合
宿
地
に
寄
せ
ら
れ
た
お
歌富

山
県

岸
本
　
弘

西
日
本
合
宿
に
集

へ
る
友
ら
ヘ

日
の
本
の
民
と
し
生
く
る
よ
ろ
こ
び
を
心
ゆ
く
ま

面

'

で
語
り
ま
せ
友
ら
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東
日
本

「合
宿
教
室
」



9月 7日 (金 ) 9月 8日 (土 ) 9月 9日 (日 )

起床 洗面 起床 洗面

朝の集ひ(合宿教室)写真撮影
朝の集ひ(合宿教室)

朝の集ひ(交流の家主催)

朝 食 朝 食

講 義
「聖徳太子の御言葉に触れて
一憲法十七条を中心に一」
原川猛雄 氏

創作短歌全体批評 澤部壽孫 氏

班別相互批評
班別研修

昼 食 昼食

受付 :1300開始
短歌創作導入講義 」ヽ柳雄平 氏 講 話 池松伸典 氏

散策 短歌創作

全体感想自由発表開会式
オリエンテーション

感想文執筆

講 義
「日米同盟の行方と中国への姿
勢」    江崎道朗 先生

閉会式

質疑応答 班別研修 タベの集い(交流の家主催)

夕食 入浴 休憩
夕食 入浴 休憩

講 義
「日本のこころ『古事記』」
國武忠彦 氏

講 義
「日本の国柄

―明治百五十年に思ふ―」
青山直幸 氏

班別研修 班別研修

就寝 就寝

消灯 消灯

第63回合宿教室(東日本)日程表 (富士)

6。。

700

810

90。

10 。O

l100

12 0。

13 00

14 00

15 00

16 00

1700

18 00

19 00

200。

21 00

220。

230。
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第
六
十
三
回
ズ
ロ宿
教
室
穴
東
日
本
）の
あ
ら
ま
し

（九
月
七
日
，金
曜
日
）

第
六
十
三
回
全
国
学
生
青
年
合
宿
教
室

（東
日
本
）
は
、
富
士
山
の
ふ
も
と
、
静
岡
県
御
殿
場
市
の

「国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家
」
に
て
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
、
北
は
茨
城
県
、
南
は
九
州
の
佐
賀
県
か
ら
集

っ
た
。

開
会
式

合
宿
教
室

（東
日
本
）
は
筑
波
大
学
大
学
院
二
年
横
川
翔
君
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
た
。
主
催
者
代
表
挨
拶
で
今
林
賢
郁
国
文
研
理
事
長
は
、
「今

年
は
明
治
百
五
十
年
で
、
戦
後
は
七
十
三
年
で
あ
る
。
明
治
百
五
十
年
の
半
分
が
戦
後
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
、
明
治
の
先
人
た
ち
の
自
主
独
立
の
気

概
を
受
け
継

い
で
き
た
の
だ
ら
う
か
と
思
ふ
と
、
内
心
性
泥
た
る
も
の
が
あ
る
。
自
分
の
周
辺
の
こ
と
し
か
関
心
を
示
さ
ず
、
国
防
も
米
国
任
せ
と
い

ふ
他
者
依
存

の
風
潮
か
ら
脱
却
し
、
真
に
独
立
国
家
と
し
て
の
日
本
を
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
我
が
国
の
文
化
伝
統
を
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
道
標
と
な
る
の
か
古
典
だ
。
そ
れ
は
民
族
の
記
憶
で
あ
り
、
先
人
が
何
に
生
き
が
ひ
や
価
値
を
置
い
て
き
た
の
か
、
日
本
の
思
想

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
蘇
れ
ば
自
国
と
自
分
に
対
す
る
誇
り
が
生
ま
れ
る
。
，」
の
合
宿
で
そ
の
手
掛
か
り
を
掴
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

次
い
で
、
池
松
伸
典
運
営
委
員
長
は

「講
師
の
お
話
だ
け
で
な
く
班
員
の
言
葉
に
も
耳
を
傾
け
て
、
心
で
感
じ
て
ほ
し
い
。　
一
つ
で
も
心
に
残
る
言
葉

を
持
ち
帰

っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

講
義
　
「日
米
同
盟
の
行
方
と
中
国

へ
の
姿
勢
」

評
論
家
　
　
江
　
崎
　
　
道
　
朗
　
先
生
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私
は
大
学
時
代
に
こ
の
合
宿
教
室
に
参
加
し
て
、
生
涯
の
師
と
な
る
小
柳
陽
太
郎
先
生
、
山
田
輝
彦
先
生
と
出
会

っ
た
。

お
二
人
か
ら
日
本
を
よ
り
良
く
す
る

「学
問
」
の
存
在
に
気
付
か
さ
れ
た
。
先
の
戦
争
を
止
め
ら
れ
な
か

つ
た
要
因
に
、
政

治
を
正
す
た
め
の
学
問

（学
者
）
の
側
に
そ
の
任
務
が
果
た
せ
な
か
つ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
教

へ
ら
れ
た
。

そ
の
学
問
と
は
、
知
識
を
増
や
し
見
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
分
の
心
を
鍛
え
て
自
己
自
身
を
磨
け
ば
磨
く
ほ
ど
い
か

に
自
分
が
未
熟
で
あ
る
か
を
痛
感
す
る
や
う
に
な
る
も
の
、
他
人
の
心
の
動
き
を

「正
確
に
理
解
し
受
け
止
め
る
力
」
を
養

ふ
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。

小
柳
先
生
か
ら
は
政
治
家
や
官
僚
を
説
得
す
る
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
、
自
分
が
ど
の
や
う
な
見
識
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
勉
強
す
る
こ
と
だ

と
教

へ
ら
れ
た
。
私
は
そ
れ
以
来
、
単
な
る

マ
ス
コ
ミ
批
判
を
や
め
て
、
ど
う
日
本
を
良
く
す
る
か
に
取
り
組
ん
だ
。
平
成
十
九
年
の
教
育
基
本
法
改

正
で
は
草
案
作
り
に
も
携
は
っ
た
。
こ
の
三
十
年
間
、
私
は
学
問
の
実
践
の
道
を
歩
ん
で
来
た
。
現
在
の
政
権
中
枢
の
要
所
の
方
に
私
の
政
策
提
言
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
そ
の
学
問
の
力
に
よ
る
も
の
だ
と
両
先
生
に
感
謝
し
て
ゐ
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
共
和
党
政
権
に
は
対
北
朝
鮮
政
策
に
四
つ
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の

一
は
オ
バ

マ
リ
ス
ク
、
そ
の
二
は
韓
国
リ
ス
ク
、
そ
の
三
は
中
国
リ

ス
ク
、
そ
の
四
は
日
本
リ
ス
ク
だ
。
オ
バ
マ
政
権
が
軍
事
費
を
大
幅
に
カ
ツ
ト
し
た
た
め
、
弾
薬
の
備
蓄
も
減
少
し
た
。
金
の
か
か
る
訓
練
が
減

っ
た

結
果
、
未
熟
練
に
よ
る
事
故
が
増
え
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
オ
バ
マ
の
軍
縮
で
ボ

ロ
ボ

ロ
に
な

つ
た
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ス
機
関
を
再
建
し
て
、
防
衛
費
を
増

額
し
た
。
備
蓄
や
修
理
工
場
を
増
や
し
て
き
た
。
さ
う
し
な
け
れ
ば
戦
争
は
で
き
な
い
。
北
朝
鮮
の
核
基
地
は
地
下
五
十
メ
ー
タ
ー
の
地
底
に
あ
り
、

核
で
は
破
壊
で
き
な
い
。
大
型
の
貫
通
爆
弾
バ
ン
カ
ー

マ
ス
タ
ー
爆
撃
機
を
グ
ア
ム
に
配
備
し
、
今
年

一
月
に
完
了
し
た
。
こ
の
や
う
に

一
年
半
で
攻

撃
態
勢
を
整

へ
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
北
と
の
和
平
交
渉
が
始
ま

つ
た
。
た
だ
し
、
戦
争
に
は
金
が
か
か
る
。
北
の
核
施
設
千
三
百
ケ
所
を
爆
撃
す
る

の
に
十
兆
円
か
か
る
。
そ
し
て
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
基
地
の
ミ
サ
イ
ル
在
庫
は
五
百
発
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
爆
撃
す
る
能
力
は
な
い
。
現
場
を
知
れ
ば
北
朝

鮮
を
爆
撃
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。

報
道
で
斬
首
作
戦
が
伝

へ
ら
れ
る
が
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
実
態
を
知
ら
な
い
。
韓
国
の
現
政
権
は
北
に
乗

っ
取
ら
れ
て
を
り
、
国
家
情
報
院
を
解

体
し
て
し
ま

つ
た
。
こ
れ
で
は
北
を
爆
撃
し
た
ら
そ
の
後
の
制
圧
を
韓
国
に
期
待
で
き
な
い
。
そ
の
隙
を
狙

っ
て
中
国
が
進
出
し
よ
う
と
す
る
。
最
後
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の
日
本
リ
ス
ク
と
は
朝
鮮
半
島
と
南
西
諸
島

・
台
湾
の
二
方
面
の
危
機
に
日
本
が
対
処
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
は
経
済
の
締
め
付
け
で
、
中
国
の
軍
拡
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
こ
と
を

「
正
確
に
理
解
」
し

て
ゐ
な
い
。
中
国
は
本
気
で
日
本
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
ゐ
て
、
日
本
の
大
企
業
の
株
を
買

っ
て
経
済
的
に
君
臨
し
、
「
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
化
」
（
Ｉ
〈同

搾
取
」
を
意
味
す
る
隠
語
）
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
軍
事
が
成
り
立

つ
に
は
経
済
と
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ス
が
重
要
で
、
デ
フ
レ
を
脱
却
し
て
日
米
の
連
携

で

「
ア
ジ
ア
の
自
由
」
を
ど
う
守
る
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
が
日
本
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。

講
義
の
後
、
質
疑
応
答
が
行
は
れ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
各
班
室
に
戻
り
、
講
義
に
つ
い
て
の
班
別
研
修
を
行

っ
た
。
社
会
人
班
に
は
、
講
師
の

江
崎
道
朗
先
生
を
お
迎

へ
し
、
な
ほ
質
疑
応
答
頂
く
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
江
崎
先
生
に
は
、
こ
の
後
の
國
武
忠
彦
先
生
の
講
義
を
聴
講
さ
れ
、

そ
の
後
の
班
別
研
修
の
各
班
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
親
し
く
懇
談
を
賜
っ
た
。
班
別
研
修
で
は
講
義
内
容
を
正
確
に
た
ど
り
な
が
ら
、
講
師
の

最
も
伝

へ
た
か
っ
た
こ
と
、
重
要
な
こ
と
は
何
か
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
各
々
の
思
ふ
こ
と
を
論
じ
合

っ
た
。
緊
張
の
せ
ゐ
か
、
始
め
の
う
ち
は
意
見

も
少
な
く
発
言
も
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
お
互
ひ
に
打
ち
解
け
る
に
従
ひ
次
第
に
討
論
も
活
発
と
な
り
、
班
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

講
義
　
「日
本
の
こ
こ
ろ

『
古
事
記
旨

昭
和
音
楽
大
学
名
誉
教
授
　
　
國
　
武
　
　
忠
　
彦
　
氏

い
ま
、
日
本
は

「グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
の
な
か
に
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
は
ヒ
ト

・
モ
ノ

・
カ
ネ

・
情
報
が
容
易
に
国
境
を
越
え
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
は
Ａ
Ｉ

（人
工
知
能
）
が
云
々
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
時
代
な
れ
ば
こ
そ
日
本
特
有

の
文
化
を
自
覚
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

七
世
紀
の
日
本
は
、
中
国
文
化

へ
の
崇
拝
の
な
か
に
あ

つ
た
。
天
武
天
皇
は
古
語
が
失
は
れ
れ
ば

「
古

の
実

の
あ
り
さ
ま
」
も
失
は
れ
る
と
憂
慮

す
な

ほ

さ
れ
て

『
古
事
記
』
の
筆
録
を
企
画
さ
れ
た
、
と
本
居
宣
長
は
拝
察
す
る
。
ま
た
、
古
代
の
日
本
の
言
葉
は
、
「
朴

」
で
あ
る
。
「古
よ
り
云
ひ
伝

へ
た

る
ま
ゝ
に
記
さ
れ
た
れ
ば
、
そ
の
こ
こ
ろ
も
し
わ
ざ
も
言
葉
も
、
み
な
上

つ
代
の
実

な
り
」
と
信
じ
た
。
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『
古
事
記
』
冒
頭
の

「天
地
」
を
ど
う
読
む
か
。
宣
長
は

「ア
メ
ツ
チ
」
と
読
む
。
「テ
ン
チ
」
と
読
む
の
は
、
中
国
人

で
あ
る
。
「古

へ
の
心
」
を
理
解
す
る
に
は
、
「古
言
」
を
理
解
せ
よ
。
そ
れ
が
学
問
の
眼
目
で
あ
る
。
「高
天
原
」
は
、
空

の
上
に
あ
る

「
天
神

」
た
ち
の
住
む
国
で
あ
る
。
そ
の

「高
天
原
に
成
り
ま
せ
る
神
」
が
、
「産
巣
日
」
の
神
で
あ
る
。
こ

の
世
に
有
る
も
の
は
、
皆
こ
の
神
の

「御

徳

」
で
あ
る
。
「産
巣
は
生
な
り
」
、
「
日
」
は

「産
霊
」
の

「霊
」
で
霊
力
で
あ

る
、
と
宣
長
は
解
釈
す
る
。

あ
し
か
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
あ

う

ま

し

あ

し

か

び

ひ

こ

ち

　

　

　

　

　

う

ま

し

「葦
牙
」
の
ご
と
く
萌
え
騰
が
る
も
の
に
よ
り
て
、
成
り
ま
せ
る
神
は
、
「宇
摩
志
阿
斯
訂
備
比
古
遅
」
の
神
。
「宇
摩
志
」

あ

し

か

び

は
美
称
ほ
め
言
葉
で
、
「葦
牙
葦
牙
」
の
す
ば
ら
し
成
長
力
に
、
あ
ゝ
と
感
動
す
る
、
そ
の
感
動
が
そ
の
ま
ま
神
に
な

つ
て
ゐ
る
。
自
然
と
の
共
鳴
共
感
の
中

で
神
が
生
れ
て
ゐ
る
。
宣
長
は
、
尋
常
な
ら
ず
す
ぐ
れ
た
る
徳
の
あ
り
て
、
可
畏
き
物
を
迦
微
と
は
云
ふ
な
り
」
と
説
い
た
。

か
み

よ

な
な

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
も

だ

る

の

か

み

「神
代
七
代
」
の
神
々
は
、
大
地
を
作
る
神
々
で
あ
る
。
「於
母
陀
流
神
」
は
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
大
地
が
完
成
し
た

「面
足
る
」
、
満
足
し
た
神
で

あ
　
や

か

し

・
一
ね

の

か

み
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

あ
　
や

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
そ

　
　

　
　

か
　
Ｌ
　
こ

あ
る
。
「阿
夜
訂
志
古
泥
神
」
は
、
そ
の
こ
と
を

「阿
夜
」
あ
ゝ
と
驚
き
、
畏
れ

「訂
志
古
」
む
神
で
あ
る
。

日
本
の
神
は
古
代
人
の
こ
こ
ろ
の
経
験
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
の
中
に
生
き
て
ゐ
た
も
の
で
あ

つ
た
。

（
九
月
八
日
・土
曜
日
）

合
宿
の
日
程
は
、
「朝
の
集
ひ
」
か
ら
始
ま
る
。
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
室
内
で
行

っ
た
。
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
後
、
澤
部
壽
孫
氏

（国
民

文
化
研
究
会
副
理
事
長
）
が
、
短
歌
鑑
賞
と
し
て
、
昭
和
二
十
年
五
月
に
戦
死
さ
れ
た
松
吉
正
資
氏
が
出
征
前
に
詠
ま
れ
た
三
首
連
作
の
歌
を
紹
介
し
、

朗
誦
し
た
。
三
首
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ゆ
く
身
に
は
ひ
と
し
ほ
し
む
る
ふ
る
さ
と
の
人
の
な
さ
け
の
あ
た
た
か
き
か
な

数
な
ら
ぬ
身
に
は
あ
れ
ど
も
吾
を
送
る
人
の
思
ひ
に
こ
た

へ
ざ
ら
め
や

う

つ
そ
み
は
よ
し
砕
く
と
も
は
ら
か
ら
の
な
さ
け
忘
れ
じ
常
世
行
く
ま
で
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講
義

「聖
徳
太
子
の
御
言
葉
に
触
れ
て
―
憲
法
十
七
条
を
中
心
に
―
」

一九

神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
教
諭
　
　
原
　
川
　
　
猛
　
雄
　
氏

今
か
ら
千
四
百
年
前
の
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
に
は
、
現
在
で
も
通
用
す
る
教

へ
が
説
か
れ
て
ゐ
る
。
第

一
条
に

「人

皆

党

あ
り
、
亦
達
れ
る
者
少
し
。
是
を
以
て
或
は
君
父
に

順

は
ず
、　
乍

ち
隣
里
に
違
ふ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
い
つ
の
時

代
も
変
ら
な

い
人
間
の
姿
で
あ
ら
う
。

太
子
は
、
現
実
の
人
間
の
姿
を
し
っ
か
り
見
つ
め
た
上
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
ふ
解
決
の
道
を
を
お
示
し
に
な

っ
た
。
ど
う
し
た
ら
対
立
す
る
相
手
と
穏
や
か
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
ふ
の
は
永
遠

の
課
題
で
あ
る
。
意
見
が
違

つ
て
対
立
す
る
と
、
喧
嘩
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
あ
と
で
振
り
返
る
と
、
ど
う
し
て
自
分
の
意
見
に
こ
だ
は
っ
て
ゐ
た
の
か

と
愚
か
さ
に
気
付
か
さ
れ
る
。
第
十
条
で

「共
に
」
「是
れ
」
「凡
夫
の
み
」
と
言
葉
を
強
め
て
ゐ
る
点
に
注
意
し
て
欲
し
い
。
太
子
は
、
こ
の
世
の
中

の
人
は
、
身
分
の
高
下
、
頭
の
賢
愚
に
拘
は
ら
ず
、
「全
て
の
人
が
凡
夫
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
誤
っ
た
も
の
の
見
方
に
と
ら
は
れ
た

り
、
欲
に
支
配
さ
れ
る
と
、
人
の
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
ふ
。
だ
か
ら
、
「念
を
絶
ち
、
瞑
を
棄
て
、
人
の
違
ふ
を
怒
ら
ざ
れ
」
と
実
に
大
事
な
こ
と
を
説

か
れ
ゐ
る
。
太
子
は
、
凡
夫
の
ま
ま
で
救
は
れ
る
道
、　
つ
ま
り
人
間
ら
し
く
生
き
る
道
を
説
か
れ
た
と
思
ふ
。

聖
人
と
は
、
凡
夫
に
徹
し
た
人
の
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
。
己
の
足
ら
は
ぬ
姿
を
見
つ
め
、
自
他
の
区
別
な
く
人
々
と
共
に
救
は
れ
る
道
を
実
現
し

た
い
と
精
進
し
て
ゐ
る
人
の
こ
と
だ
と
思
ふ
。
聖
徳
太
子
は
ま
さ
に
そ
の
や
う
な
方
で
あ
っ
た
。
お
互
ひ
に
、
至
ら
ぬ
凡
夫
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
れ

ば
、
そ
こ
に
他
者
と
の
広
や
か
な
共
感
の
世
界
が
開
け
て
く
る
。
黒
上
正

一
郎
先
生
は
、
そ
れ
を

「他
と
共
な
る
生
」
と
表
現
さ
れ
た
。
個
我
の
迷
執

か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
お
互
ひ
謙
虚
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
、
そ
れ
こ
そ
が
、
太
子
の
願
は
れ
た
世
界
だ
と
思
ふ
。

-61‐



短
歌
創
作
導
入
講
義

伊
佐
ホ
ー
ム
ズ

（株
）

柳

雄

平

氏

短
歌
を
創
作
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
「豊
か
な
心
を
育
て
る
」
た
め
の
修
練
で
あ
る
。
物
事
を
見
つ
め
、
そ
の
事
象
の
中

核
を
的
確
に
見
出
し
、
そ
し
て
自
分
の
心
を
見

つ
め
整

へ
て
、
正
確
に
短
歌
の
定
型
に
言
葉
で
表
現
す
る
。
こ
の

一
連
の
作

業
を
日
々
繰
り
返
す

こ
と
で
、
も
の
ご
と
を
見
る
目
を
養
ふ
こ
と
に

つ
な
が
り
、
正
確
な
洞
察
力
、
判
断
力
が
鍛

へ
ら
れ
る
。

ま
た
身
の
回
り
に
無
数
に
あ
る
、
自
然
の
美
し
さ
、
も
の
ご
と
の
不
思
議
さ
、
こ
ま
や
か
な
人
の
心
の
動
き
な
ど
に
も
気
づ

い
て
感
動
す
る
心
が
育
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
短
歌
の
表
現
の
手
本
と
し
て
先
人
の
秀
歌
を
読
み
味
は
ふ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
国
語
の
美
し
い
響
き
、
様
々
な
心
の
機
微
を
表
す
種
々
の
表
現
に
日
本
人
が
古
代
よ
り
培

っ
て
き
た
豊

か
な
心
の
動
き
を
感
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

先
輩
や
友
人
と
折

々
に
短
歌
を
詠
み
交
は
し
て
き
た
中
で
、
右
の
や
う
に
実
感
し
て
ゐ
る
。
た
と

へ
、
こ
れ
ま
で
短
歌
創
作
の
経
験
が
少
な
い
人
で

も
歌
は
詠
め
る
。
ま
づ
は
小
さ
な
感
動
で
あ

っ
て
も
、
そ
の

一
点
に
深
く
思
ひ
を
留
め
て
自
分
の
感
動
を
正
確
に
見

つ
め
て
、
そ
れ
を
言
葉
に
表
現
す

る
。
人
に
伝
は
る
や
う
に
適
切
の
言
葉
を
探
す
。
短
歌
を
詠
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
自
分
の
心
を
客
観
視
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
思
ふ
。
あ
ま
り
気
負
は

ず
に
、
ま
づ
は
感
じ
た
ま
ま
を
詠
ん
で
欲
し
い
。

散
策
（短
歌
創
作
）

御
殿
場
の
地
は
海
抜
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
で
あ

っ
て
、
秋
の
訪
れ
が
か
な
り
早
い
や
う
で
あ

つ
た
。
短
歌
の
創
作
を
か
ね
て
参
加
者
は

「交
流
の
家
」

の
敷
地
内
を
散
策
し
た
。
広
大
な
敷
地
に
は
万
葉
植
物
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
ひ
繁
っ
て
ゐ
て
、
秋
の
草
花
が
そ
こ
か
し
こ
に
可

憐
な
姿
を
見
せ
て
ゐ
た
。
あ
い
に
く
の
曇
天
の
も
と
で
、
さ
ら
に
は
小
雨
が
降
る
か
と
思

へ
ば
、
陽
が
射
し
て
、
ま
た
小
雨
に
見
舞
は
れ
る
と
い
ふ
天
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候
で
は
あ

っ
た
が
吹
き
来
た
る
風
は
心
地
良
か
っ
た
。
各

々
雨
傘
を
片
手
に
短
歌
の
創
作
に
取
り
組
ん
だ
。

講
義

「日
本
の
国
柄
―
明
治
百
五
十
年
に
思
ふ
―
」

三
菱
地
所

（株
）
都
市
開
発
二
部
専
門
調
査
役

圭日
　
山
　
　
直
　
幸
　
氏

日
本

の
国
柄
は
、
歴
史
学
者
坂
本
太
郎
博
士
が
日
本
の
歴
史
の
特
性
と
し
て
提
唱
さ
れ
た

「連
綿
性
」
「
躍
進
性
」
「中

和
性
」
の
三
つ
の
特
性
で
考

へ
る
と
わ
か
り
易
い
。
中
で
も

「連
綿
性
」
の
中
心
と
な

っ
て
ゐ
る
の
は
万
世

一
系
の
天
皇
で

ゆ
す

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

た
け

み
か

つ
ち

の
か
み

あ
る
。

そ
の
天
皇
が
行
は
れ
る
ま

つ
り
ご
と

の
本
質
と
は
な
に
か
。
『
古
事
記
』

の
国
譲
り
の

一
節

で
建
御

雷
神

が

大
国
主
神
に

「汝
が
う
し
は
け
る
葦
原

中
国

は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
国
と
言
依
さ
し
賜

へ
り
。
故
汝
が
心
い
か
に
」

と
問
ふ
。
本
居
宣
長
は
、
『
古
事
記
伝
』
の
中
で
、
「知
ら
す
」
に

つ
い
て
、
７
・即
ち
自
他

の
区
別
が
な
く
な

つ
て

一
つ
に

溶
け
こ
ん
で
し
ま
ふ
こ
と
」
と
書
い
て
ゐ
る
。

今
年
は
、
明
治
百
五
十
年
に
当
る
。
明
治
維
新
と
は
何
か
。
迫
り
来
る
西
欧
列
強
に
対
し
、
国
民
す
べ
て
が
力
を
合
は
せ
て
、
日
本
国
の
独
立
を
守

り
、
内
乱
を
起
す
こ
と
な
く
諸
外
国
の
干
渉
を
排
し
、
近
代
的
統

一
国
家
を
作

っ
た
。
こ
の

一
大
変
革
を
伴

っ
た
独
立
運
動
の
原
動
力
に
な
ら
れ
た
の

が
孝
明
天
皇
で
あ

っ
た
。
孝
明
天
皇
は
島
津
斉

彬

、
毛
利
慶
親
、
松
平
容
保
な
ど
雄
藩
大
名
に
御
志
を
御
震
翰
や
御
製
に
よ
っ
て
伝

へ
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
御
妹
和
宮
を
正
室
と
し
て
迎

へ
た
将
軍

。
家
茂
に
対
し
、
「汝
、
朕
を
親
じ
む
こ
と
、
父
の
如
く
せ
よ
。
其
親
睦

の
厚
薄
、
天
下
挽
回
の
成
否
に
関

係
す
」
と
公
武
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
君
民

一
体
と
な

つ
て
、
国
難
を
打
開
し
よ
う
と
切
望
さ
れ
た
。
孝
明
天
皇
の
御
志
は
実
を
結
ぶ
か
に
見
え
た
が
、

突
然
の
病

（痘
療
か
）
で
崩
御
。
弱
冠
十
六
歳
の
明
治
天
皇
は
そ
の
御
悲
歎
の
底
か
ら
立
ち
上
が
ら
れ
、
「天
下
億

兆

一
人
も
其
虎
を
得
ざ
る
時
は
、

皆
朕
が
罪
な
れ
ば
、
…
」
と
悲
痛
な
ま
で
の
御
決
意
を
さ
れ
る
。
さ
ら
に

「
一
君
万
民
」
「公
議
輿
論
」
「万
国
対
峙
」
な
ど
の
時
代
精
神
を
背
景
に
由

利
公
正
な
ど
に
よ
っ
て
練
ら
れ
た
も
の
を
御
裁
可
に
な
り
、
近
代
日
本
の
国
是
と
し
て
天
地
の
神

々
に
誓
は
れ
た
も
の
が

「五
箇
條
の
御
誓
文
」
で
あ

る
。
そ
し
て
終
戦
後
、
昭
和
二
十

一
年
元
旦
、
昭
和
天
皇
は

「新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
書
」
の
冒
頭
に
こ
の

「
五
箇
條
の
御
誓
文
」
を
掲
げ
ら
れ
、
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「叡
旨
公
明
正
大
、
又
何
フ
カ
加

ヘ
ン
」
と
明
治
維
新
の
精
神
の
継
承
を
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

（九
月
九
日
・
日
曜
日
）

「朝
の
集
ひ
」
が
屋
外
で
行
わ
れ
、
短
歌
鑑
賞
で
は
、
前
田
秀

一
郎
氏

（山
梨
大
学
名
誉
教
授
）
が
、

唱
和
し
た
。
紹
介
さ
れ
た
歌
は
次
の
通
り
。

遠
山
霞

心
あ
て
の
霞
ば
か
り
に
き
の
ふ
見
し
ふ
じ
の
ね
た
ど
る
東
路
の
空

み
ん
な
み
に
そ
び
ゆ
る
富
士
は
雲
立
ち
て
見
え
ず
も
ゆ
か
し
そ
の
あ
る
あ
た
り

○

ま
す
ら
を
の
か
な
し
き
い
の
ち

つ
み
か
さ
ね

つ
み
か
さ
ね
ま
も
る
や
ま
と
し
ま
ね
を

創
作
短
歌
全
体
批
評

国
民
文
化
研
究
会

副
理
事
長

澤

部

壽

孫

氏

昨
日
の
雨
模
様
の
中
の
散
策
で
詠
ま
れ
た
参
加
者
の
短
歌
を
読
ま
せ
て
も
ら
ひ
、　
一
所
懸
命
に
詠
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
て
、
日
本
の
将
来

は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
。
お
配
り
し
た

「歌
稿
」
に
は
全
員
の
短
歌
が
少
な
く
と
も

一
首
は
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
短
歌
の
批
評
と
は
他
人
の
歌
を
じ
ろ

じ
ろ
見
て
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
作
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
そ
の
歌
を
味
は
ひ
、
作
者
の
気
持
ち
に
最
も
ふ
さ
は
し
い
と
思
は
れ
る
言
葉
を
選
ぶ
こ

と
で
あ
る
。
作
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
ひ
な
が
ら
適
切
な
言
葉
を
さ
が
す
こ
と
は
、　
一
人
が
詠
ん
だ
歌
を
全
員
で
ま
づ
味
は
ふ
こ
と
で
あ
り
、
正
確
な

富
士
山
に
ち
な
む
歌
な
ど
を
紹
介
、　
一
同
で

本
居
宣
長

三
井
甲
之
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表
現
を
探
究
す
る
中
で
、
得
難
い
共
感
の
世
界
が
生
れ
る
。

「
全
体
批
評
」
の
中
で
は
、
実
際
に
創
作
さ
れ
た
参
加
者
の
歌
が
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
対
象
を
正
確
に
詠
む
と
は
ど

う
い
ふ
こ
と
な
の
か
、
適
切
な
言
葉
を
さ
が
す
と
は
如
何
な
る
こ
と
な
の
か
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

一
首
の
歌
の
批
評
を
通
し
て

共
感
の
世
界
が
講
義
室
に
醸
し
出
さ
れ
た
）

古
代
よ
り
私
達
の
祖
先
が
短
歌
を
詠
ん
で
心
を
整

へ
、
思
ひ
を
通
は
せ
合
ひ
つ
つ
国
を
守

っ
て
き
た
。
そ
れ
を

「敷
島
の

道
」
と
呼
び
慣
は
し
て
ゐ
る
が
、
私
達
が
短
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
ま
さ
に

「敷
島
の
道
」
を
践
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
自
分
の
気
持
ち
を
正
確
に
述
べ
よ
う
と
務
め
る
こ
と
は
相
手
の
話
を
正
確
に
聴
く
と
い
ふ
こ
と
の
実
践
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
現
在
の
大
学

の
学
問
に
欠
け
て
ゐ
る
非
常
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

班
別
短
歌
相
互
批
評

全
体
批
評
の
あ
と
班
別
短
歌
相
互
批
評
が
行
は
れ
た
。
自
分
の
心
の
動
き
を
正
確
に
表
現
し
相
手
に
伝

へ
る
こ
と
の
難
し
さ
、
ま
た
人
の
言
は
ん
と

し
て
ゐ
る
こ
と
を
正
確
に
受
け
止
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。　
一
首

一
首
の
短
歌
を
、
班
員
全
員
が
納
得
で
き
る
表
現
に
す
る
た
め
尽

力
し
、
自
分
の
心
、
相
手
の
心
を
じ

っ
く
り
と
み
つ
め
る
と
い
ふ
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

講
話

「亡
き
師
の
御
言
葉
」

若
築
建
設

（株
）
　

　

池
　
松
　
　
伸
　
典
　
氏

国
民
文
化
研
究
会
の
源
流
で
あ
る
旧
制

一
高

「昭
信
会
」
の
頃
か
ら
活
動
を
続
け
ら
れ
て
ゐ
た
高
木
尚

一
先
生
の
遺
稿
集
に
は
、
「仕
事
に
追
は
れ
忙

し
す
ぎ
る
た
め
に
心
の
生
長
を
な
く
し
て
し
ま
ひ
、
さ
う
い
ふ
自
分
を
半
ば
得
意
に
な

っ
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
」
「
心
が
亡
び
る
』
こ
と
を
嘆
く
人
は

少
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た

一
文
が
あ

っ
た
。
五
十
年
前
の
文
章
で
あ
る
が
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
最
も
大
切
な
心
の
問
題
を
い
か
に
疎
か
に
し
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て
ゐ
る
か
と
考

へ
さ
せ
ら
れ
る

一
節
だ
っ
た
。
現
代
人
は
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
つ
て
容
易
に
人
と
会
ふ
機
会
を
持

つ
こ
と

が
で
き
る
が
、　
一
方
で
は
真
の

「心
の
交
流
、
精
神
の
共
鳴
」
の
経
験
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

黒
上
正

一
郎
先
生
は
御
著
書
『
聖
徳
太
子
の
信
仰
思
想
と
日
本
文
化
創
業
』
の
中
で
、
太
子
の
時
代
に
、
中
国
か
ら
仏
教
、

儒
教
な
ど
の
思
想
が
渡

っ
て
き
た
が
、
古
代
の
日
本
に
は
、
例

へ
ば

「孝
の
理
論
」
は
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
に

「生
命
を
あ

た
ふ
べ
き
内
な
る
ま
こ
と
の
力
」
が
備
は
っ
て
ゐ
た
と
説
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
家
族
を
残
し
て
任
に
赴
く
防
人
の
歌
か
ら

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
概
念
に
捉
は
れ
た
ま
ま
で
は
そ
の
真
実
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

先
の
大
戦
開
戦

一
ヶ
月
半
ほ
ど
前
の

「
日
本
世
界
観
大
学
」
（国
文
研
の
前
身
、
日
本
学
生
協
会
主
催
）
と
い
ふ
講
座
で
、
小
田
村
寅
二
郎
先
生
は
、

当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
横
行
し
真
実
を
見
失

っ
て
ゐ
る
現
状
を
批
判
さ
れ
て
、
「思
想
は
、
國
運
を
左
右
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
」
と
訴

へ
ら
れ
て
ゐ

た
。
こ
の
合
宿
で
の
学
び
か
ら
、
学
問
の
あ
り
方
が
い
か
に
大
事
な
こ
と
な
の
か
を
心
に
刻
ん
で
欲
し
い
。

全
体
感
想
自
由
発
表

感
想
文
執
筆
を
前
に
、
胸
中
に
湧
き
上
が
る
思
ひ
が
次
々
に
発
表
さ
れ
た
。

「合
宿
で
生
き
る
力
を
貰

つ
た
。
日
本
に
生
れ
た
幸
せ
を
感
じ
た
」
「正
確
に
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教

へ
ら
れ
た
」
「
父

・
孝
明
帝
を
十
六
歳
で
喪

く
し
て
皇
位
を
践
ま
れ
た
若
き
明
治
天
皇
の

″
御
決
意
〃
を
知
っ
た
」
「五
箇
条
の
御
誓
文
の
深
い
意
味
合
ひ
を
知

っ
て
良
か
つ
た
」
〓
言
葉
で
は
知

っ

て
ゐ
た
が

『
う
し
は
く
』
と

『
し
ら
す
』
の
相
違

の
深
意
を
実
感
で
き
た
」
「教
員
を
志
望
し
て
ゐ
る
が
、
日
本
に
生
れ
た
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
先

生
に
な
り
た
い
」
「学
問
す
る
と
は
、
日
本
の
国
を
学
ぶ
と
は
、
ど
う
と
い
ふ
こ
と
な
の
か
を
合
宿
中
に
何
度
も
自
分
に
問
ふ
た
」
「短
歌
の
相
互
批
評

で
、
自
分
の
気
持
ち
に
ぴ

っ
た
り
の
表
現
に
た
ど
り
着
い
た
時
は
す

っ
き
り
し
た
」
等
の
感
想
を
参
加
者
が
述
べ
た
。

閉
会
式

主
催
者
を
代
表
し
て
岸
本
弘
国
文
研
会
員
は
、
「昼
食
の
後
、
雲
が
切
れ
て
富
士
山
が
目
の
前
に
雄
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で

『
合
宿
の
終
る
間
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際
に
富
士
の
峰
は
じ
る
く
立
ち
た
り
な
ん
と
嬉
し
き
』
と
詠
ん
だ
。
合
宿
に
何
を
求
め
て
や

っ
て
き
た
の
か
、
合
宿
か
ら
何
を

つ
か
ん
で
家
路
に
就
か

う
と
し
て
ゐ
る
の
か
。
そ
れ
を
富
士
に
向

っ
て
問
ひ
か
け
、
富
士
か
ら
答

へ
を
い
た
だ
く
思
ひ
で
あ
る
。
班
別
研
修
の
中
で
、
講
義
内
容
を
咀
唱
し
、

自
分
の
勘
違
ひ
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
友
か
ら
正
し
て
も
ら
つ
た
体
験
は
、
生
活
の
ど
の
場
に
あ

っ
て
も

一
番
大
切
な
人
と
人
と
の
付
き
合
ひ
方
だ
と
思

ふ
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
有
意
義
な
時
間
を
も
た
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
し
て
、
信
州
大
学
繊
維
学
部

一
年

渡
辺
平
祐
君
の
閉
会
宣
言
を
以
て
、
合
宿
教
室

（東
日
本
）
の
幕
は
閉
ぢ
ら
れ
た
。

‐67‐



合
宿
運
営

【
本

部
】

運
営
委
員
長

【指
揮
班
】

指
揮
班
長

【事
務
局
】

事
務
局
長

若
築
建
設

（株
）

Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス

（株
）

（株
）
元
ア
ル
バ
ッ
ク

（株
）
茨
城
新
聞
社

Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
本
部
　
　
　
　
　
最
知
　
浩

一

国
民
文
化
研
究
会
事
務
局
長

池
松
　
伸
典

小
柳
志
乃
夫

北
濱
　
道

佐
川
　
友

一

栗 磯
方 貝
恵
美 保
子 博
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走
り
書
き
の

″感
想
文
〃

こ
れ
は
閉
会
間
ぎ
は
の

一
時
間
余
で
参
加
者
全
員

に
、
二
泊
三
日
間
の
感
想
を
走
り
書
き
で
書
い
て
も
ら

っ
た
も
の
で
す
。
「仮
名
遣
ひ
」
は
原
文
の
ま
ま
で
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。



学
問
と
は
自
分
の
心
を
鍛
え
る
こ
と

６
Ｆ
”ｏ■
ｏｓ
８
Ｐ
Ｆ
口

二
年
　
柏
原
永
明
）

私
は
八
年
間
英
国
の
学
校

（小
五
～
高
三
）
で
勉
強
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
母
国
を
離
れ
て
暮
ら
す
う
ち
、楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

辛
い
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
何
よ
り
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ

と
を
馬
鹿
に
さ
れ
た
り
、
時
に
は
虐
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

本
国
内
で
も
偏
見
や
理
不
尽
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

合
宿
の
前
ま
で
ず

つ
と
憂
鬱
な
気
分
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
講

義
の
中
で
励
み
と
な
る
言
葉
を
学
び
ま
し
た
。
「学
問
と
は
自
分
の
心
を

鍛
え
る
こ
と
」
小
田
村
寅
二
郎
先
生
の
お
教
え
で
す
。
合
宿
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
自
分
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
貰
え
た
こ

と
に
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
色
々
教
え
て
下
さ
つ
た
先
生
、
共

に
学
ん
だ
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
も
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

強
靭
な
こ
こ
ろ
を
も
ち
て
目
指
す
べ
き
我
が
学
問
を
深
め
て
い
き
た
し

合
宿
で
学
ん
だ
三

つ
の
こ
と（東

京
大
学
　
教
養
　
一
年
　
江
上
隆
介
）

合
宿
で
大
切
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。　
一
つ
目
は
心
で

感
じ
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
物
事
の
本
質
を
掴
む
た
め
に
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
合
宿
の
中
で
幾
度
も
感
じ
ま
し
た
、
そ
の
た
め

に
は
正
確
に
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
謙
虚
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
感
じ
取
る
こ
と
を
最
も
必
要
と
す
る
短
歌
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。
短
歌
創
作
は
困
難
で
し
た
が
続
け
て
ゆ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
原
典
を
読
む
こ
と
で
す
。
合
宿
で
、
古
事
記
、
十
七
条
憲
法
、

御
製
等
数
多
く
の
原
典
に
触
れ
ま
し
た
が
、
原
典
の
魅
力
は
自
分
の
心

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
存
在
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
原
典
に
触
れ
る
こ
と
は
江
崎
道
朗
先
生
が
仰

っ
た

「現
場
を
知
る
」
こ
と
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

三
つ
日
は
、
様
々
な
物
事
に
つ
い
て

「何
」
「な
ぜ
」
と
考
え
る
こ
と
で

す
。
学
問
と
は
何
か
、
日
本
と
は
ど
う
い
つ
国
か
、
そ
の
歴
史
を
な
ぜ

学
ぶ
の
か
、
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

合
宿
で
学
び
し
，」と
の
多
き
こ
と
頭
は
疲
れ
心
は
嬉
し

相
手
の
話
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ

（信
州
大
学
　
繊
維
　
一
年
　
渡
辺
平
祐
）

私
は
こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
前
は
、
「理
系
だ
か
ら
」
「国
語
は
苦
手

だ
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て
、
古
文
や
和
歌
か
ら
距
離
を
置
い
た
り
、
興

味
を
示
さ
な
か
つ
た
り
し
て
、
自
分
で
学
ぶ
機
会
さ
え
遮
断
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
参
加
し
て
、
先
人
か
ら
学
ぶ
大
切
さ
や
、
短
歌
を
創
作

す
る
こ
と
の
大
変
さ
、
そ
し
て
自
分
の
思
っ
て
い
る
よ
う
な
形
で
表
現
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で
き
た
時
の
う
れ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
最
も
印
象
に
残

っ
た

講
義
は
江
崎
道
朗
先
生
の
お
話
で
す
。
相
手
の
話
を
正
確
に
理
解
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
具
体
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も

感
心
し
た
と
同
時
に
、
自
分
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
晴
れ
て
嬉
し
い
気
持

ち
で

一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
の
間
で
起
こ
る
話
の
ズ
レ
や
理
解
度

の
違
い
は
国
同
士
で
も
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
中
で
、
我
流
で
は
な
く
専
門
家
の
力
を
か

り
て
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
勉
強
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
わ

か
つ
た
の
で
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
前
に
一進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

班
別
の
皆
と
の
会
話
盛
り
上
が
り
心
の
深
ま
る
合
宿
教
室

和
歌
相
互
批
評
が
嬉
し
か

っ
た

（明
治
大
学
　
政
経
　
四
年
　
江
崎
光
太
郎
）

こ
の
合
宿
で
は
心
を
働
か
せ
る
学
問
が
で
き
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

青
山
直
幸
先
生
の
御
講
義
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

「明
治
維
新
の
農
翰
」

を
心
を
働
か
せ
て
読
む
と
、
十
六
歳
の
明
治
天
皇
が
い
か
に
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ヤ
ー
と
向
き
合
い
、
国
の
舵
を
取

っ
て
き
た
の
か
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
、
今
回
初
め
て
自
分
も
国
民
と
し
て
し
つ
か
り
皇
室
を
支
え

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
和
歌
相
互
批
評
も
大
変
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
自
分
の
歌
に
対
し
何
を
表
現
し
た
か
つ
た
の
か
を

一
生
懸
命
考
え

て
く
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
で
色
々

な
人
と
付
き
合
う
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
様
に
自
分
の
感

情
を
素
直
に
吐
露
す
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
体
験
を

カ

メ
ラ

・
レ
ポ
ー

ト

ー

―

 
‐

開会丸 筑波大学大学院二年の横川翔君 (右)の開会宣言で合宿教室は幕を開けた。
主催者を代表して今林賢郁理事長 (左)は 「真に独立国家として日本を再建するた
めに、道標となる日本の古典に触れて、先人が何に生きがひや価値を置いてきたの
か学んでほしいJと挨拶した。
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通
し
て
自
分
が
如
何
に
正
確
に
言
え
て
い
な
い
か
、
聞
き
取
れ
て
い
な

い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
勿
体
な
い
な
と
感
じ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
地
道
に
学
問
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
宿
で
心
を
込
め
て
語
ら
ひ
し
仲
間
と
別
れ
る
時
の
悲
し
き

自
分
の
学
び
は
間
違

っ
て
い
な
か

つ
た

（佐
賀
大
学
　
文
化
教
育
　
四
年
　
藤
近
晃
久
）

江
崎
道
朗
先
生
は
ご
講
義
で
自
分
の
心
を
鍛
え
て
行
く
こ
と
が
学
問

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
最
近
の
自
分
は

「学
問
」
を
し
て
い
な
か

っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。
学
問
に
励
め
ば
励
む
ほ
ど

″自
分
と
い
う
存

在
が
い
か
に
未
熟

。
未
完
で
あ
る
か
″
を
知
る
と
の
小
田
村
寅
二
郎
先

生
の
言
葉
も
お
聞
き
し
て
、
や
は
り
日
々
読
書
を
通
し
て
先
人
の
叡
智

に
学
ん
だ
り
短
歌
の
修
行
を
積
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

学
問
に
お
い
て
も
特
に
江
崎
先
生
が
繰
り
返
し
言
わ
れ
た

「正
確
に

聞
く
」
と
い
う
姿
勢
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
先
生
は
、
山
田
輝
彦
先
生
の
御
言
葉
を
引
用
さ
れ
て
、
正
確
に
聞
く

力
が
し
き
し
ま
の
道

（短
歌
）
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
を

こ
め
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
テ
）
の
こ
と
は

一
つ
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

江
崎
先
生
の
よ
う
に
、
今
の
時
代
を
切
り
拓
く
力
に
な
る
こ
と
を
知
っ

た
か
ら
で
す
。
今
を
生
き
る
大
学
生
と
し
て
、
自
分
が
行

っ
て
き
た
学

び
は
間
違

っ
て
い
な
か
っ
た
と
の
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。

学
問
を
日
々
重
ね
つ
つ
日
の
本
を
正
し
く
導
く
学
生
と
な
ら
む

し
き
し
ま
の
道
を
踏
む
こ
そ
難
し
き
時
代
を
拓
く
力
を
信
す
る

「し
ら
す
」
に
日
本
の
国
柄
を
感
じ
た

父
株
）
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
　
内
海
勝
彦
）

久
々
に
学
生
班
長
を
務
め
さ
せ
て
戴
い
た
が
、
班
員
達
の
真
剣
に
学

ば
ん
と
す
る
熱
意
と
真
摯
な
姿
勢
に
、
却
っ
て
こ
ち
ら
も
新
鮮
な
気
持

ち
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
有
難
か

っ
た
。

講
義
で
は
江
崎
道
朗
先
生
の
学
生
時
代
で
の
小
柳
陽
太
郎

・
山
田
輝

彦
両
先
生
と
の
出
会
ひ
の
話
に
感
銘
を
受
け
た
。
「い
ま
の
自
分
が
理
解

で
き
な
い
だ
け
で
、
素
晴
ら
し
い
叡
智
が
先
人
の
文
章

。
発
言
に
は
込

め
ら
れ
て
い
る
」
「正
し
い
と
思

っ
て
聞
く
必
要
は
な
い
が
、
正
確
に
聞

く
よ
う
に
務
め
る
」
と
の
教

へ
を
今
後
の
指
針
と
し
た
い
。
ま
た
、
青

山
直
幸
先
生
の
ご
講
義

「日
本
の
国
柄
」
で
の
、
天
皇
の
ま

つ
り
ご
と

の
本
質
を
表
す

「し
ら
す
」
に
つ
い
て
の
本
居
宣
長
の
説
明

「み
な
自

分
以
外
に
あ
る
他
の
物
を
、
我
が
身
の
内
に
う
け
入
れ
て
、
気
持
の
上

で
、
他
の
物
と
我
と
が

一
つ
に
な
る
こ
と
」
を
読
み
、
改
め
て
宣
長
の

見
識
の
高
さ
に
感
服
す
る
と
共
に
、
こ
の
姿
勢
が
聖
徳
太
子
の
言
は
れ

る

「自
他
の
二
境
を
存
せ
ず
」
で
あ
り
、
「君
民

一
体
」
の
日
本
の
国
柄

そ
の
も
の
だ
と
感
じ
た
。

池
松
伸
典
運
営
委
員
長
の
講
話
を
聴
き
て

忙
し
き
合
間
の
中
に
も
歌
を
詠
む
時
を
作
れ
と
友
は
語
り
ぬ

今
回
出
会

っ
た

一
班
諸
君
と
の
交
流
を
つ
づ
け
る
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全
九
富
山
県
立
富
山
工
業
高
等
学
校
教
諭
　
岸
本
　
弘
）

池
松
伸
典
運
営
委
員
長
が
講
話
の
中
で

「合
宿
の
感
動
も
日
が
経
て

ば
薄
れ
る
」
こ
と
を
話
さ
れ
た
が
本
当
に
さ
う
だ
と
思
ふ
。
そ
ん
な
自

分
の
心
に
ど
う
問
ひ
か
け
、
励
ま
し
て
ゆ
く
か
、
そ
れ
が
合
宿
直
後
か

ら
の
課
題
で
あ
ら
う
。

昨
夜
も
今
林
賢
郁
理
事
長
と
二
人
で
語
り
合
ふ
時
間
を
持

っ
た
が
、

今
後
の
合
宿
の
継
続
に
つ
い
て
何
も
妙
案
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
地
道
に
継
続
し

一
人
で
も
二
人
で
も
心
あ
る
学
生

。
青
年
と
の

出
会
ひ
を
心
待
ち
に
す
る
の
み
で
あ
る
。

ま
づ
今
回
出
会

っ
た

一
班
諸
君
と
の
交
流
を
つ
づ
け
る
こ
と
も
最
優

先
の
課
題
で
あ
ら
う
。

合
宿
の
終
る
間
際
に
富
士
の
嶺
は
じ
る
く
立
ち
た
り
何
と
う
れ
し
き

大
変
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
い
た（伊

佐
ホ
ー
ム
ズ
雀
り
　
小
柳
雄
平
）

班
付
と
し
て
加
は
り
ま
し
た
が
、
皆
と
て
も
良
い
学
生
で
自
分
の
気

持
ち
を
正
し
く
表
現
し
よ
う
と
、
又
、
相
手
の
心
を
正
し
く
聞
き
と
ら

う
と
し
て
ゐ
る
姿
は
、
ま
こ
と
に
清
々
し
く
、
た
の
も
し
く
思
ひ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
共
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

短
歌
導
入
講
義
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
合
宿
前
か
ら

運
営
委
員
長
の
池
松
伸
典
先
輩
、
ま
た
、
指
揮
班
の
最
知
浩

一
先
輩
、

北
濱
道
先
輩
、
佐
川
友

一
先
輩
。
ま
た
わ
ざ
わ
ざ
山
梨
か
ら
指
導
に
と

来
て
下
さ

っ
た
前
田
秀

一
郎
先
輩
と
何
度
も
顔
を
合
は
せ
た
り
、
メ
ー

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

２

オリエンテーション。池松伸典合宿運営委員長 (右)は「講師のお話とともに班員
の言葉にも耳を傾けて、心で感じてほしい。一つでも心に残る言葉を持ち帰ってほ
しい」と呼び掛けた。最知浩一合宿指揮班長 (左)は、合宿生活を送る上での諸注
意を説明した。
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ル
上
で
内
容
を
修
整
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
穴
井
宏

明
兄
、
高
木
雅
史
兄
と
友
人
も
講
義
を
聞
き
に
と
参
加
し
て
下
さ

つ
て
、

何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ
思
ひ
で
す
。

し
か
し
今
思

へ
ば
大
変
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
な

か
普
段
の
生
活
の
中
で
学
問
を
し
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
に

日
頃
よ
り
少
し
づ
つ
深
め
て
ゅ
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

お
互
ひ
の
心
を
正
し
く
解
せ
む
と
班
別
研
修
に
友
ら
励
み
ぬ

江
崎
道
朗
先
生
と
和
歌
相
互
批
評
の
感
動

（福
岡
教
育
大
学
　
教
　
四
年
　
堤
　
正
史
）

江
崎
道
朗
先
生
の
講
義
で
、
国
文
研
の
二
人
の
先
生
、
小
柳
陽
太
郎

先
生
と
山
田
輝
彦
先
生
か
ら
、
「先
人
の
叡
智
に
ふ
れ
、
学
ぶ
こ
と
」
「正

確
に
間
く
こ
と
」
を
教
わ

っ
た
と
話
さ
れ
た
。
私
が
驚
い
た
の
は
、
そ

れ
を
受
け
た
江
崎
先
生
は
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
、
そ
し
て
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
両
先
生
に
教
授
を
い
た
だ
こ
う
と
食
ら
い
つ
い
た
こ
と
で
あ

っ

た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
江
崎
先
生
は
今
や
、
日
本
の
政
治
の
最
先

端
で
、
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

次
に
和
歌
相
互
批
評
で
私
は
、
最
初
、　
一
輪
の
花
を
見
て
、
そ
れ
が

小
さ
い
な
が
ら
も
、
懸
命
に
生
き
る
様
を
感
じ
て
、
「健
気
に
も
咲
く
」

と
詠
ん
だ
。
し
か
し
、
相
互
批
評
で
、
自
分
が
見
た
花
の
様
子
を
、
よ

り
自
分
が
見
た
通
り
に
読
む
こ
と
を
先
生
方
と
共
に
努
め
た
。
そ
の
結

果

「健
気
」
と
い
う
言
葉
は
な
く
な

っ
て
、
か
わ
り
に

「地
を
覆
ふ
苔

の
中
に
も

一
輪
の
自
く
小
さ
き
花
の
咲
き
た
り
」
と
な

つ
た
。
不
思
議

な
こ
と
に
、
私
の
感
じ
た
花

へ
の
思
い
、
そ
の
生
命

へ
の
感
動
が
、
情

景
を
詠
ん
だ
だ
け
な
の
に
、
伝
わ

っ
て
く
る
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
私

は
歌
の
本
質
、
す
な
わ
ち
、
見
た
も
の
に
対
す
る
感
動
は
正
確
に
言
葉

に
す
れ
ば
伝
わ
る
と
い
う
事
を
実
感
し
た
。

江
崎
道
朗
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て
し

師
の
言
葉
し
か
と
噛
み
し
め
行
動
す
る
大
人
の
生
き
方
ま
ね
て
生
き
な

む
江
崎
道
朗
先
生
と
聖
徳
太
子
の
教
え

（皇
學
館
大
学
　
文
　
一二
年
　
小
野
寺
崇
良
）

私
は
今
回
で
二
回
目
の

「合
宿
教
室
」
参
加
と
な

つ
た
。
講
師
の
江

崎
道
朗
先
生
は
国
際
政
治
等
に
関
わ
る
発
言
の
中
で
、
学
生
時
代
の
国

文
研
で
の
学
び
が
ど
う
活
か
さ
れ
た
の
か
お
話
さ
れ
た
。
「相
手
の
話
を

正
確
に
理
解
す
る
こ
と
」
こ
こ
を
中
心
に
、
今
で
も
大
い
に
活
か
さ
れ

て
い
る
根
本
的
な
学
び
を
、
和
歌
や
古
典
の
学
習
、
そ
れ
に
国
文
研
の

先
生
方
の
本
を

一
字

一
句
を
書
き
写
す
な
ど
し
て
、
自
ら
の
も
の
に
し

て
き
た
江
崎
先
生
の
姿
勢
を
知
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
「日
本
を
良

く
す
る
た
め
、
叡
智
を
持
っ
た
方
々
に
勇
気
を
以
っ
て
教
え
を
請
う
」

と
仰

っ
た
先
生
の
意
見
に
は
、
私
自
身
学
び
の
活
力
を
頂
い
た
。

ま
た
、
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
で
は
、
第
十
条
の

「我
独
り
得
た
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り
と
雖
も
衆
に
従
ひ
て
同
じ
く

挙

へ
」
と
の
言
葉
に
強
い
印
象
を
持

っ

た
。私
自
身
の
行
動
や
大
学
で
の
体
験
と
重
ね
合
わ
さ
り
、
反
省
さ
せ
ら

れ
た
か
ら
だ
。
班
別
討
論
で
前
田
秀

一
郎
先
生
は

「憲
法
十
七
条
も
、

そ
れ
を
痛
感
す
る
出
来
事
が
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
我
々
が

い
つ
痛
感
す
る
か
」
だ
と
仰
っ
た
。
五
年
後
、
十
年
後
、
人
生
経
験
を

積
ん
だ
後
、
そ
の
時
の
私
は
、
古
典
の
何
の
文
章
に
感
動
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
御
殿
場
で
語
り
学
び
し
ふ
る
こ
と
の
教
へ
を
糧
に
学
び
続
け
む

憲
法
十
七
条
と
日
本
の
国
柄
に
つ
い
て

（佐
賀
大
学
　
理
工
　
一
年
　
衛
藤
良
太
）

憲
法
十
七
条
の
第
十
条
の

「共
に
是
れ
凡
夫
の
み
」
の
意
味
に
つ
い

て
、
共
に
至
ら
ぬ
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
体
験
を
伴

っ

て
痛
感
す
る
こ
と
が
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
は
ま
だ
誰
も
が
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
同
胞
感
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
の
解
釈
の
仕

方
を
言
い
、
ど
の
よ
う
な
文
の
と
ら
え
方
が
あ
る
の
か
し
か
見
よ
う
と

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
聖
徳
太
子
の
お
考
え
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
感
想

を
実
感
を
持

っ
て
言
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
。

ま
た
、
青
山
直
幸
先
生
の
「日
本
の
国
柄
」
に
つ
い
て
の
研
修
の
時
、

孝
明
天
皇
や
明
治
天
皇
の
御
製
や
ご
決
意
な
ど
を
読
み
、
天
皇
陛
下
が

い
か
に
国
や
国
民
の
こ
と
を
思
わ
れ
て
い
る
か
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
３

睾

講義。評論家の江崎道朗先生は「日米同盟の行方と中国への姿勢」と題して、 トラ
ンプ米政権が対北朝鮮政策を巡り抱へてゐる課題を解説。その一つは、「朝鮮半島
と南西諸島・台湾の二方面の危機に日本が対処できないこと」と述べた。本合宿教
室で学んだ経験や出会ひが、自らの学問の実践とつながつてゐるとも語つた。
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天
皇
陛
下
は
国
民
を
思

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
神
に
祈

っ
て
い
る
と

い
う
お
話
を
聞
き
、
天
皇
陛
下
が
祈
ら
れ
て
い
る
以
上
、
国
民
も
そ
の

お
祈
り
に
お
応
え
す
る
た
め
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
日
本
の
国
柄
と
は
神
に
祈
ら
れ
て
い
る
天
皇
陛
下
と
、
そ
の

お
祈
り
に
お
応
え
し
よ
う
と
す
る
国
民
が
あ

っ
て
の
も
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

散
策

（短
歌
創
作
）
か
ら
戻
り
し
折

雨
は
上
が
り
富
士
を
ば
見
む
と
振
り
向
け
ど
見
ゆ
る
は
麓
の
岩
肌
ば
か
り

江
崎
道
朗
氏
の
率
直
さ
見
習
い
た
い

（筑
波
大
学
大
学
院
　
一
一年
　
横
川
　
翔
）

講
演
の
主
題
で
あ
っ
た
国
際
政
治
の
こ
と
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
全
く

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
江
崎
道
朗
氏
の
率
直
な
姿

勢
に
は
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
た
。
具
体
的
に
は
、
個
別
で

質
問
を
し
た
と
き
、
評
論
家
で
果
た
し
て
食

っ
て
い
け
る
の
か
な
ど
と

い
う
卑
近
で
礼
を
失
し
た
こ
と
を
尋
ね
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
崎
氏

は
全
く
言
葉
を
濁
さ
ず
に
お
答
え
く
だ
さ

っ
た
。
私
も
斯
く
あ
り
た
い
。

信
用
や
信
頼
と
い
う
の
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
も
思

つ
た
。

秋
雨
の
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
降
る
な
か
を
吾
れ
は
来
に
け
り
御
殿
場
の
地
に

言
葉
の
伝
統
を
学
ん
で

父
株
）
ミ
ラ
ボ
　
増
田
慎

一
）

今
ま
で
あ
ま
り
言
葉
を
意
識
し
て
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
初
め
て
合
宿
に
参
加
し
て
、
改
め
て
我
が
国
の
先
人
が
古
事

記
や
万
葉
集
で
何
と
か
し
て
日
本
固
有
の
言
葉
を
残
そ
う
と
努
力
し
、

大
切
に
守
り
続
け
て
来
た

「言
葉
と
い
う
伝
統
と
文
化
」
の
有
難
味
を

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
他
人
の
言
葉
を
正
確
に
聞
く
よ
う

努
め
、
読
書
で
は
熟
読

。
精
読
し
、
和
歌
創
作
で
自
分
の
感
情
を
何
と

か
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
よ
り
言
葉
の
伝
統
を
身
近
に
感
じ
な
が

ら
生
き
た
い
と
も
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
班
別
研
修
で
は
、

自
分

一
人
で
絶
対
に
読
み
飛
ば
し
て
し
ま
う
文
章
も
、
仲
間
と

一
緒
に

感
想
や
意
見
を
語
り
合
う

。
深
め
合
う
こ
と
で
難
解
な
聖
徳
太
子
の
憲

法
十
七
条
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
合
宿
を
通
し
て
多
く

の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

友
と
学
び
て

日
の
本
の
歴
史
文
化
を
語
り
け
る
友
と
の
時
は
あ
に
忘
る
ま
じ

緊
張
感
と
と
も
に
充
実
し
た
時
を
過
ご
せ
た

（埼
玉
県
庁
企
業
立
地
課
　
飯
島
隆
史
）

二
泊
三
日
と
い
ふ
従
来
に
比
べ
る
と
随
分
短
い
合
宿
教
室
で
あ
り
ま

し
た
が
、
十
分
充
実
し
た
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
池
松
伸
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典
運
営
委
員
長
、
最
知
浩

一
指
揮
班
長
は
じ
め
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
誠

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
何
年
か
振
り
に

「男
子
学
生
班
長
」
を
仰
せ
つ
か
り
、
充
実
し

た
合
宿
教
室
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
な

く
、
班
長
は
気
を
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、
久
し
ぶ
り
に
良
い
経
験
を
致

し
ま
し
た
。

尚
、
何
と
し
て
も
参
加
学
生
が
少
な
く
、
何
か
抜
本
的
な
改
革
を
考

へ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
切
に
思
ふ
次
第
で
す
。

秋
雲
は
高
く
流
れ
て
富
士
の
峰
青
き
み
そ
ら
に
響
え
て
ぞ
立
つ

「共
に
是
れ
凡
夫
の
み
」
の
言
葉
に
ふ
れ
て

（全
日
本
学
生
文
化
会
議
　
清
川
信
彦
）

こ
の
合
宿
を
通
し
て
心
に
残

っ
た
言
葉
は
、
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七

条
の
第
十
条
の

「共
ｔ
堤
れ
凡
夫
の
み
。
（略
）
我
独
り
得
た
り
と
雖
も

衆
に
従
ひ
て
同
じ
く
挙

へ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
学
生
指
導
も
五
年
目

と
な
り
、
「自
分
が
学
生
を
導
か
ね
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
力
み
が
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、自
分
が
変
わ
ら
ね
ば
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
言
葉
に
触
れ
て
、
学
生
の
話
に
も
つ
と
耳
を
傾
け
て
よ

く
聞
こ
う

「共
に
是
れ
凡
夫
の
み
」
の
姿
勢
で
学
生
と
共
に
課
題
を
乗

り
越
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
く
聞
い
て
共
に
進
ん
で
行
く
と
い
う
憲
法
十
七
条
の
精
神

を
思
っ
た
時
、
今
上
陛
下
の
お
姿
が
思
い
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
誰
よ

り
も
自
分
が
よ
く
知
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う
傲
慢
な
ご
姿
勢
で
な
く
、

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

４

班別討論 初日の講義の後の班別討論では、講師を務めた江崎道朗先生も加はり、
班員からの質問を受け、真摯に応へられてゐた。
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全
国
を
く
ま
な
く
ご
巡
幸
さ
れ
、
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
国
民

の
様
子
を
ご
覧
に
な
ら
れ
、
国
民
の
こ
と
を
我
が
事
と
し
て
受
け
止
め

て
く
だ
さ
る
陛
下
の
お
姿
は
憲
法
十
七
条
に
描
か
れ
て
い
る
日
本
人
の

心
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
心
を
御
自
ら
の
お
姿
で
体

現
さ
れ
、
国
民
に
お
示
し
く
だ
さ
る
陛
下
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

と
て
も
有
難
く
思
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
昼
、
富
士
山
の
全
容
見
え
た
り

皆
々
の
願
ひ
届
く
か
雲

一
つ
か
か
ら
ぬ
富
士
を
つ
ひ
に
仰
ぎ
ぬ

日
本
の
国
柄
に
思
ひ
を
馳
せ
た（筑

波
大
学
非
常
勤
講
師
　
布
瀬
雅
義
）

十
数
年
ぶ
り
に
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
人
数
は
以

前
と
比
べ
て
大
幅
に
減

つ
て
ゐ
る
も
の
の
、
池
松
伸
典
運
営
委
員
長
以

下
、
事
務
局
、
指
揮
班
の
皆
様
の
お
陰
で
非
常
に
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

古
事
記
、
憲
法
十
七
条
、
御
製
な
ど
諸
先
輩
方
の
ご
講
義
と
班
別
討

論
で
、
改
め
て
日
本
の
国
柄
に
思
ひ
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

を
糧
に
自
分
の
周
囲
に
語
り
か
け
て
い
き
た
い
。

朝
の
集
ひ
に
て

や
う
や
く
に
姿
を
見
せ
し
富
士
を
背
に
日
の
丸
上
が
り
君
が
代
流
る

数
多
な
る
若
き
友
ら
と
声
合
は
せ
歌
ふ
君
が
代
響
き
わ
た
れ
り

私
が
見
つ
け
た
使
命

「子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
国
柄
を
伝
え
る
」

（福
岡
教
育
大
学
　
教
　
一
一年
　
中
島
朋
子
）

こ
の
合
宿
の
お
か
げ
で
私
が
生
き
る
意
味
、
使
命
と
い
う
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
三
日
間
の
中
で
私
が
見
つ
け
た
使
命
と
は

「子
ど
も
た
ち
に
日

本
の
国
柄
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
日
目
の
青
山
直
幸
先
生

の
ご
講
義
の
中
で
、
歴
代
の
天
皇
方
、
と
り
わ
け
明
治
天
皇
と
昭
和
天

皇
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
こ
の
国
を
守

つ
て
来
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と

に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
の
素
晴
ら
し
い
国
柄
を

守
ろ
う
と
国
是

（国
柄
に
基
づ
く
国
の
方
針
）
と
し
て

「五
箇
条
の
御
誓

文
」
を
発
布
さ
れ
た
明
治
天
皇
。
終
戦
の
ご
決
意
を
さ
れ
、
新
日
本
建

設
に
関
す
る
詔
書
の
中
に
五
箇
条
の
御
誓
文
を
入
れ
ら
れ
た
昭
和
天
皇
。

偉
大
な
先
人
方
が
こ
の
国
の
国
柄
を
守
っ
て
下
さ

っ
た
か
ら
、
私
た
ち

は
今
、
日
本
人
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
本
当
に
有
難
い

な
、
幸
せ
だ
な
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
、
教
師
と
し
て
子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
身
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
国
の
子
供
た
ち
に
日
本
と
い
う
国
が
ど
の
よ
う
な
国
な
の
か
、
私

た
ち
が
今
生
き
て
い
る
日
本
の
い
の
ち
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
師
に
な
り

・78‐



た
い
で
す
。

国
が
ら
を
守
り
給
ひ
し
先
人
の
思
ひ
受
け
止
む
る
学
問
を
積
ま
む

う
る
は
し
き
大
和
言
葉
を
つ
む
ぎ
ゆ
き
し
き
し
ま
の
道
を
踏
み
続
け
た

し

「感
じ
取
る
」
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
神
髄
は
つ
か
め
な
い

（長
崎
大
学
　
教
　
四
年
　
津
田
真
木
）

三
日
間
を
通
し
て
、
今
の
自
分
に
と

つ
て

一
番
大
事
な
も
の
に
気
付

き
ま
し
た
。
そ
れ
は

「感
じ
取
る
」
と
い
ふ
気
持
ち
で
す
。

（高
木
尚

一
先
生
の
言
葉
に
）
「小
林
秀
雄
先
生
が
言
っ
て
を
ら
れ
る

や
う
に

″感
じ
取
る
″
と
い
ふ
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
神
髄
は
つ

か
め
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
私
共
国
文
研
の
運
動
も
、
と
も
す
れ
ば
紙

一

重
の
差
で
概
念
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
、
真
実
に
触
れ
合
ふ

と
い
ふ
機
会
を
失

っ
た
ま
ま
上
す
べ
り
し
て
い
く
と
何
の
た
め
の
運
動

か
わ
か
ら
な
く
な
る
と
思
ひ
ま
す
。
」
こ
の
言
葉
が
今
の
自
分
の
心
に
ど

ん
ど
ん
迫

っ
て
き
て
、
私
の
心
を
グ

ツ
と
掴
ん
で
、
今
後
も
離
さ
な
い

と
思
い
ま
す
。
（紙
に
書
い
て
部
屋
に
貼
り
ま
す
）
や
は
り
、
ど
ん
な
と

き
で
も
言
葉
に
立
ち
返
り
、
そ
の
と
き
心
が
動
い
た
こ
と
が
蘇

っ
て
く

る
よ
う
な
生
活
を
ど
れ
だ
け
習
慣
化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
今
の
自

分
に
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
，
）
の

一
か
月
忘
れ
か
け
て
い
た
「感

じ
取
る
」
と
い
う
心
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「感
じ
取
る
」
気
持
ち
忘
れ
ず
事
に
触
れ
向
き
合
ひ
つ
づ
く
る
我
で
あ
り

た
し

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

５

講義。國武忠彦氏は「日本のこころ『古事記』」と題し、天武天皇が、古語を筆録
する形で古事記を編んだ動機を、本居宣長の説を通して語つた。古の日本の言葉は
「朴 (すなほ)」 であり、それは上つ代の実の姿を伝へてゐる。グローバル化の中
にある時代だからこそ、日本特有の文化を自覚することが必要だと説いた。
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心
に
残

っ
た
十
六
歳
の

「明
治
天
皇
の
御
決
意
」

（長
崎
大
学
　
教
　
四
年
　
桑
原
由
夏
）

今
回
が
、
二
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
三
日
間
の
学
び
と
多
く

の
方
と
の
語
ら
い
を
通
じ
て

「や
っ
ぱ
り
学
ぶ
の
は
こ
ん
な
に
も
楽
し

い
も
の
だ
！
」
と
、　
一
つ
一
つ
の
講
義
や
班
別
研
修
で
心
に
響
く
言
葉

や
歌
に
出
会
え
た
時
に
気
持
ち
が
大
き
く
高
ま
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

特
に
心
に
残

っ
た
の
は
、
青
山
直
幸
先
生
の
御
講
義
の
中
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た

「明
治
天
皇
の
御
決
意
」
の
文
章
で
す
。
御
歳
十
六
歳
に
し
て

な
ん
で
こ
ん
な
に
も
重
く
苦
し
く
、
し
か
し
強
い
ご
覚
悟
が
伝
わ
る
御

言
葉
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
天
皇
と
し
て
、
た
っ
た
お

一
人
で

日
本
を
、
日
本
国
民
を
背
負
わ
れ
る
こ
と

へ
の
責
任
、
恐
れ
、
不
安
。

け
れ
ど
も
そ
こ
に
は

「国
民
全
員
」
と
い
う
ざ

っ
く
り
し
た
も
の
で
は

な
く
、
「国
民

一
人

一
人
」
に
細
や
か
に
目
を
向
け
た
深
く
限
り
な
い
愛

を
感
じ
ま
し
た
。
陛
下
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
国
民
に
御
心
を
寄
せ
て

く
だ
さ
つ
て
い
た
の
か
、
ど
う
日
本
の
行
く
末
を
見
て
い
ら
つ
し
や
つ

た
の
か
、
御
製
や
御
文
章
に
も
っ
と
触
れ
て
、
少
し
で
も
歴
代
天
皇
の

御
心
を
感
じ
て
い
き
た
い
で
す
。
天
皇
陛
下
の
御
心
を
知
る
だ
け
で
な

く
、
ど
う
私
も
生
き
る
か
、
決
し
て
天
皇
陛
下
を
孤
独
に
さ
せ
ず
、
皇

室
が
永
遠
に
続
く
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
を
考
え

た
い
で
す
。

先
人
た
ち
も
仰
ぎ
し
富
士
に
見
守
ら
れ
日
本
の
心
を
学
ぶ
は
う
れ
し
き

雲
の
上
が
り
て
富
士
山
の
全
景
を
仰
ぐ

晴
れ
空
に
雄
々
し
く
立
ち
ぬ
富
士
山
を
三
日
目
に
し
て
見
る
は
う
れ
し

き

天
武
天
皇
の
命
で
作
ら
れ
た
古
事
記

（奈
良
県
明
日
香
村
議
会
議
員
　
柳
谷
信
子
）

突
き
上
げ
る
よ
う
な
感
情
が
沸
い
て
き
て
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
富
士
の
麓
で
国
文
研
に
集
う
聡
明
な
皆
様
と
共
に
過
ご
せ
た
事
は
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
日
常
知
ら
な
か
つ
た
古
代
か
ら
の
日
本
の

歴
史
、
文
化
、
国
柄
を
教
え
て
頂
き
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
ほ
ど
感
動

し
ま
し
た
。
國
武
忠
彦
先
生
の
日
本
の
心

「古
事
記
」
が
、
天
武
天
皇

の
命
で
作
ら
れ
た
こ
と
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
今
住
む
所
は
、

明
日
香
村
の
岡
、
天
武
天
皇
の
飛
鳥
浄
御
原
官
の
辺
り
に
あ
る
の
で
す
。

天
武
天
皇
が
、
当
時
、
中
国
化
す
る
中
で
古
代
の
日
本
の
心
、
言
葉
、

歴
史
を
守
ろ
う
と
さ
れ
て
い
た
事
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
日

香
村
で
は
、
今
、
村
を
あ
げ
て
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
、
万
葉
集
に
は
、
ほ
と
ん
ど
力
を
入
れ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

今
回
、
初
め
て
短
歌
を
ご
指
導
頂
き
、
大
和
言
葉
の
豊
か
さ
と
奥
深
さ

を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
豊
富
な
言
葉
か
ら
自
分
の
心
に
し

つ
く
り
く
る
言
葉
を
選
び
、
リ
ズ
ム
よ
く
歌
う
作
業
は
、
人
間

一
人
ひ

と
り
の
心
の
う
ち
の
表
現
方
法
と
し
て
素
晴
ら
し
い
文
化
で
あ
る
と
同

時
に
こ
の
歌
を
詠
み
合
う
人
々
の
心
が

一
つ
に
な
る
感
情
を
共
有
で
き

る
事
、
相
手
を
思
い
や
り
理
解
し
合
え
る
の
だ
、
そ
れ
が
日
本
文
化
な

の
だ
と
腑
に
落
ち
た
事
、
先
人
の
心
を
共
感
で
き
た
事
に
心
か
ら
喜
び
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を
感
じ
ま
し
た
。　
　
ｉ
・
　
　
　
　
い想

う
る
は
し
き
大
和
の
言
葉
読
み
ゆ
け
ば

古

へ
人
の
心
し
の
ば
ゆ

散
策

（短
歌
創
作
）
の
折
に

あ
が
あ
か

雲
晴
れ
て
富
士
の
麓
に
朱
々
と
輝
く
こ
ぶ
し
の
実
を
み
つ
け
た
り

「後
生
畏
る
べ
し
」
学
生
さ
ん
の
感
性
に
嬉
し
く

父
公
財
）
郷
学
研
修
所
。
安
岡
正
篤
記
念
館
　
嶋
田
元
子
）

今
回
で
三
度
目
の
合
宿
参
加
に
な
り
ま
す
が
同
じ
班
の
学
生
さ
ん
が

皆
し
っ
か
り
し
た
考

へ
、
良
い
感
性
を
持

っ
て
ゐ
た
こ
と
に
驚
き
と
共

に
と
て
も
嬉
し
く
な
り
、
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
持
て
ま
し
た
。
「後

生
畏
る
べ
し
い
ず
く
ん
ぞ
来
者
の
…
」
と
論
語
に
あ
り
ま
す
が
、
偶
々

皆
さ
ん
教
育
学
部
で
教
育
の
大
切
さ
を
充
分
理
解
し
て
ゐ
る
人
た
ち
で

し
た
の
で
、
こ
の
や
う
な
先
生
に
教
は
る
子
供
た
ち
は
幸
運
だ
と
思
ひ

安
心
も
で
き
ま
し
た
。

講
義
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
じ
も
の
（例

へ
ば
聖
徳
太
子
、
古
事
記
、

御
製

↓

を
扱

っ
て
も
そ
の
年
に
担
当
さ
れ
る
講
師
の
先
生
の
着
眼
点

の
違
ひ

（当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
に
、
非
常
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
平
素
の
お
互
ひ
の
研
鑽
の
成
せ
る
業
か
と
痛
感
し
た
次
第
で

すヽ″。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　・」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　ち

短
歌
と
は
己
を
知
り
て
他
人
を
知
る
相
互
理
解
の
最
良
の
方
法

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

６

IⅢl咄柵‖W柵‖冊譴礎議職ν■■=■
3■‐‐́

講義。元 神奈川県立小田原高等学校教諭の原川猛雄氏は「聖徳太子の御言葉に触
れて」と題して、太子が憲法十七条に説かれてゐる教へをひもといた。「お互ひに、
至らぬ凡夫であることに日覚めれば、そこに他者との広やかな共感の世界が開けて
来る」と語つた。
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何
回
も
子
供
達
と
朗
誦
し
た

「古
事
記
」
の
成
り
ま
せ
る
神

（野
々
村
悦
子
）

二
回
目
の
国
文
研
の
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
は
女
子
班
の
学
生
さ
ん
達
の
国
に
対
す
る
思
ひ
が
熱
く
日
本
人

と
し
て
生
ま
れ
た
こ
の
国
を
よ
り
よ
く
自
分
達
で
築
い
て
行
く
と
確
固

た
る
志
を
持

っ
て
を
ら
れ
る
こ
と
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
難
し
い
国

柄
も

「し
ら
す
」
と
云
ふ
言
の
葉
を
理
解
し
自
分
の
も
の
と
し
て
自
分

の
言
葉
で
皆
様
に
伝

へ
る
こ
と
が
で
き
て
を
ら
れ
、
頼
も
し
い
と
思
ひ

ま
し
た
。

私
は
國
武
忠
彦
先
生
の

「日
本
の
こ
こ
ろ

『古
事
記
し

の
講
義
が

一

番
自
分
に
は
よ
く
理
解
で
き
た
と
思
ひ
ま
す
。
古
よ
り
伝

へ
ら
れ
た
る

我
が
国
最
古
の
歴
史
書
の
神
々
の
お
産
れ
に
な
る
お
話
し
の
中
の
成
り

ま
せ
る
神
、
私
は
以
前
子
供
達
と
何
回
も
声
を
出
し
て
朗
誦
し
て
行
く

う
ち
に
子
供
達
も
私
も
何
の
不
思
議
も
な
く
あ
あ
本
当
に
こ
の
物
語
り

の
ま
ま
国
生
み
は
な
さ
れ
今
の
日
本
が
あ
る
の
だ
と
信
じ
て
疑
ふ
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
を
運
営
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
よ

う
た
詠
む
は
お
の
が
真
心
伝

へ
ん
と
現
は
す
言
の
葉
い
の
ち
な
り
け
り

改
め
て
気
付
き
考
え
さ
せ
ら
れ
た
憲
法
十
七
条

。
日
本
の
國
柄

（日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
　
野
々
村
美
紀
子
）

終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
合
宿
で
し
た
が
毎
日
の
御
講

義
の
内
容
が
と
て
も
濃
く
、
充
実
し
た
日
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

憲
法
十
七
条
や
日
本
の
國
柄
等
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
全
く

意
識
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
と
い
う
國
に
生
ま
れ
日
本
人
と
し
て
こ
の
國
の
素
晴
ら
し
さ
、
心

の
在
り
方
を
も

つ
と
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
常
に
お
だ
や
か
な

心
で
、
ま
た
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
こ
の
國
の
良
さ
を
今
回
の
御
講
義

を
踏
ま
え
文
献
を
改
め
て
読
み
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

班
別
研
修
で
は
、
大
学
生
の
方
々
の
真
摯
な
姿
に
心
を
う
た
れ
、
こ

の
國
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
い
う
熱
意
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
良
い

人
々
、良
い
文
章
に
触
れ
る
こ
と
が
人
間
を
高
め
る
と
の
お
話
も
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
合
宿
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
と
し
て
の
心
の
在
り

方
は
普
段
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
仕
事
等
全
て
の
こ
と
に
通
じ
る
は
ず

で
す
。
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
今
後
の
自
分
に
活
か
し
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
ふ
れ
た
る
日
の
本
に
生
ふ
る
喜
び
を
述
ぶ
る
若
人
ま
ぶ
し
か
り
け
る

他
人
の
話
を
正
確
に
聴
く
こ
と
の
大
事
さ

公
九
三
菱
重
工
業

（株
）
　
島
津
正
数
）

今
回
は
女
子
班
の
班
長
と
い
ふ
こ
と
を
開
催
日
の
朝
聞
き
、
少
々
面
喰

ひ
ま
し
た
が
、
班
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
中
身
の
濃
い
班
運

営
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
を
り
ま
す
。
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今
回
の
合
宿
で
特
に
強
烈
な
印
象
が
残
り
ま
し
た
の
は
、
江
崎
道
朗

先
生
の
ご
講
義
と
青
山
直
幸
先
生
の

「日
本
の
国
柄
」
の
ご
講
義
で
し

た
。
江
崎
先
生
は
冒
頭

ズ
「
日
の
私
が
あ
る
の
は
国
文
研
の
小
柳
陽
太

郎
先
生
と
山
田
輝
彦
先
生
の
お
蔭
で
あ
る
」。
「正
し
い
と
思
っ
て
聞
く

必
要
は
な
い
が
、
正
確
に
聞
く
よ
う
に
努
め
る
」
で
あ

つ
た
。
江
崎
先

生
は
、
正
確
に
聞
く
た
め
に
先
人
の
書
か
れ
た
本
を
二
冊
手
書
き
で
写

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
更
に
深
く
理
解
す
る
た
め
に
小
柳

・
山
田
両
先

生
に
分
か
る
ま
で
質
問
攻
め
に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

江
崎
先
生
の
講
義
は
ま
る
で
合
宿
導
入
講
義
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
そ

の
後
の
班
別
研
修
で
は
、
班
員
は
、
各
講
義
に
つ
い
て
ど
う
正
確
に
聴

い
て
き
た
か
、
心
に
残
っ
た
言
葉
は
何
で
あ
つ
た
か
を
確
り
述
べ
て
く

れ
、
誠
に
意
義
深
い
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

ξ
ぎ勧
別
研
修
で
明
治
天
皇
の
御
製

「月
」
を
読
み
て

御
父
君
を
偲
ば
る
る
歌
身
に
染
み
て
お
も
は
ず
吾
が
ほ
ほ
濡
れ
に
け
る

か
な信

じ
る
こ
と
は
伝
は
る
も
の

（三
菱
地
所

（株
）
都
市
開
発
第
二
部
　
上目
山
直
幸
）

今
回
の
合
宿
は
、
二
泊
三
日
の
短
い
日
程
で
あ

っ
た
が
、
非
常
に
密

度
の
濃
い
合
宿
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
初
日
目
の
江
崎
道
朗
先
生
の
御
講

義
は
、
実
に
心
に
残
る
内
容
で
あ

っ
た
。
ご
自
分
の
現
在
の
活
動
の
源

泉
が
、
小
柳
陽
太
郎
、
山
田
輝
彦
両
先
生
の
教

へ
に
あ
る
こ
と
を
話
さ

れ
た
こ
と
が
、
よ
り
参
加
者
の
意
識
を
高
め
た
や
う
に
思
ふ
。
こ
と
に
、

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
７

短歌創作導入講義。伊佐ホームズ (株)の小柳雄平氏は「短歌を創作するといふこ
とは、豊かな心を育てるための修練」と述べ、「先づは小さな感動であっても、そ
の一点に深く思ひを留めて自分の感動を正確に見つめて、それを言葉に表現してほ
しいJと 説いた。
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事
実
を
正
確
に
調
べ
る
こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
正
確
に
聞
く
こ
と
の

大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
参
加
者
に
感
銘
を
与

へ
た
こ

と
と
思
ふ
。

私
は
二
日
目
の
夜
の
講
義
を
担
当
し
、
「日
本
の
国
柄
」
と
い
ふ
題
で

お
話
を
し
た
が
、
舌
足
ら
ず
で
、
充
分
に
意
を
尽
く
し
た
と
は
言
ひ
難

い
が
、
参
加
学
生
が
、
五
箇
条
の
御
誓
文
に
込
め
ら
れ
た

″
明
治
の
精

神
″
に
触
れ
、
孝
明
天
皇
の
御
志
に
涙
を
流
し
て
感
動
し
て
く
れ
た
こ

と
は
、
私
に
と
つ
て
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
信
じ
る
こ
と
は
、

伝
は
る
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
実
感
し
た
。
例
年
に
比
べ
、
短
歌
班
別

相
互
批
評
の
時
間
が
長
く
、
じ
っ
く
り
と
相
互
批
評
に
取
り
組
め
た
こ

と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
批
評
後
の
短
歌
を
詠
む
学
生
の
表
情
が
、
さ
は

や
か
で
あ

っ
た
。

朝
の
つ
ど
ひ
に
て

お
ほ
ひ
た
る
雲
切
れ
初
め
て
富
士
山
の
う
す
青
き
峯
現
は
れ
て
来
ぬ

朝
ま
だ
き
吹
き
く
る
風
に
山
す
そ
の
雲
は
静
か
に
流
れ
ゆ
く
な
り

流
れ
ゆ
く
白
雲
見
れ
ば
み
友
ら
と
今
日
は
別
れ
と
の
思
ひ
浮
か
び
く

大
学
生
の
参
加
者
を
増
や
し
た
い公

九

（株
）
講
談
社
　
藤
井
　
一５

久
し
ぶ
り
の
参
加
で
、
忘
れ
か
け
て
ゐ
た
こ
と
を
思
ひ
出
さ
し
め
ら

れ
た
。
講
義
を
聴
き
班
別
討
論
を
す
る
基
本
的
な
合
宿
の
流
れ
が
懐
か

し
く
、
厳
し
い
合
宿
が
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
安
心
感
を
持
つ
一
方
、

参
加
者
と
く
に
学
生
数
の
圧
倒
的
な
減
少
は
、
愕
然
た
る
思
ひ
で
あ
る
。

大
学
の
先
生
、
高
校
の
先
生
を
説
得
し
、
大
学
生
の
参
加
者
を
最
小
で

も
百
名
は
確
保
で
き
な
い
も
の
か
。　
一
名
の
参
加
で
よ
い
じ
ゃ
な
い
か

と
い
ふ
声
も
聞
い
た
が
、
国
文
研
会
員
の
合
宿
教
室
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。

続
け
る
こ
と
に
意
味
は
あ
る
と
思
ふ
が
、
勧
誘
活
動
の
方
法
論
は
再
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
考

へ
る
。
日
程
は
、
二
泊
三
日
だ
と
慰
霊
祭
、
夜

の
集
ひ
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
三
泊
四
日
以
上
の
復
活
を
望
む
。

身
を
つ
く
し
心
つ
く
し
て

一
人
で
も
こ
の
合
宿
に
誘
は
ん
と
思
ふ

「し
ら
す
」
「お
ほ
み
た
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残

っ
た

公
九
私
立
高
校
副
校
長
　
水ヽ
井
敏
勝
）

ご
講
義
を
聞
い
て
、
「し
ら
す
」
と

「う
し
は
く
」
の
違
い
、
「お
ほ

み
た
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
天
皇
の

民
を

「お
ほ
み
た
か
ら
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
究
極
の
民
主

主
義
と
思
う
。
「し
ら
す
」
と
い
う
言
葉
で
天
皇
の
統
治
が
表
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
若
者
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

我
が
国
の
最
高
権
威
は
、
天
皇
陛
下
で
す
。
来
年
、
新
し
い
元
号
に

な
り
ま
す
。
運
転
免
許
証
を
西
暦
に
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
時
間
の
問
題
で
西
暦
表
記
の
み
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
ヨ
ヽヽ
ビ
ア
ル
ン
に
つ
い
て
の
本
を
書
か
れ
て
い
る
江
崎
道
朗
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先
生
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
つ
て
感
動
で
し
た
。
こ
の
合

宿
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
き
こ
と
学
ぶ
友
と
の
こ
の
五
年
や
ま
と
し
ま
ね
の
光
を
さ
が
す

「正
確
に
人
の
話
を
聞
く
」
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ん
だ

父
一
社
）
日
本
港
運
協
会
　
久
米
秀
俊
）

江
崎
道
朗
先
生
の
お
話
し
で
、
米
国
は
軍
事
、
技
術
、
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ス
、
外
交
、
経
済
を

一
体
と
し
て
考

へ
て
ゐ
る
と
い
ふ
∪
リ
ロ

の

姿
を
お
聴
き
し
、
眼
か
ら
鱗
が
落
ち
た
思
ひ
だ
。
日
本
の
経
済
力
を
低

下
さ
せ
な
い
こ
と
は
、
日
本
の
経
済
の
み
な
ら
ず
、
国
防
上
も
重
要
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

江
崎
先
生
は
、
「正
し
い
と
思
っ
て
人
の
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
正

確
に
人
の
話
を
聞
く
」
と
い
ふ
山
田
輝
彦
先
生
の
言
葉
を
紹
介
さ
れ
た
。

ど
ん
な
考

へ
の
人
と
も
話
を
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
に
活
動
さ
れ
る
先
生

の
基
と
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
、
私
自
身
と
し
て
も
大
切
に
し
た
い
。

ま
た
、
原
川
猛
雄
先
生
の
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
の
お
話
し
を
聴

き
、
日
々
の
現
実
の
生
活
に
、
長
年
培

っ
て
こ
ら
れ
た
学
び
が
活
か
さ

れ
て
ゐ
る
こ
と
を
う
か
が
ひ
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

原
川
猛
雄
先
生
の
お
話
を
お
聴
き
し
て

ユ
ー
モ
ア
を
交

へ
話
さ
る
る
先
輩
の
話
し
に
を
の
づ
と
引
き
込
ま
れ
け

り生
活
に
聖
徳
太
子
の
言
葉
の
活
き
じ
こ
と
感
ぜ
ら
る
る
か
も
氏
の
お
話

し
に

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
８

散策。二日日の午後、短歌創作導入講義後に、参加者は屋外にてヤマハギやツルリ
ンドウなどの草花や昆虫を見つけるレクレーションを楽しんだ。そこで得た題材な
どを基に短歌創作に取り組んだ。
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日
本
の
国
柄
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を
い
た
だ
い
た

公
死
座
間
市
立
中
原
小
学
校
教
諭
　
松
本
洋
治
）

合
宿
全
日
程
参
加
し
て
、
全
て
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

江
崎
道
朗
先
生
の
ご
講
義
で
は
、
「人
の
こ
と
ば
を
正
確
に
聞
く
」
こ
と

を
山
田
輝
彦
先
生
、
小
柳
陽
太
郎
先
生
か
ら
学
び
、
実
践
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
学
び
、
私
も
こ
れ
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

他
に
も
世
界
情
勢
の
分
析
に
つ
い
て
、
自
分
も
日
頃
や
っ
て
い
る
つ
も

り
で
も
先
生
の
分
析
と
は
隔
絶
の
感
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

青
山
直
幸
先
生
の
講
義
で
は
、
日
本
の
国
柄
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
時
の
明
治
天
皇

の
ご
覚
悟
、
終
戦
時
の
昭
和
天
皇
の
ご
覚
悟
な
ど
改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
に
も
色
々
と
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
か
ら
の
学
習
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

原
川
猛
雄
先
生
の
ご
講
義
を
聞
い
て

聖
徳
の
み
こ
と
ば
た
ど
り
語
り
か
く
年
月
か
け
て
学
び
し
こ
と
を

自
ら
の
家
族
の
こ
と
も
こ
と
あ
げ
て
太
子
の
こ
と
ば
に
せ
ま
り
ゆ
く
か

な聖
徳
の
真
の
生
き
方
示
さ
れ
て
改
め
て
学
ぶ
道
求
め
た
り

自
分
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
心
地
が
し
て
ゐ
る

（東
京
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
北
崎
伸

一
）

私
は
、
東
京
駅
前
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
ゐ
る
。
そ
の
外
に
国

文
研
の
友
人
の
お
世
話
様
で
札
幌
で
職
を
得
て
ゐ
る
。
そ
の
札
幌
で
地

震
が
起
き
た
。
六
日
の
こ
と
だ
。
幸
い
飛
行
機
が
七
日
に
飛
び
羽
田
に

着
い
た
。
自
宅
に
着
い
た
ら
日
付
が
変
は
っ
て

一
時
に
な

っ
て
ゐ
た
。

合
宿
に
参
加
す
る
の
は
身
体
機
能
的
に
き
つ
い
か
な
と
思

っ
た
。
し

か
し
、
参
加
し
、
山
を
下
り
よ
う
と
す
る
今
、
自
分
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
た
心
地
が
し
て
ゐ
る
。
合
宿
と
は
、
さ
う
い
ふ
と
こ
ろ
だ
。

赤
き
尾
根
形
変

へ
つ
つ
伸
び
て
ゆ
く
夜
明
け
の
空
の
開
き
ゆ
く
ま
ま

ピ
ー
ク
五
つ
頂
き
に
並
び
白
雲
の
前
に
い
で
た
り
御
殿
場
の
富
士

白
旗
雲
か
か
れ
る
峰
の
山
す
そ
の
闇
の
深
さ
の
う
す
れ
ゆ
く
か
な

う
す
れ
ゆ
く
闇
の
深
さ
よ
そ
の
奥
の
沈
む
緑
に
胸
と
ど
ろ
き
ぬ

残
雪
を
ふ
と
こ
ろ
に
抱
く
尾
根
す
ぢ
の
二
つ
走
り
ぬ
頂
き
向
き
て

十
七
条
憲
法
を
詳
し
く
調
べ
た
い

（日
本
大
学
名
誉
教
授
　
夜
久
竹
夫
）

原
川
猛
雄
先
生
の
十
七
条
憲
法
の
ご
講
義
を
関
心
を
持

っ
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。

私
は
、
現
在
大
学
で
教
科
教
育
の
授
業
を
し
て
い
て
、
そ
の
中
の
心

構
え
の
話
題
の
中
で

「以
和
為
貴
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
「和

（日

本
）
を
貴
ぶ
」
と
の
意
味
で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
す
。
原
川
先
生
の
お

話
を
聞
き
、
「和
」
と
い
う
言
葉
に
こ
め
た
聖
徳
太
子
の
思
ひ
の
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

合
宿
後
に
、
十
七
条
憲
法
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
た
い
と
思

っ
た
次
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第
で
す
。

そ
び
え
立
つ
富
士
の
ふ
も
と
で
日
の
本
の
国
柄
に
つ
き
学
ぶ
楽
し
さ

精
進
を
重
ね
死
ぬ
ま
で
学
び
続
け
た
い

公
九
富
士
通

（株
）
　
古
賀
　
智
）

厚
木
で
の
合
宿
以
来
、
五
年
ぶ
り
の
参
加
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間

に
五
歳
歳
を
と

つ
た
詳
で
あ
り
ま
し
て
、
老
い
て
学
ぶ
事
の
意
味
を
少

し
ば
か
り
考

へ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
「老
い
て
学
べ
ば
即
ち
死
し
て

朽
ち
ず
」
と
申
し
ま
す
が
、
こ
の

「死
し
て
朽
ち
ぬ
」
の
は
我
が
身
で

は
な
く
、我
が
精
神
な
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
永
遠
の
生
命
を
得
て
、

未
来
永
劫
わ
が
祖
国
に
留
ま
っ
て
、
将
来
の
我
が
同
胞
の
記
憶
の
中
に

生
き
続
け
る
事
が

「死
し
て
朽
ち
ず
」
の
意
味
で
あ
る
と
思
ふ
詳
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
ま
し
て
、
死
ぬ
ま
で
学

び
続
け
て
い
き
た
い
も
の
と
あ
ら
た
め
て
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
資
料
は
、
い
づ
れ
も
ま
こ
と
に
良
く
ま
と
ま
つ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
読
み
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
に
将
来
に
亘
り
ま
し
て

活
用
い
た
し
た
い
と
考

へ
て
を
り
ま
す
。

同
胞
の
意
識
た
か
め
て
も
ろ
も
ろ
の
祖
国
の
危
機
に
備

へ
て
も
み
む

先
生
方

の
お
話
し
を
聴
き
学
び
直
す
機
縁
を
得
た

全
九
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
教
諭
　
原
川
猛
雄
）

今
回
は
講
義
を
担
当
し
ま
し
た
。
責
任
を
果
た
せ
た
の
か
ど
う
か
心

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト
９

講義。三菱地所 (株)都市開発二部専門調査役 青山直幸氏は、「日本の国柄一明
治百五十年に思ふ」と題して語つた。天皇のまつりごとの本質は「自他の区別がな
くなって一つに溶け込んでしまふ」といふ意味である古事記にある「知らす」とい
ふ言葉に表れてゐると説き、それは明治維新の精神にもなつたと説いた。
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も
と
な
い
で
す
。
ひ
と
ま
づ
無
事
終
は
り
ま
し
た
の
で
は
っ
と
し
て
ゐ

ま
す
。
発
表
ま
で
に
お
世
話
に
な
っ
た
太
子
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

江
崎
道
朗
先
生
の
お
話
し
で
は
あ
ら
た
め
て
日
本
の
置
か
れ
た
状
況

の
厳
し
さ
を
、
國
武
忠
彦
先
生
の
お
話
し
で
は
古
代
の
自
然
に
随
順
し

て
生
き
て
ゐ
た
人
々
の
心
を
伝

へ
る
古
事
記
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
青
山
直
幸
先
生
の
お
話
し
で
は
孝
明
天
皇
か
ら
脈
々
と
受
け
継

が
れ
る
大
御
心
の
系
譜
を
具
体
的
資
料
に
基
づ
き
あ
ら
た
め
て
見
直
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
し
っ
か
り
学
び
直
し
て
い
き
た
い
と
思

ひ
ま
す
。

池
松
伸
典
兄
を
は
じ
め
合
宿
を
運
営
さ
れ
て
き
た
方
々
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
縁
の
下
の
支

へ
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現

さ
れ
た
合
宿
で
Ъ
」
と
思
ひ
ま
す
。

ひ
る
が

へ
る
国
旗
の
向
か
う
に
あ
ざ
や
か
に
富
士
山
見
え
て
心
す
が
し

き

日
本
文
化
の
価
値
継
承
を

（辻
本
泰
久
）

短
歌
創
作
だ
け
で
な
く
、
原
川
猛
雄
先
生
の

「十
七
条
の
憲
法
」
の

ご
講
義
後
の
班
別
研
修
に
お
い
て
は
、
戦
後
に
於
け
る
青
年
の
教
育
の

こ
と
、
安
倍
総
理
の
こ
と
、
小
柳
陽
太
郎
先
生
の

「名
歌
で
た
ど
る
日

本
の
心
」
の
こ
と
、
福
岡
県
立
修
猷
館
高
校
出
身
の
人
が
何
故
多
い
の

か
等
々
、
色
々
な
事
を
意
見
交
換
し
、
ご
教
示
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
は
、
誠
に
貴
重
な
時
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

肝
腎
の
参
加
学
生
数
が
少
な
い
こ
と
も
伺
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
活
動
が
、
関
東
に
お
き
ま
し
て
も
何
と
か
継
続
し
、
か
つ
発

展
を
致
し
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
文
化
の
価

値
を
継
承
し
て
く
れ
る
の
は
、
若
者
し
か
い
な
い
訳
で
す
し
、
こ
の
文

化
を
担

っ
て
来
た
老
人
側
の
自
覚
と
責
任
も
大
き
い
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
に
果
た
す
貴
会
の
役
割
は
大
き
い
も
の
と
考

え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
色
々
と
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
人
と
し
て
歌
を
詠
め
る
よ
う
に
な
り
た
い

（渡
邊
裕
子
）

会
場
の
交
流
の
家
に
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
が
す
ぐ
に
会
場
が
判

明
せ
ず
、
十
五
分
ば
か
リ
ウ
ロ
ウ
ロ
。
矢
印
な
り
と
も
の
標
示
を
し
て

戴
き
た
か
っ
た
。
聖
徳
太
子
の

「十
七
条
の
憲
法
」、
正
に
人
間
の
社
会

に
於
け
る
当
然
の
事
柄
な
れ
ど
、
常
々
、
何
も
考
え
ず
勝
手
に
生
き
て

い
る
自
分
を
痛
感
、
猛
省
し
き
り
。
短
歌
を
詠
む
こ
と
の
難
し
さ
を
覚

悟
し
て
い
た
も
の
の
、
本
当
に
難
し
か
っ
た
。
小
柳
雄
平
先
生
も
メ
ー

ル
に
て
和
歌
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
と
か
。
私
も

一
応
日
本
人
な
ら
ば
、

歌
を
詠
め
る
人
間
に
な
り
た
い
気
場
だ
。

壇
上
に
立
ち
た
る
雄
平
氏
の

顔

に
亡
き
師
の
君
の
面
影
さ
が
す
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日
本
の
本
来
の
姿
を
若

い
人
達
に
伝
え
る

（池
田
秀
子
）

初
め
て

「日
本
の
心
」
を
学
ぶ
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
の
学
び
育

っ
た
時
代
は
、
自
由
平
等
を
旗
印
に
か
か
げ
た
戦
後
の

教
育
制
度
の
も
と
で
し
た
。
国
民
文
化
研
究
会
の
存
在
を
知
っ
た
の
は

六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
し
た
。
聖
徳
太
子
の
時
代
か
ら
の
日
本
の
本

来
の
姿
を
、
今
の
若
い
世
代
の
人
達
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

致
し
ま
す
。
こ
の
会
の
御
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
い
」ざ
い
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
の
御
言
葉
、
興
味
深
く

（浜
崎
祥
江
）

聖
徳
太
子
の
御
言
葉
に
触
れ
て
、
大
そ
う
興
味
深
く
聞
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
資
料
も
分
か
り
易
く
、
大
切
に
保
存
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

和
歌
の
ご
講
義
、
散
策
、
和
歌
作
成
と
、
楽
し
く
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
す
こ
と
が
出
来
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

和
歌
を

つ
く
り
た
い

（坂
本
民
子
）

最
近
感
動
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
講
義
を
う
か
が
い
、

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐０

短歌鑑賞 朝のつどひの中で、短歌鑑賞が行はれた。二日日は国民文化研究会副理
事長の澤部壽孫氏 (右)が戦死された松吉正資さんの歌を、三日日は山梨大学名誉
教授の前田秀一郎氏 (左)が本居宣長と三井甲之の歌を紹介し、参加者とともに朗
誦した。

誠
姜
罐
封
嗣
嗣
デ
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こ
れ
を
機
に
、
和
歌
を
つ
く
る
生
活

（出
来
る
か
ど
う
か
つ
し
を
し
た
い
。

つ
く
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
心
が
育
ち
、
日
常
生
活
で
感
動

す
る
も
の
、
良
い
も
の
が
自
然
に
目
に
入
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
。
先
ず
は
、
古
来
の
名
歌
に
親
し
み
た
い
。

講
義
を
聴
い
て

喜
寿
の
夏
は
じ
め
て
学
ぶ
和
歌
の
道
恥
を
し
の
ん
で
詠
む
こ
の
一
首

感
動
を
求
め
て
日
に
一
首
詠
ま
ん
と
す
九
月
八
日
は
我
が
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス

日
本
の
こ
と
、
も

つ
と
学
び
た
い

（河
口
和
子
）

始
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
の

星
思
法
十
七

条
」
の
お
話
、
と
て
も
よ
い
お
話
で
し
た
。
日
本
に
生
ま
れ
、
年
齢
と

と
も
に
日
本
的
な
こ
と
、
習
慣
、
す
ば
ら
し
い
中
で
生
活
を
し
て
い
て
、

不
勉
強
で
す
が
、
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

雨
に
打
た
れ
富
士
の
裾
野
に
秋
草
の
け
な
げ
に
咲
け
ば
命
か
が
や
く

日
本
語
の
表
現
学
ば
ね
ば

（谷
藤
伸
子
）

短
歌
は
全
く
の
初
心
者
に
て
、
「作
ら
ね
ば
」
と
思
う
気
持
ち
で

一
杯

で
し
た
が
、
珍
し
い
秋
草
を
見
つ
け
る
事
に
よ
り
、
素
直
に
表
し
た
い

気
持
に
変
化
し
た
事
に
自
分
で
も
発
見
の
想
い
で
す
。
何
げ
な
く
過
ご

す
日
々
を
も
う
少
し
丁
寧
に
ま
わ
り
を
気
に
す
る
目
を
持
っ
て
い
く
事
、

日
本
語
の
多
岐
に
わ
た
る
表
現
を
改
め
て
学
ば
ね
ば
と
考
え
さ
せ
て
頂

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
の
参
加
者
が
少
な
い
と
お
聞
き
し
、
又
、
班
に
分
か
れ
て
の
意

見
に

「将
来
の
リ
ー
ダ
ー
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
最
近
は

「特

化
し
た
」
方
向
性
を
取
る
方
が
、
意
欲
に
つ
な
が
る
傾
向
と
考
え
ま
す

の
で
、
「新
し
き
り
―
ダ
ー
像
と
は
」
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
得
る

人
物
を
創
る
セ
ミ
ナ
ー
と
す
る
事
で
も
あ
っ
て
も
良
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
世
界
に
出
て
も
日
本
を
ど
う
伝
え
る
の
か
、
日
本
を
知
ら
ず
し
て
、

世
界
を
相
手
に
意
見
を
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
つ
か
り
日
本
を
知
り
、
世
界
に
胸
を
は
れ
る
日
本
人
と
な
ろ
う
と

呼
び
か
け
た
い
で
す
。

全
国
規
模
の
合
宿
教
室
を
望
む

全
九
日
商
岩
井
（株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本
部
長
　
澤
部
壽
孫
）

先
づ
池
松
伸
典
運
営
委
員
長
、
小
柳
志
乃
夫
兄
、
内
海
勝
彦
兄
、
最

知
浩

一
指
揮
班
長
、北
濱
道
兄
、
佐
川
友

一
兄
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

合
宿
参
加
者
全
員
の
力
が
協
せ
ら
れ
見
事
に
恙
無
く
合
宿
教
室
が
終

了
し
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
学
生
の
数
の
減
少
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
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や
は
り
全
国
規
模

（東
西
分
け
ず
に
）
合
宿
教
室
が
望
ま
れ
ま
す
。
小

手
先
に
走
ら
ず
効
果
的
な
方
策

とを
諧
で
検
討
す
べ
き
と
思
ふ
。

今
よ
り
は
歌
を
詠
ま
む
と
若
き
学
生
壇
上
に
立
ち
言
へ
ば
嬉
し
き

学
生
の
数
は
少
な
く
な
り
た
れ
ど
合
宿
の
灯
は
ゆ
め
消
や
す
ま
じ

誤
れ
る
思
想
と
た
た
い
０
日
の
本
を
守
り
来
た
れ
る
我
が
先
輩
は

学
び
舎
に
新
た
な
る
学
風
興
れ
と
の
切
な
る
思
ひ
湧
き
て
止
ま
ず
も

こ
の
夏
も
皆
の
力
の
協
せ
ら
れ
見
事
に
成
れ
る
合
宿
教
室

先
人
の
命
と
思
ひ
の
つ
み
重
ね

今
九
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所

客
員
教
授
　
山
内
健
生
）

内
容
の
あ
る
合
宿
教
室
で
あ
っ
た
。
講
義
に
は
各
講
師
の
生
き
る
姿

勢
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
と
拝
さ
れ
て
、
単
な
る
知
識
の
披
涯
で
は
な

か
つ
た
。

わ
が
日
本
の
国
が
、
代
々
の
先
人
た
ち
の
命
と
思
ひ
の
つ
み
重
ね
で

今
日
に
ま
で
至

っ
て
ゐ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
し
め
ら
れ
た
。
な

ぜ
古
き
こ
と
を
学
ぶ
の
か
。
言
は
ず
も
な
が
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
よ

り
力
づ
よ
く
明
日
に
向
ふ
活
力
を
得
る
た
め
で
あ
る
。

国
の
誇
り
は
過
去
を
知
る
こ
と
か
ら
湧
き
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

先
人
の
お
蔭
で
今
日
が
あ
る
。
先
人
の
努
力
の
積
み
重
ね
の
大
き
さ
を

実
感
す
る
。
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
日
々
の
行
ひ
が
正
さ
れ
る
も
の
と

思
っ
た
。

男
子
学
生
班
と
若
者
と

一
緒
に
勉
強
で
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
も

の
も
あ
っ
た
。　
一
途
に
求
め
る
こ
と
の
実
践
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト

＝

創作短歌全体批評。国民文化研究会副理事長 澤部壽孫氏は、自分の気持ちを正確
に述べようと努めることは相手の話を正確に聴くといふことの実践でもあると強

調。参加者の創作した一つ一つの作品について、作者の気持ちに寄り添ひながら、

より適切な表現に手直しした結果を示し解説した。
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自
ら
を
鞭
打
っ
た
次
第
とでち
る
。

若
き
ら
の
求
め
る
姿
を
羨
し
と
も
思
ひ
つ
つ
胸
に
鞭
を
打
つ
な
り

今
後
の
国
文
研
事
業

（当
面
）
に
あ
り
方
に
つ
い
て

公
九
東
急
建
設
（株
）
奥
冨
修
一
）

一
．
合
宿
教
室

西
日
本
合
宿
の
運
営
の
実
情
は
知
り
得
て
を
り
ま
せ
ん
が
、
継
続
開

催
が
困
難
な
ら
運
営
実
務
能
力
の
あ
る
東
京
で

一
ヶ
所
開
催
が
良
い
と

思
ふ
。
（運
営
実
務
態
勢
が
可
能
な
ら
関
西
開
催
も
可
）。
会
員
三
十
名
、

学
生
二
十
名
の
五
十
名
目
標
で
も
可
。

一
一．
年
間
を
通
じ
て
の
研
修
事
業
と
し
て
国
文
研
事
業
を
と
ら

へ
る
。

東
京
事
務
所
で
の
例
会
研
修
に
力
を
入
れ
て
新
た
な
仲
間
を
増
や
し

て
い
く
。
最
近
の
参
加
者
数
は
月
平
均
三
十
名
強
、
年
間
四
百
名
に
達

し
て
ゐ
る
。
国
民
文
化
講
座
参
加
者
も
含
め
、
全
て
の
研
修
参
加
者
は

五
百
名
以
上
に
な
っ
て
を
り
、
対
外
的
に
は
こ
の
数
を
レ
ポ
ー
ト
の
上

で
発
信
し
た
ら
ど
う
か
。
「日
本

へ
の
回
帰
」
を
合
宿
教
室
の
報
告
書
で

は
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
の
研
修
事
業
報
告
書
と
し
て
体
制
を
整

へ
る
。

又
、
合
宿
終
了
礼
状
に
も

一
年
の
歩
み
の
概
略
を
盛
り
込
ん
で
の
報
告

と
し
て
体
裁
を
整

へ
た
ら
ど
う
か
、
と
思
ふ
。

課
題
と
し
て
は
、
東
京
の
例
会
の
充
実
を
い
か
に
す
る
か
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
い
か
に
し
て
人
員
を
増
や
し
て
い
く
か
。
ま
づ
は
会
員
の
参
加

者
を
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
か
、
と
も
思
ひ
ま
す
。

「共
に
是
れ
凡
夫
の
み
」
の
お
言
葉

（山
梨
大
学
名
誉
教
授
　
ユ削
田
秀
一
郎
）

二
日
目
の
原
川
猛
雄
先
生
の
御
講
義
は
、
聖
徳
太
子
憲
法
十
七
条
を

中
心
に
太
子
の
御
言
葉
を
わ
か
り
易
く
説
か
れ
た
が
、
特
に

「共
に
是

れ
凡
夫
の
み
」
と
い
ふ
お
言
葉
が
皆
の
心
に
残
り
、
班
別
研
修
で
も
深

く
議
論
さ
れ
た
。
小
柳
雄
平
さ
ん
の
短
歌
導
入
講
義
は
、
短
歌
を
詠
む

意
義
は
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
と
得
心
し
た
体
験
を
話
さ
れ

た
も
の
で
皆
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
青
山
直
幸
兄
の
御
講
義
は
、
わ
が
国

は
天
皇
の
し
ら
す
国
で
あ
る
と
い
ふ
事
実
を
、孝
明
天
皇
、
明
治
天
皇
、

昭
和
天
皇
の
御
事
績
、
御
農
物
や
御
製
を
通
し
て
明
確
に
さ
れ
、
深
い

感
銘
を
与

へ
て
下
さ
つ
た
。
短
歌
創
作
、
全
体
批
評
、
班
別
相
互
批
評

は
、
極
め
て
大
切
で
あ
り
、
短
歌
を
よ
り
良
く
す
る
過
程
を
通
し
て
、

物
の
見
方
や
感
じ
方
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
ふ
。
こ
の
た
め
に

も
相
互
批
評
に
お
け
る
指
導
者
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。
池
松
伸
典

さ
ん
の
講
話
は
、
自
ら
の
体
験
を
率
直
に
述
べ
ら
れ
、
若
い
参
加
者
の

共
感
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

〓
霊
青
山
直
幸
兄
の
御
講
義
を
拝
聴
す

天
皇
の
し
ら
し
し
国
の
国
柄
を
心
を
こ
め
て
語
り
給
へ
り

朝
の
集
ひ

富
士
が
峯
を
背
に
空
高
く
ひ
る
が

へ
る
日
の
丸
の
旗
皆
と
仰
ぎ
つ

‐
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講
義
を
真
剣
に
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
姿

（寺
子
屋
石
塾
主
宰
　
山石
越
豊
雄
）

フ
リ
ー
と
い
ふ
立
場
で
女
子
班
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
講
義
を
真
剣
に
受
け
と
め
学
び
生
か
さ
う
と
す
る
姿
勢
に
感
銘
し

ま
し
た
。
教
員
を
希
望
す
る
班
員
も
何
人
か
を
り
、
日
本
の
国
柄
の
す

ば
ら
し
さ
を
涙
な
が
ら
に
語
る
そ
の
志
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

全
体
感
想
発
表
も
皆
す
ば
ら
し
く
、
日
本
の
将
来
の
た
め
に
も
、
こ

の
や
う
な
志
あ
る
青
年
が
増
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

こ
の
や
う
な
す
ば
ら
し
い
合
宿
で
あ
り
な
が
ら
、
参
加
す
る
学
生
青

年
の
参
加
者
数
が
少
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
ひ
ま
し
た
。
来
年
は
し
っ

か
り
努
力
し
よ
う
と
思
ひ
ま
し
た
。

運
営
上
の
問
題
、
最
後
の
講
義
は
今
ま
で
の
や
う
に
合
宿
の
ま
と
め

と
し
、
最
後
に
折
角
出
会

っ
た
班
員
と
の
今
後
の
活
動
と
連
携
を
図
る

た
め
に
、
班
別
の
時
間
を
取

っ
て
ほ
し
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
今
後
こ
の

学
び
を
ど
う
広
め
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

広
猪
富
士
の
裾
野
が
宿
で
皆
と
共
に
国
旗
に
向
ひ
哺
が
代
歌
ふ

日
本
に
生
き
て
ゐ
る
の
が
幸
せ
と
語
り
た
ま
へ
る
女
性
す
ば
ら
し
き

子
供
ら
に
国
柄
の
よ
さ
伝

へ
ん
と
涙
な
が
ら
に
語
る
女
性
は
も

国
文
研

の
文
化

・
歴
史
観
、
自
信
持

っ
て
広
め
て

公
九
川
崎
重
工
業
（株
）

山
本
博
資
）

カ
メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐２

創作短歌全体批評。参加者の作品に講評が加へられ、対象を正確に詠むとはどうい

ふことか、適切な言葉をさがすとは如何なることなのかが具体的に示された。さま

ざまな歌の情景が浮び上がると、思はず笑いが起こる場面もあつた。
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江
崎
道
朗
先
生
の
講
義
を
聴
き
て

先
人
の
叡
智
を
学
べ
と
師
の
君

（※
）
の
み
言
葉
し
る
べ
に
励
み
給
ひ
き

（※
小
柳
陽
太
郎
先
生
の
こ
と
）

若
き
と
き
学
び
の
集
ひ

（※
）
で
得
し
こ
と
は

「正
し
く
話
を
聞
く
」
と

の
た
ま
ふ

（※
合
宿
教
室
の
こ
と
）

繰
り
か
へ
し
な
ほ
繰
り
か

へ
し
若
き
ら
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
説
き
給
ひ

け
り
富
士
を
仰
ぐ

富
士
が
嶺
を
裾
野
に
来
り
仰
ぐ
と
き
い
よ
よ
気
高
き
山
に
ぞ
あ
り
け
る

晴
れ
わ
た
る
富
士
の
高
嶺
の
自
雲
は
見
る
見
る
う
ち
に
か
た
ち
を
か
ふ

る運
営
委
員
長
は
じ
め
合
宿
教
室
全
体
を
取
り
ま
と
め
た
諸
氏
に
謝
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。
事
故
も
な
く
無
事
成
功
裡
に
終
了
し
た
こ
と
を
喜

び
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

自
信
と
誇
り
を
も
つ
て
国
文
研
の
日
本
文
化

・
歴
史
観
を
広
く
知
ら

し
め
る
こ
と
に
さ
ら
に
注
力
し
参
加
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
も
ら
ひ
た

い
と
思
ふ
も
の
で
す
。
若
き
会
員
諸
氏
の
ア
イ
デ
ア
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。国

柄
を
形
作

つ
た
皇
室
と
和
歌

（ア
サ
ヒ
飲
料
（株
）
澤
部
和
道
）

今
回
、
数
年
振
り
の
合
宿
参
加
と
な
つ
た
。
小
柳
雄
平
君
の
短
歌
導

入
講
義
、
青
山
直
幸
先
生
の
御
講
義
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
良

か
っ
た
。

青
山
先
生
の
お
話
で
は
、
皇
室
と
和
歌
が
国
柄
を
形
作

っ
て
き
た
こ

と
を
改
め
て
教
え
て
頂
い
た
。
孝
明
天
皇
、
明
治
天
皇
の
父
子
に
よ
る

新
日
本
の
建
設
の
く
だ
り
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

富
士
山
の
麓
の
空
気
澄
み
わ
た
り
夜
道
歩
く
も
い
と
清
々
し

小
柳
雄
平
兄
の
講
義
を
拝
聴

父
株
）Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
　
高
木
雅
史
）

今
回
は
学
生
時
代
に
共
に
勉
強
し
た
仲
間
で
あ
る
小
柳
雄
平
兄
が
短

歌
導
入
講
義
を
担
当
す
る
と
の
こ
と
で
、
三
年
ぶ
り
に
合
宿
に
参
加
し

た
。
小
柳
兄
の
短
歌
導
入
講
義
は
、
岸
本
弘
先
生
と
の
歌
の
交
換
の
中

で
詠
ま
れ
た
短
歌
を
題
材
と
し
て
使
っ
て
お
り
、
日
常
の
中
で
短
歌
を

詠
む
姿
、
短
歌
を
通
じ
て
自
分
の
心
を
見
詰
め
る
様
子
や
お
二
人
の
温

か
い
交
流
の
様
子
な
ど
が
学
生
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

学
生
が
少
な
か
つ
た
が
、
全
体
感
想
発
表
を
聞
く
と
感
銘
を
受
け
て
い

る
学
生
も
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
続
け
て
く
れ
れ
ば
よ
い

な
と
思
う
。

合
宿
が
終
は
り
し
後
も
若
き
ら
が
集
ひ
て
学
ぶ
事
を
願
は
ん

人
の
話
を
正
確
に
聴
く
大
切
さ
学
ん
だ

（神
奈
川
県
立
小
田
原
城
北
工
業
高
等
学
校
教
諭
　
中
村
正
和
）

今
回
の

一
番
の
衝
撃
は
、
日
本
の
危
機
を
最
前
線
か
ら
分
析
し
て
語
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る

「日
本
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
江
崎
道
朗
先
生
の
姿
」
で
あ
り
、
先

生
の
説
く
「人
の
話
を
正
確
に
聴
く
ｔ
」と
の
大
切
さ
で
あ
り
ま
し
た
。

國
武
忠
彦
先
生
の
講
話
で
は
、
『
古
事
記
』
の
世
界
に
入
り
込
み
、
共
感

共
鳴
す
る
日
本
の
こ
こ
ろ
と
そ
の

「あ
は
れ
」
に
深
く
感
動
を
覚
え
、

ま
た
、
原
川
猛
雄
先
生
の
講
義
で
は
、
私
た
ち
は
と
も
に
凡
夫
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
良
く
聴
き
、
立
場
の
違
い
を
乗
り
越

え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
聖
徳
太
子
の
御
言
葉
の
深
き
思
い

と
そ
の
志
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
輩
諸
氏
に
心
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
、
国
文
研
の
有
難
さ
が
身
に
染
み
る
と
と
も
に
、
今
、
こ

こ
か
ら
新
た
に
生
き
直
そ
う
と
決
意
す
る
合
宿
と
な
り
、
感
謝
で
す
。

魁
隊
偵
察
員
と
し
て
爆
砕
戦
死
さ
れ
た

松
吉
正
資
氏
の
御
歌
に
触
れ
て

ふ
る
さ
と
の
人
の
な
さ
け
を
抱
き
つ
つ
散
り
に
し
君
を
わ
れ
忘
れ
め
や

日
々
の
学
問
を
進
め
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ

（若
築
建
築
（株
）
池
松
伸
典
）

あ
つ
と
い
ふ
間
の
二
泊
三
日
で
あ

つ
た
。
講
師
の
先
生
方
の
お
話
は

ど
れ
も
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
感
動
を
心
に
焼
き

つ
け
て
今
後
の
人

生
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
。
合
宿
に
参
加
す
れ
ば
改
め
て
、
こ
の
合
宿

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐３

，
V~

講話。池松伸典合宿運営委員長 (若築建設 (株))|ま 「亡き師の言葉」と題して、

国文研に連なる先人の言葉を引いて語つた。忙しさにかまけ、心の生長をなくして

ゐないか、真の心の交流の経験が少ないのではないかと問ひ掛け、「この合宿での

学びから、学問のあり方がいかに大事なのかを心に刻んでほしい」と語り掛けた。
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教
室
の
大
切
さ
が
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
ま
た
江
崎
道
朗
先
生
の
お
話
を

聞
き
な
が
ら
、
日
々
の
学
問
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知

っ
た
。

新
た
な
学
生
を
見
出
し
、
こ
の
道
統
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
、
大
き

な
課
題
と
し
て
目
の
前
に
あ
る
。
先
生
方
が
、
御
苦
労
さ
れ
な
が
ら
引

き
継
い
で
こ
ら
れ
た
あ
と
を
微
力
な
が
ら
つ
く
し
て
い
き
た
い
。

富
士
の
嶺
の
雄
々
し
き
姿
な
が
め
つ
つ
学
び
の
集
ひ
ふ
り
か
へ
り
み
る

原
川
猛
雄
さ
ん
の
お
話
に
初
心
間
は
れ
た
思
ひ

（Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス
（株
）
小
柳
志
乃
夫
）

よ
い
合
宿
で
し
た
。
各
講
義
が
充
実
し
、
池
松
伸
典
運
営
委
員
長
の

最
後
の
講
話
も
有
難
か
っ
た
。
又
、何
よ
り
全
体
感
想
自
由
発
表
で
各
々

に
心
の
こ
も
る
話
う
れ
し
く
聞
き
ま
し
た
。
青
年
協
議
会
の
諸
君
の
言

葉
が
、
以
前
と
随
分
変

っ
て
ゐ
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
澤
部
壽
孫
先

輩
の
短
歌
指
導
の
影
響
も
そ
の
一
つ
の
背
景
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
想

像
し
て
を
り
ま
す
。

自
分
自
身
と
し
て
は
、
原
川
猛
雄
さ
ん
の
お
話
に
学
ぶ
と
こ
ろ
多
く

あ
り
ま
し
た
。
初
心
が
間
は
れ
た
思
ひ
で
す
。

相
互
批
評
に
第
二
班
に
入
り
ま
し
た
が
、
前
田
秀

一
郎
先
輩
の
批
評

を
始
め
て
お
聞
き
じ
、
大
い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
無
駄
を
、

ま
た
概
括
的
な
用
語
を
取
り
除
く
作
業
の
中
に
真
実
を
見
出
し
て
い
く

も
の
で
し
た
。

原
川
猛
雄
先
輩
ご
講
義

飾
ら
ぎ
る
人
柄
の
ま
ま
に
語
り
ま
す
太
子
の
ご
講
義
楽
し
く
聴
き
ゆ
く

凡
夫
の
ま
ま
に
共
に
生
き
ゆ
く
広
き
道
を
強
き
言
葉
に
説
き
た
ま
ひ
け

り

最
終
日

青
空
の
広
が
り
て
今
日
は
富
士
の
嶺
の
大
き
姿
を
仰
ぎ
見
る
か
な

畏
怖
の
情
を
覚
ゆ
る
と
い
ふ
わ
が
甥
の
言
葉
思
は
る
み
山
仰
ぎ
て

素
晴
ら
し
い
講
義
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に

（Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
本
部
事
務
局
　
最
知
浩

一
）

二
泊
三
日
の
夏
合
宿
を
終

へ
て
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
日
程
的
に
短

か
つ
た
合
宿
と
い
う
印
象
が
強
か
つ
た
。
初
日
の
開
会
式
か
ら
始
ま
り

江
崎
道
朗
先
生
の
導
入
講
義
と
國
武
忠
彦
先
生
の
古
典
講
義
。
翌
日
の

原
川
猛
雄
先
生
の
聖
徳
太
子
の
ご
講
義
と
午
後
か
ら
の
短
歌
導
入
講
義
、

短
歌
創
作
、
更
に
夜
の
青
山
直
幸
先
生
の
ご
講
義
と
二
日
目
も
盛
沢
山

の
内
容
だ

つ
た
。
事
前
に
日
程
は
把
握
し
て
ゐ
た
も
の
の
、
や
は
り
行

つ
て
み
る
と
あ
つ
と
い
ふ
ま
に
最
終
日
を
迎

へ
閉
会
式
を
行
つ
た
と
い

ふ
の
が
正
直
な
感
想
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
講
義
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
つ
た
が
、
初
め

て
お
聞
き
し
た
江
崎
先
生
の

「日
米
同
盟
の
行
方
と
中
国

へ
の
姿
勢
」

の
講
義
は
衝
撃
を
受
け
な
が
ら
お
聞
き
し
た
。
私
が
普
段
新
聞
や
テ
レ

ビ
報
道
で
見
聞
き
す
る
外
交
情
勢
や
認
識
と
実
際
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て

ゐ
る
日
米
、
日
中
外
交
が
あ
ま
り
に
も
ず
れ
て
伝
は
つ
て
ゐ
る
こ
と
に

驚
き
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
安
倍
政
権
や
与
党
議
員
、
霞
が
関
の
高
級
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官
僚
達
に
日
本
の
外
交
の
在
り
方
や
真
の
日
本
の
国
益
を
真
剣
に
説
か

れ
、
今
も
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
ゐ
る
先
生
の
ご
努
力
と
実
行
力
に
胸

が
熱
く
な
る
ご
講
義
だ
つ
た
。
も
し
東
日
本
大
震
災
後
も
あ
の
ま
ま
民

主
党
は
じ
め
野
党
が
政
権
を
維
持
し
て
ゐ
た
ら
日
本
は
ど
う
な

つ
て
ゐ

た
の
だ
ら
う
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
は
な
く
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
当

選
し
て
ゐ
た
ら
世
界
情
勢
は
、
は
た
ま
た
北
朝
鮮
は
ど
う
暴
走
し
て
ゐ

た
の
だ
ら
う
か
と
想
像
し
な
が
ら
お
話
を
伺

つ
た
。

今
回
指
揮
班
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
や
は
り
参
加
者
の
こ

こ
数
年
の
激
減
は
寂
し
い
も
の
を
感
じ
た
。
「全
国
学
生
青
年
合
宿
教

室
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
実
際
は
男
女
と
も
に
参
加
者
は
高
齢
化
し
て
を

り
、　
一
般
学
生
及
び
社
会
人
の
参
加
は
数
名
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
合
宿

中
の
諸
準
備
や
事
務
処
理
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
楽
で
は
あ
つ
た
が
、
会

の
存
在
意
義
と
今
後
の
存
続
を
考

へ
る
と
深
刻
な
問
題
だ
。
多
く
の
素

晴
ら
し
い
ご
講
義
と
合
宿
で
の
感
動
を

一
人
で
も
多
く
の
若
い
方
々
に

伝

へ
る
方
途
を
も
う

一
度
皆
で
叡
知
を
し
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
合
宿
で
も
あ
つ
た
。

合
宿
最
終
日
の
早
朝
に
集
ひ
の
広
場
に
て

さ
し
の
ぼ
る
あ
さ
ひ
に
映
え
て
そ
そ
り
た
つ
富
士
の
高
嶺
の
な
ん
と

雄
々
し
き

い
た
だ
き
に
か
か
り
て
あ
り
し
雲
も
は
れ
雄
々
し
き
姿
に
言
葉
も
出
で

ず厳
か
に
響
ゆ
る
姿
を
真
向
か
ひ
に
見
れ
ば
こ
こ
ろ
の
清
し
か
り
け
り

カ

メ
ラ

・
レ
ポ

ー

ト

‐４
ム　庁

ハ

全体感想自由発表  「合宿で生きる力を貰つた。日本に生れた幸
せを感じた」「正確に聞くことの大切さを教へられた」「父・孝明
帝を十六歳で喪くして皇位を践まれた若き明治天皇の

｀
御決意、

を知つた」「『五箇条の御誓文』の深い意味合ひを知って良かった」
「言葉では知つてゐたが『うしはく』と『しらす』の相違の深意
を実感できた」「教員を志望してゐるが、日本に生れた幸せを感じ
させられる先生になりたい」「短歌の相互批評で、自分の気持ちに
ぴつたりの表現にたどり着いた時はすっきりしたJ
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参
加
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い

公
九
（株
）ア
ル
バ
ッ
ク
　
北
濱
　
道
）

講
義
は
、
各
講
師
の
日
頃
の
人
生
と
研
鑽
と
入
念
な
準
備
を
偲
ば
せ

る
、
そ
し
て
お
人
柄
の
滲
み
出
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
私
は
合
宿
運
営
、
進
行
の
、
所
謂
裏
方
の

一
翼
を
担
っ
た
が
、

慣
れ
な
い
せ
い
か
、
人
手
不
足
の
た
め
か
、
複
数
の
人
か
ら
同
時
に
別

の
用
事
を
頼
ま
れ
、
手
が
回
ら
な
い
こ
と
が
幾
度
か
あ
っ
た
。
参
加
者

の
皆
様
に
は
説
明
が
至
ら
ず
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
面
も
多
々
あ

っ
た

や
う
に
思
ふ
。
そ
れ
で
も
今
回
、
大
過
な
く
合
宿
研
修
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
合
宿
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
合
宿
に
対
す
る
基

本
的
な
ご
理
解
が
あ
り
、
目
に
見
え
な
い
あ
た
た
か
い
気
持
ち
と
い
ふ

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
ゐ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
参
加
の
皆
様

に
感
謝
し
た
い
。

閉
会
式

人
々
の
か
し
こ
き
思
ひ
に
支

へ
ら
れ
合
宿
教
室
今
終
ら
む
と
す
る

心
を
働
か
せ
る
こ
と

（茨
城
新
聞
社
　
佐
川
友

一
）

最
後
の
感
想
発
表
で
、
七
人
の
学
生
が
登
壇
し
、
合
宿
教
室
で
の
体

験
を
披
涯
し
て
く
れ
た
。
司
会
の
マ
イ
ク
を
手
に
、
彼
ら

一
人

一
人
が

前
に
出
て
語
る
言
葉
と
表
情
に
接
し
な
が
ら
、
講
師
の
先
生
方
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
御
講
義
に
込
め
て
伝

へ
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
若
い
人
に

し
っ
か
り
把
握
さ
れ
た
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
「心
を
働
か
せ
る
」

こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
で
あ
り
、
人
の
思
ひ
に
心
を
寄
せ
、
自

ら
も
真
剣
に
自
分
の
思
ひ
を
伝

へ
よ
う
と
努
め
る
こ
と
、
す
な
は
ち
、

人
と
し
っ
か
り
と
し
た
交
は
り
を
結
ぶ
人
生
態
度
を
持
た
う
と
い
ふ
呼

び
掛
け
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

江
崎
道
朗
先
生
の
御
講
義
で
は
、
小
柳
陽
太
郎
先
生
と
の
出
会
ひ
を

語
ら
れ
た
く
だ
り
が
特
に
心
に
残
っ
た
。
原
川
猛
雄
先
生
が
経
か
れ
た

聖
徳
太
子
の
御
言
葉
、
國
武
忠
彦
先
生
が
語
ら
れ
た
宣
長
と
古
事
記
、

青
山
直
幸
先
生
に
導
か
れ
て
味
は
っ
た
歴
代
天
皇
の
御
製
を
通
し
て
、

長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
わ
が
国
に
は
、
参
照
で
き
る
立
派
な
先

人
た
ち
の
足
跡
が
、
実
に
豊
か
に
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

私
自
身
の
こ
の
合
宿
教
室

へ
の
参
加
は
、
学
生
の
時
か
ら
数
え
て
七

回
目
に
な

っ
た
。
今
回
、
初
め
て
運
営
委
員
と
し
て
関
は
る
機
会
を
い

た
だ
き
有
り
難
く
思

っ
た
。
合
宿
中
は
、
運
営
委
員
長
の
池
松
伸
典
さ

ん
を
は
じ
め
、諸
先
輩
方
の
真
心
を
込
め
て
任
務
に
当
た
ら
れ
る
姿
勢
、

責
任
を
果
た
さ
う
と
さ
れ
る
真
摯
な
態
度
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

学
生
の
感
想
発
表
を
聴
き
て

合
宿
で
得
し
こ
と
各
々
真
心
を
込
め
て
語
ら
ん
と
す
る
姿
尊
し

我
も
ま
た
直
き
心
を
忘
れ
じ
と
交
は
り
の
縁
か
み
し
め
思
ふ
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閉会式。主催者を代表して岸本弘氏 (元 富山県立富山工業高等学校教諭、本会会
員)(右)があいさつし、「つ嘲り研修の中での体験は、生活のどの場にあつても大切
な人と人との付き合ひ方だと思ふJと 述べた。信州大学繊維学部一年、渡辺平祐君
(左)の閉会宣言を以て「合宿教室 (東日本)」 は幕を閉じた。
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合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

″
短
歌
詠
草
″

―

し
き
し
ま
の
み
ち
―



短
歌
創
作
に
つ
い
て

こ
の
合
宿
教
室
で
は
、
例
年
、
主
催
者
を
含
め
て
参
加
者
の
全
員
が
、
短
歌
を
作
る
こ
と
に
し
て
を
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
合
宿
教
室
の
大
き
な

研
修
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
今
回
も
多
く
の
短
歌
が
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

短
歌
は
、
現
代
に
お
い
て
は
、
人
々
の
日
常
生
活
に
は
馴
染
み
の
薄
い
も
の
と
な
り
、
文
学
的
趣
味
の
一
つ
と
し
て
し
か
受
け
容
れ
ら
れ
な
く
な
つ

て
を
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
合
宿
教
室
に
初
め
て
参
加
す
る
学
生
青
年
諸
君
に
と
つ
て
、
短
歌
創
作
は
大
き
な
戸
惑
ひ
で
あ
り
、
か
な
り
の
負
担
で

さ

へ
あ
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
合
宿
日
程
を
追
ふ
に
つ
れ
、
自
ら
の
心
の
動
き
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の
む
づ
か
し
さ
、
ま
ご
こ
ろ
の
籠
っ

た
言
葉
の
奥
深
い
味
は
ひ
を
多
少
な
り
と
も
体
験
し
て
行
く
中
で
、
次
第
に
、
そ
の
意
味
が
把
握
さ
れ
て
行

っ
た
様
に
思
は
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
人
は
、
千
数
百
年
の
昔
か
ら
、
「万
葉
集
」
に
見
ら
れ
る
や
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
身
分

・
職
業
の
人
々
が
、
学
問
知
識
の
深
浅
、
老
若
男

女
の
相
違
を
越
え
て
、
五
七
五
七
七
の
定
型
の
中
に
、
折
々
の
自
己
の
思
ひ
を
素
直
に
歌
ひ
上
げ
て
き
ま
し
た
。
自
己
の
内
心
を
赤
裸
々
に
短
歌
の
上

に
表
現
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
厳
し
い
内
省
を
伴
ふ
も
の
で
す
。
い
は
ば
短
歌
創
作
の
過
程
で
、
厳
し
い
心
の
鍛
錬
が
行
は
れ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
私

達
の
祖
先
は
、
短
歌
を
詠
む
こ
と
を
人
生
の
修
行
の

一
つ
の
手
段
と
考

へ
て

「し
き
し
ま
の
道
」
と
よ
ん
で
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
、
短
歌
を
詠
み
交

は
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
に
と
つ
て
最
も
大
切
な
心
の
働
き
、
情
意
を
厳
し
く
鍛

へ
合

っ
て
き
た
の
で
す
。
先
祖
の
歌
を
学
ぶ
こ
と
は
、
私
達

一
人

一
人
の
心
の
中
に
先
祖
の
姿
を
蘇
ら
せ
る
作
業
で
あ
り
、
自
分
が
紛
れ
も
な
く
先
祖
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
た
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
発
見
で
あ
り
、

ま
た
自
覚
な
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

現
代
の
教
育
で
は
、
知
識
の
集
積
や
論
理
の
整
合
に
重
き
が
置
か
れ
、
人
間
に
と
つ
て
最
も
根
源
的
な
心
の
問
題
が
な
ほ
ざ
り
に
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

本
合
宿
で
は
、
か
う
し
た
現
代
教
育
の
東
縛
を
自
ら
感
知
し
、
そ
こ
か
ら

一
歩
で
も
抜
け
出
さ
う
と
す
る
営
み
が
、
こ
の
短
歌
創
作
と
そ
の
後
の
参
加

者
同
士
の
相
互
批
評
に
よ

つ
て
集
中
的
に
な
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
心
の
奥
底
に
眠
っ
て
ゐ
る
ま
ご
こ
ろ
を
呼
び
覚
ま
し
、
人
の
ま
ご
こ
ろ
に
敏
感
に
感

じ
る
、
素
朴
に
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
取
り
戻
さ
う
と
す
る
試
み
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
こ
の
貴
重
な
経
験
は
、
参
加
者
全
員
に

と
っ
て
、
忘
れ
が
た
い
印
象
と
し
て
心
の
奥
深
く
刻
み
込
ま
れ
る
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
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合
宿
二
日
目
の
午
後
、
国
民
文
化
研
究
会
会
員
の
小
柳
雄
平
氏

（伊
佐
ホ
ー
ム
ズ

（株
と

に
よ
り
短
歌
創
作
導
入
講
義
が
な
さ
れ
、
短
歌
を
作
る
上
で

の
基
本
的
ル
ー
ル
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
夕
刻
ま
で
に
各
人
が
創
作
し
た
第

一
回
目
の
短
歌
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
い
日
程
の
中
で

生
み
出
さ
れ
た
短
歌
で
は
あ
り
ま
す
が
、
作
者
の
集
中
さ
れ
た
内
心
の
働
き
が
は
し
ば
し
に
表
現
さ
れ
て
を
り
、
作
歌
上
の
巧
拙
を
越
え
て
、
強
く
惹

か
れ
る
も
の
が
籠

っ
て
を
り
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
短
歌
は
、
同
時
に
国
民
文
化
研
究
会
会
員
に
よ
る
選
歌

。
印
刷
の
た
め
の
清
書
作
業
を
通
じ
て
、
翌

日
に
は
歌
稿
と
な

つ
て
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
稿
を
も
と
に
国
民
文
化
研
究
会
副
理
事
長
の
澤
部
壽
孫
氏

（元

日
商
岩
井

（株
）
エ

ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本
部
長
）
に
よ
つ
て
、
短
歌
全
体
批
評
が
な
さ
れ
ま
し
た
。　
ユ
ー
モ
ア
を
交

へ
た
講
評
の
中
で
作
者
の

一
語

一
語
に
含
ま
れ
る
心
を
偲

ば
れ
、
直
さ
れ
て
ゆ
く
姿
に
、
参
加
者
は
短
歌
批
評
の
あ
り
方
を
自
然
に
感
得
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
班
ご
と
に
班
員
全
員
に
よ
る
相
互
批
評
が
行
は
れ
、
各
自
の
短
歌
の
表
現
を
よ
り
正
確
に
添
削
し
合
ふ
こ
と
を
通
じ
互
ひ
に
友
達
の
心
に

触
れ
合
ふ
こ
と
が
出
来
、
合
宿
生
活
に
お
い
て
、
寝
食
を
共
に
し
、
胸
中
を
披
涯
し
合
っ
て
来
た
友
情
の
結
び
付
き
が
、　
一
段
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

短
歌
創
作
を
通
し
て
展
開
さ
れ
た
、
ま
こ
と
に
稀
な
精
神
生
活
の
体
験
は
、
参
加
者

一
人

一
人
に
、
言
ひ
知
れ
ぬ
喜
び
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
短
歌
の
数
々
は
、
班
員
の
心
を
集
結
し
て
推
敲

・
添
削
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
稚
拙
な
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
短
歌
の
中
か
ら
瑞
々
し
い
貴
重
な
魂
の
輝
き
を
お
読
み
取
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
心
か
ら
祈
念
す
る
次
第
で
す
。
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短
歌
詠
草

（し
き
し
ま
の
み
ち
）
〈暑
第
一
回
目
の
創
作
作
品

（
喘
型
聯
姥
仁
績
臨
副
腱
設
耕
聯
は
け
げ

）

れ
る
小
さ
き
実
の
見
ゆ

幼
子
の
握
る
こ
ぶ
し
に
見
立
し
と
ふ
形
を
見
れ
ば

い
と
愛
ら
し
き

わ
づ
か
の
間
晴
れ
し
青
空
背
に
う
け
て
実
り
し
赤

の
輝
く
ご
と
し

ｏ
Ｆ
８
【ぎ
‘
８
Ｐ
Ｆ
ｏｓ

三
年

柏
原
永
明

御
殿
場
に
来
れ
ど
今
日
も
雲
晴
れ
ず
富
士
の
高
嶺

は
姿
を
み
せ
ず
東
京
大
学
　
教
養
　
一
年
　
江
上
隆
介

上
手
き
歌
を
と
思
は
ざ
れ
ど
も
ふ
さ
は
し
き
言
葉

出
で
来
ず
詠
み
難
き
か
な

信
州
大
学
　
繊
維
　
一
年
　
渡
辺
平
祐

紅
色
の
コ
ブ
シ
の
堅
き
実
を
と
れ
ば
奇
し
き
形
に

力
を
覚
ゆ明
治
大
学
　
政
経
　
四
年
　
江
崎
光
太
郎

一
粒
の
露
の
る
薄
き
花
び
ら
の
青
さ
し
る
け
し
日

の
射
し
来
れ
ば

佐
賀
大
学
　
文
化
教
育
　
四
年
　
藤
近
晃
久

江
崎
光
太
郎
君

ヘ

撮
り
て
来
し
キ
ノ
コ
見
せ
つ
つ
「桃
み
た
い
」
「ク

ラ
ゲ
み
た
い
」
と
笑

へ
る
君
は

第

一
班

一九
富
山
県
立
富
山
工
業
員
箭
学
校
教
諭

岸
本
　
弘

小
柳
雄
平
さ
ん
の
短
歌
導
入
講
義

慕
は
し
き
わ
が
若
き
友
は
な
つ
か
し
き
思
ひ
出
こ

め
て
今
語
り
ゆ
く

飾
り
な
く
言
葉
を
択
び
語
り
ゆ
く
君
が
講
義
に
耳

傾
く
る班
別
研
修

（男
子
学
生

一
班
）

清
々
し
く
ひ
び
き
来
る
な
り
若
き
ら
の
つ
つ
ま
ず

語
る
こ
と
ば
言
葉
は
　
　
　
　
　
　
　
　
も

「い
か
ら
ず
」
と
問
へ
ば
直
ち
に

「か
く
思
ふ
」

と
応

へ
る
言
葉
も
あ
た
た
か
き
か
な

散
策

栞
手
に
野
に
咲
く
花
の
名
を
た
づ
ね
友
ら
と
野
辺

を
た
ど
り
つ
つ
行
く
　
　
　
　
　
・ｉ
し

仙
人
草
萩
野
ア
ザ
ミ
も
紅
き
実
の
辛
夷
も
知
り
て

楽
し
か
り
け
り

（株
）
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
　
内
海
勝
彦

レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
て

コ
ブ
シ
の
木
あ
る
と
ふ
声
に
近
寄
れ
ば
群
が
り
な

（伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
ｍ
　
小
柳
雄
平
）

夏
合
宿
穴
井
宏
明
兄

上
局
木
雅
史
兄

「お
お
」
と
言
へ
ば

「お
お
」
と
応

へ
し
友
ど
ち

は
我
が
講
義
を
ば
聞
き
に
来
し
と
ふ

懐
か
し
き
友
と
語
れ
ば
講
義
前
の
堅
張
ほ
ぐ
れ
ゆ

く
心
地
す
も

第

二
班

福
岡
教
育
大
学
　
教
　
四
年
　
堤
　
正
史

地
を
覆
ふ
苔
の
中
に
も

一
輪
の
自
く
小
さ
き
花
の

咲
き
た
り皇
学
館
大
学
　
文
　
一二
年
　
小
野
寺
崇
良

柴
垣
を
覆
ひ
て
花
咲
く
蔓
草
の
た
く
ま
し
き
さ
ま

に
心
惹
か
る
る
佐
賀
大
学
　
理
工
　
一
年
　
衛
啓
民
太

顔
寄
せ
て
紫
の
花
見
つ
め
た
り
張
る
蜘
蛛
の
巣
に

気
づ
か
ぬ
ま
ま
に

緑
濃
き
草
む
ら
の
中
ひ
と
本
の
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
は

真
直
ぐ
に
立
て
り
全
日
本
学
生
文
化
会
議
　
清
川
信
彦

散
策
の
休
憩
中
に
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ひ
と
と
噌
の
雨
は
あ
が
り
て
窓
の
外
の
い
ち
や
う

の
青
葉
陽
に
輝
け
り

埼
玉
県
庁
企
業
立
地
課
　
飯
島
隆
史

輪
に
な
り
て
は
じ
め
て
会
ひ
し
友
ど
ち
と
語
り
交

す
は
楽
し
か
り
け
り

箱
性
の
峰
姿
は
み
せ
ず
雲
低
く
雨
ま
じ
り
に
て

東

に
飛
ぶ
筑
波
大
学
非
常
勤
講
師
　
布
瀬
雅
義

な
す
鋤ヽ

の
短
歌
鑑
賞
に
て

七
十
年
の
時
を
経
つ
れ
ど
ま
す
ら
を
の
思
ひ
の
ひ

た
に
胸
に
迫
り
来

第
二
班

一九
三
菱
重
工
業
律
じ
　
島
津
正
敷

江
崎
道
朗
先
生
の
御
講
義
を
聴
き
て
詠
め
る

先
人
の
残
せ
し
文
を
究
め
む
と
手
写
し
せ
し
と
師

は
述
べ
給
ふ

正
確
に
理
解
を
せ
む
と
本
二
冊
写
せ
し
気
概
に
心

打
た
る
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
て
詠
め
る

班
員
と
秋
の
野
花
を
捜
し
つ
つ
共
に
歩
め
る
と
き

楽
し
か
り
け
り

ツ
ユ
ク
サ
の
一
輪
の
花
さ
が
し
え
て
心
う
れ
し
く

写
し
絵
に
と
る

三
菱
地
所

（株
）
都
市
開
発
第
二
部
　
圭目
山
直
幸

江
崎
道
朗
先
生
の
御
話
を
聞
き
て

小
柳
陽
太
郎
先
生
と
山
田
輝
彦
先
生
を
偲
ぶ

御
二
人
の
師
と
の
出
会
ひ
の
お
か
げ
に
て
今
の
自

分
は
あ
る
と
の
た
ま
ふ

古
典
に
は
素
晴
ら
し
き
叡
智
込
め
ら
れ
し
と
ふ
師

の
み
言
葉
を
糧
と
し
た
ま
ふ

向
ひ
た
る
相
手
の
言
葉
を
正
確
に
聞
く
に
努
め
よ

と
の
厳
し
き
み
言
葉
　
　
　
　
　
　
ち
か
ら

そ
の
道
を
究
め
た
る
人
と
交
は
れ
ば

力

つ
か
む

と
励
ま
し
た
ま
ふ

福
岡
教
育
大
学
　
教
　
一
一年
　
中
島
朋
子

名
古
屋
駅
に
て

長
崎
の
先
輩
方
と
ガ
ラ
ス
ご
し
に
日
の
あ

へ
ば
パ

ッ
と
嬉
し
さ
あ
ふ
る
る

かんば払口宿
の
受
付
の
折
に

顔

に
うあ
ふ
％
る
ほ
ど
の
笑
み
浮
か
べ
迎

へ
て

く
れ
し
澤
部
先
生
の
を
り
た
ま
ふ

江
崎
道
朗
先
生
の
ご
講
義
を
受
け
て

い
か
な
ら
む
と
き
に
あ
ふ
と
も
正
確
に
言
葉
受
け

止
め
ひ
た
に
生
き
な
む

班
別
の
質
疑
応
答
の
折
の

江
崎
道
朗
先
生
の
こ
と
を

焦
ら
ず
に
し
か
も
た
は
ま
ず
少
し
づ
つ
学
べ
ば
よ

き
と
師
は
の
た
ま
ひ
ぬ

國
武
忠
彦
先
生
の
ご
講
義
を
受
け
て
あ

う
る
は
し
き
大
和
言
葉
の
伝
は
れ
る
国
に
生
れ
た

る
喜
び
感
ず
長
崎
大
学
　
教
　
四
年
　
津
田
真
木

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
い
づ
こ
に
あ
り
や
と
探
し
求
め
友

ら
と
歩
め
ば
足
取
り
弾
む

道
の
辺
に
ひ
そ
と
咲
き
た
る
花
見
れ
ば
は
か
な
き

な
か
に
強
さ
感
ず
る

色
形
あ
り
の
ま
ま
に
て
飾
ら
ざ
る
花
の
姿
を
し
ば

し
見
つ
む
る

一
人
で
は
花
に
目
を
や
る
の
み
な
れ
ど
皆
で
見
つ

む
る
花
な
ほ
麗
し

発
さ
ず
も
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
花
々
に
目
を
向
く
る

皆
の
表
情
優
し長
崎
大
学
　
教
　
四
年
　
桑
原
由
夏

江
崎
道
朗
先
生
の
ご
講
義
を
受
け
て

「食
ら
ひ
つ
く
」
気
持
ち
忘
れ
ず
日
の
本
の
行
く

末
見
据
ゑ
学
び
続
け
む

静
岡
に
富
士
仰
が
む
と
来
れ
ど
も
雲
に
覆
は
れ
御

姿
見

へ
ず
け
し
き

富
士
山
の
全
景
を
見
る
は
叶
は
ね
ど
広
が
る
麓
に

雄
々
し
さ
感
ず

散
策
の
折
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愛
ら
し
き
秋
の
花
々
探
し
つ
つ
仲
間
と
語
り
て
歩

む
は
た
の
し

見
上
ぐ
れ
ば
雲
の
切
れ
間
ゆ
青
々
と
澄
み
わ
た
る

空
の
ま
ぶ
し
く
の
ぞ
く

奈
良
県
明
日
香
村
議
会
議
員

柳
谷
信
子

富
士
山
の
麓
の
散
策
に
て

赤
き
実
の
こ
ぶ
し
を
み
つ
け
古

へ
の
人
の
心
を
し

の
ぶ
よ
ろ
こ
び

（公
財
）
郷
学
研
修
所

。
安
岡
正
篤
記
念
館

嶋
田
元
子

江
崎
道
朗
先
生
の
御
講
義
を
聞
き
て

師
の
君
へ
の
あ
ふ
る
る
思
ひ
を
聞
き
を
れ
ば
在
り

鮮
ル
ｔ
日
の
御
姿
洋
か
ぶ

側

に
師
の
い
ま
す
が
に
語
り
ゆ
く
講
師
の
話

に
心
打
た
る
る

野
々
村
悦
子

雲
な
が
れ
青
空
見
ゆ
る
つ
か
の
間
に
富
士
の
山
肌

じ
る
け
く
も
見
ゆ

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
　
野
々
村
美
紀
子

國
武
忠
彦
先
生
の
御
講
義
後
の
班
別
研
修
に
て

学
問
に
対
す
る
思
ひ
を
語
り
あ
ふ
友
ら
の
姿
に
胸

を
う
た
る
る

第
四
班

元

盆
０
講
談
社
　
藤
井
　
一貝

秋
の
野
に
群
れ
咲
き
匂
ふ
山
萩
を
友
に
教
は
り
心

に
止
め
む

一死
私
立
高
校
副
校
長
　
水ヽ
井
敏
勝

防
人
の
歌
を
残
せ
し
み
お
や
ら
の
直
き
心
を
し
の

び
ゆ
き
た
し
（
一
社
）
日
本
港
運
協
会
　
久
米
秀
俊

楽
し
み
に
せ
し
散
策
の
近
づ
け
ば
願
ひ
か
な
ひ
て

雨
の
や
み
た
り

一九
座
間
市
立
中
原
小
学
校
教
諭
　
松
本
洋
治

雨
音
に
目
覚
む
る
朝
富
士
合
宿
窓
の
外
暗
き
に
木

の
葉
ゆ
れ
る
見
ゆ

小
雨
降
り
風
も
吹
く
中
散
策
を
思
ひ
定
め
て
庭
に

い
で
ゆ
く

人
も
な
く
富
士
は
雲
か
か
り
姿
見
え
ず
静
寂
の
中

風
音
を
聞
く

日
本
大
学
名
誉
教
授
　
夜
久
竹
夫

御
殿
場
に
て
富
士
山
を
望
み
て

雲
切
れ
て
黒
き
山
腹
迫
り
来
る
雄
々
し
き
姿
に
心

は
を
ど
る
合
宿
に
参
加
し
て

ひ
た
ひ
た
と
内
と
外
か
ら
迫
り
来
る
災
ひ
に
勝
つ

心
を
育
て
む

一九
富
士
通
盆
じ
　
士
基
只　
智

晴
れ
ぬ
か
と
あ
き
ら
め
を
れ
ば
雲
切
れ
て
森
の
こ

ず
ゑ
に
雫
か
が
や
く

一九
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
教
諭
　
原
川
猛
雄

江
崎
道
朗
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て

他
人
語
る
思
ひ
に
耳
を
か
た
む
け
し
大
人
の
姿
の

た
ふ
た
く
見
ゆ
る

考

へ
の
違
ひ
を
こ
え
て
人
々
と
心
通
は
す
み
姿
た

ふ
と

第
五
班

辻
本
泰
久

国
文
研
の
集
ひ
に
向
け
て

御
殿
場
線
の
窓
外
に
映
り
た
る

思
は
ず
も
窓
の
外
に
見
ゆ
虹
の
橋
我
を
迎

へ
る
ご

と
く
輝
く

渡
辺
裕
子

交
流
の
家
の
周
り
を
散
策
し
て

珍
ら
し
き
小
さ
き
蝶
の
舞
ふ
を
見
て
名
を
問
ひ
た

だ
し
つ
つ
友
ら
と
歩
ゆ
む

池
田
秀
子

富
士
の
野
に
咲
き
乱
れ
た
る
草
花
に
け
な
げ
に
生

き
る
姿
を
学
ぶ

浜
崎
祥
江

友
と
見
る
虹
の
根
元
の
山
裾
の
学
び
の
館
想
ひ
つ
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つ
行
く

河
口
和
子

雨
に
打
た
れ
富
士
の
裾
野
に
秋
草
の
け
な
げ
に
咲

け
ば
命
か
が
や
く

谷
藤
伸
子

秋
草
求
め
て
散
策

春
に
食
む
い
た
ど
り
の
花
今
咲
き
て
母
が
作
り
し

山
菜
想
ふ

・ヽ
　
　
　
　
　
　
　
関
口
靖
板

歌
詠
ま
む
と
心
凝
ら
せ
ど
時
は
過
ぎ
く
ぐ
も
る
ま

ま
に
わ
れ
帰
り
ゆ
く

坂
本
民
子

す
ゝ
き
立
つ
富
士
の
裾
野
の
学
舎
に
若
き
ら
と
集

ひ
我
は
若
や
ぐ

国
民
文
化
研
究
会

国
民
文
化
研
究
会
理
事
長
　
今
林
賢
郁

止
み
た
る
と
思

へ
ば
ふ
た
た
び
小
雨
降
り
寒
さ
覚

ゆ
る
合
宿
の
地
に

時
の
間
に
青
空
見
え
て
雨
雲
は
這
ふ
が
如
く
に
流

れ
ゆ
く
な
り

ひ
と
す
ぢ
の
光
射
し
き
て
雲
流
れ
富
士
の
高
嶺
の

裾
野
見
え
く
る

（二
回
目
の
作
品
）

合
宿
最
終
日
の
朝

雨
雲
は
流
れ
て
み
空
青
く
し
て
富
士
の
頂
あ
ら
は

れ
に
け
り

吹
く
風
に
誘
は
れ
は
た
め
く
日
の
丸
の
か
な
た
に

富
士
を
仰
ぎ
見
る
か
な

一九
日
商
岩
井
閉

エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本
部
長

澤
曇

扉

友
え坑
月
人
こ
　

　

　

　

　

　

い
ζ
ｉ

拾
宿
に
縁

を
得
た
る
友
ら
と
の
交
は
り
五
十
余

年
経
に
け
り

友
ら
と
の
固
き
き
づ
な
の
あ
れ
ば
こ
そ
誤
れ
る
思

想
と
た
た
か
ひ
生
き
る

会
は
ず
と
も
歌
詠
み
交
は
し
限
り
あ
る
い
の
ち
通

は
せ
生
き
つ
ら
ぬ
か
む

元
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
客
員
教
授山
内
健
生

「北
鎌
倉
輪
読
会
」
の
人
々
、
合
宿
に
集
ひ
ぬ

鎌
倉
の
つ
ど
ひ
の
人
々
い
く
た
り
も
み
顔
を
見
せ

し
が
う
れ
し
か
り
け
り

人
人
も
の
学
び
の
仲
間
の
加
は
り
て
と
も
に
歌
詠

む
が
う
れ
し
か
り
け
り

時
を
つ
く
り
御
殿
場
の
地
ま
で
運
び
た
ま
ふ
み
心

う
れ
し
く
あ
り
が
た
き
か
な

雨
も
よ
ひ
の
短
歌
創
作

は
る
る
か
と
思
へ
ば
に
は
か
に
降
り
来
た
る
洋
傘

も
ち
て
歩
む
歌
づ
く
り

降
る
雨
の
た
ち
ま
ち
に
揚
り
て
見
あ
ぐ
れ
ば
雲
間

に
お
日
様
姿
を
見
せ
た
り

さ
し
来
た
る
陽
ざ
し
の
暑
さ
は
夏
の
日
の
名
残
り

な
る
か
な
つ
か
の
間
に
し
て

ま
た
し
て
も
雨
降
り
来
れ
ど
吹
き
き
た
る
風
の
涼

し
く
心
地
よ
き
か
な

原
川
猛
雄
兄
の
講
義
の
司
会
を
担
当
し
て

常
日
頃
の
み
心
が
け
の
し
の
ば
る
る
太
子
の
御
講

義
つ
つ
し
み
て
聞
く

諄
々
と
語
り
ゆ
く
が
に
説
き
進
む
君
が
横
顔
間
近

く
目
に
す
る

一九
東
急
建
設

（株
）
　

奥
冨
修

一

繁
り
た
る
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
葉
に
一申
降
り
て
赤
き
実

し
る
く
目
に
見
ゆ
る
か
な

夏
草
の
可
憐
な
花
の
蜜
を
吸
ふ
小
さ
き
蝶
は
羽

す
り
合
す元

（株
）
柴
田
代
表
取
締
役
　
柴
田
悌
輔

御
殿
場
に
秋
草
を
探
し
つ

雲
働
嗜
富
士
も
裾
野
を
あ
ら
は
し
ぬ
薄
陽
も
さ
し

て
緑
草
じ
る
け
く

語
り
つ
つ
友
ら
晴
れ
間
に
散
り
行
け
り
木
々
を
ゆ

ら
せ
る
風
の
合
ひ
間
に
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山
梨
大
学
名
誉
教
授
　
前
田
秀
一
郎

班
別
研
修
で
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
を
読
む

憲

法

の
御
言
を
明
ら
め
む
と
友
み
な
思
ひ
の

ま
ま
語
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

認
ふ
ま
ま
語
れ
る
友
の
言
の
葉
に
聖
徳
王
の
御

教

へ
偲
ぶ
　
　
　
た
ｔ

皆
人
に
た
や
す
き

例

ひ
き
給
ひ
人
の
踏
む
べ
き

道
説
か
れ
た
り

寺
子
屋
石
塾
主
宰

岩
越
豊
雄

石
段
の
す
き
間
に
ノ
ア
ザ
ミ
生
ひ
い
で
て
紫
の
花

咲
き
い
で
に
け
り

万
葉
集
で

一
番
多
く
歌
は
れ
し
山
萩
の
花
見
つ
け

箕
う
れ
し

葛
の
花
吹
き
し
だ
か
れ
て
色
新
し
と
歌
ひ
し
追

空
の
歌
思
ひ
出
す

草
む
ら
に
た
っ
た

一
本
紫
の
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
の
花

見
つ
け
た
り

野
の
花
を
か
ざ
し
歩
け
ば
さ
ま
ざ
ま
な
花
咲
き
た

る
を
見
つ
け
て
驚
く

（株
）
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
　
小
田
村
初
男

富
士
の
野
に
草
花
探
し
巡
り
て
は
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ

の
可
憐
な
る
見
ゆ

一死
川
崎
重
工
業

（株
）

山
本
博
資

理
事
長
の
開
会
挨
拶
を
聴
き
て

わ
が
国
の
歴
史
文
化
を
良
く
知
り
て
学
ぶ
は
我
ら

が
務
め
な
り
て
ふ
　
　
　
いｔ
　^
守

若
き
ら
に
道
の
し
る
べ
に

古

の
典
を
学
べ
と
語

り
給
ひ
き
國
武
忠
彦
先
生
の
講
義

「日
本
ｂ
ｔ
こ
ろ
『古
事
記
↑
，を
聴
堵
て

「古
へ
の
正
実
」
を
伝
ふ
る
古
事
の
記
を
学
ぶ
は

楽
し
か
り
け
り

「ぃ
さ
路
か
も
さ
か
し
ら
加

へ
ず
古
ゆ
伝

へ
た
る

ま
ま
」
記
茫
ｔ
一咀
嶋
　
　
　
　
かる，
１

上
つ
代
の
日
本
言
辞
を
伝

へ
た
る
古
事
記
を
友
ら

と
学
ぶ

ア
サ
ヒ
飲
料

（株
）
　

澤
部
和
道

四
歳
に
な
る
長
男
を
幼
稚
園
に

迎
え
に
行

っ
た
折

い
つ
の
間
に
か
友
達
も
で
き
友
達
と
笑
い
戯
れ
る

吾
子
を
見
る
は
嬉
し
き

（株
）
Ｇ
ｓ
ユ
ア
サ
　
高
木
雅
史

ひ
た
む
き
に
脚
本
の
道
進
み
た
る
友
功
な
る
と
聞

き
て
嬉
し
や

運
営
本
部

若
築
建
設

（株
）
　

池
松
伸
典

澤
部
壽
孫
大
兄
の
短
歌
鑑
賞

「ふ
る
さ
と
の
人
の
な
さ
け
」
と
御
歌
読
む
先
輩

の
み
漬
り
心
に
響
く
も

亡
き
学
徒
の
清
き
ま
こ
と
の
伝
は
り
Ｋ
俣
こ
ぼ
る

る
先
輩
の
み
声
に

Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
東
芝
リ
ー
ス

（株
）
　

小
柳
志
乃
夫

澤
部
壽
孫
先
輩
の
短
歌
紹
介
を
聞
き
て

若
さ
ら
に
詠
み
き
か
せ
ま
す
先
輩
の
御
声
絶
え
に

き
御
胸
あ
ふ
れ
て

は
ら
か
ら
の
情
け
忘
れ
じ
と
み
い
く
さ
に
命
さ
ゝ

げ
し
み
歌
か
な
し
も

最
知
浩

一
指
揮
班
長

大
雨
の
予
報
続
く
を
奇
し
く
も
雲
は
れ
て
ゆ
く
君

が
願
ひ
に
國
武
忠
彦
先
輩
ご
講
義

学
問
の
喜
び
あ
ふ
る
る
先
輩
の
お
話
と
も
し
く
耳

傾
け
つ

長
き
日
を
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
学
ば
れ
し
足
跡
偲
び

つ
つ
ご
講
義
を
聴
く

江
上
隆
介
君

合
宿
に
来
て
楽
し
と
ふ
若
き
友
の
声
を
し
き
け
ば

う
れ
し
か
り
け
り
元

（株
）
ア
ル
バ
ッ
ク
　
北
濱
　
道

小
柳
雄
平
君
の
短
歌
創
作
導
入
講
義

志
貴
皇
子
の
御
歌
を
読
み
ゆ
き
さ
わ
ら
び
の
「さ
」
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の
美
し
き
響
き
示
し
ぬ

先
輩
の
導
き
を
得
て
自
ら
の
心
を
見
つ
む
る
営
み

続
け
し
と

茨
城
新
聞
社
　
佐
川
友

一

〈暑
レ
ク
リ
エー
シ
ョ
メ
知
の
池
の
金
魚

雨
脚
の
に
は
か
に
強
ま
り
水
面
乱
れ
水
中
の
映
像

か
き
消
え
に
け
り

指
揮
班Ｉ

Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
本
部
事
務
局
　
最
知
浩

一

無
事
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
ふ
こ
と
が
出
来
て

吾
の
願
ひ
天
に
届
き
し
か
い
つ
の
ま
に
雨
も
降
り

止
み
青
空
も
見
ゆ

事
務
局

国
民
文
化
研
究
会
事
務
局
長
　
磯
貝
保
博

雨
風
の
吹
き
つ
く
る
音
強
ま
り
て
眠
り
も
浅
く
朝

を
迎

へ
り

時
折
り
に
雨
や
み
た
れ
ば
こ
の
後
は
晴
に
か
は

れ
と
願
ふ
し
ば
し
ば
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あ

と

が

き

師
走
に
入
り
、
寒
さ
が
ひ
と
し
ほ
身
に
染
み
る
時

節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
そ
の
後
如
何
お
過
ご

し
で
せ
う
か
。

福
岡
県
篠
栗
町

「福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
」、
静
岡
県
御
殿
場
市

「国
立
中
央
青
少
年
交
流

の
家
」
で
共
に
学
び
合
っ
た

「合
宿
教
室
」
か
ら
四

～
三
カ
月
を
経
て
、
こ
の
度
や
う
や
く
、
こ
の

「感

想
文
集
」
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
文
集
は
、
ズ
ロ宿
教
室
」
の
最
後
に
、
参
加
者

全
員
に
走
り
書
き
し
て
い
た
だ
い
た
感
想
文
と
、
そ

れ
ぞ
れ
が
合
宿
中
に
創
作
し
た
短
歌
を
合
は
せ
て
収

録
し
た
も
の
で
す
。

編
集
作
業
は
、
各
班
の
班
長
に
、
班
員
の
感
想
文

と
短
歌
を
添
削

・
編
集
し
て
い
た
だ
く
作
業
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
お

一
人
お

一
人
の
心
が
こ
も

つ
た
文
章
と
歌
を
丹
念
に
読
み
返
し
、
文
字
を
正
確

に
た
ど
る
編
集
作
業
は
、
神
経
を
使
ひ
、
時
間
を
要

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瑞
々
し
い
心
の
動
き
に

触
れ
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
に
携
は

る
者
に
は
得
難
い
貴
重
な
ひ
と
時
で
あ
り
ま
し
た
。

本
感
想
文
集
の
編
集
に
際
し
ま
し
て
は
、
以
下
の

方
針
で
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

一
　

「感
想
文
」

執
筆
者
の
原
文
を
尊
重
し
、
お
心
の
内
が
最
も
よ

く
表
れ
て
ゐ
る
箇
所
を
摘
要
し
、
表
題
を
付
け
ま
し

た
。
文
意
が
不
明
瞭
な
場
合
は
、
執
筆
者
の
気
持
ち

を
想
像
し
な
が
ら
、
原
文
の
趣
が
損
な
は
れ
な
い
や

う
加
筆
し
ま
し
た
。
「仮
名
遣
ひ
」
に
つ
い
て
は
、
原

文
を
尊
重
し
、
現
代
仮
名
遣
ひ
、
歴
史
的
仮
名
遣
ひ

ど
ち
ら
か
に
統

一
し
て
ゐ
ま
す
。
漢
字
お
よ
び
文
法

上
の
誤
り
は
訂
正
し
て
を
り
ま
す
。

一
一
　

「短
歌
」

西
日
本
、
東
日
本
の
各
合
宿
教
室
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
二
回
短
歌
を
作
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。　
一
回
目

の
創
作
は
班
別
相
互
批
評
で
手
直
し
し
た
も
の
を
、

「短
歌
詠
草
」
に
収
め
ま
し
た
。
感
想
文
執
筆
時
の

二
回
目
の
短
歌
は
、
基
本
的
に
感
想
文
の
末
尾
に
載

せ
て
を
り
ま
す
。
文
字
表
記
は
、
す
べ
て
歴
史
的
仮

名
遣
ひ
に
そ
ろ
へ
、
文
法
上
の
誤
り
は
、
訂
正
し
て

を
り
ま
す
。

「感
想
文
集
」
を
作
成
す
る
過
程
で
は
、
各
班
長

以
外
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
、
今
回

「合
宿
教
室
」
が
西
東
分
れ

て
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
西
日
本
の
分
の
ま
と

め
の
す
べ
て
を
元

（株
）
ア
ル
バ
ツ
ク
北
濱
道
氏
に

担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

カ
メ
ラ

。
レ
ポ
ー
ト
の
写
真
は
、
西
日
本
は
医
療

法
人
豊
司
会

新
門
司
病
院
の
森
田
仁
士
さ
ん
と
Ｈ

ｕ
ｂ
ａ
ｘ
（株
）
の
岡
部
智
哉
さ
ん
に
、
東
日
本
は
北

濱
道
さ
ん
と
Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
本
部
最
知
浩

一
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
心
尽
く
し
で
出
来
上
が
つ
た
こ
の
文

集
を
ご
精
読
下
さ
い
。
読
み
進
む
に
つ
れ
て
、
様
々

な
感
動
が
甦

っ
て
く
る
で
せ
う
。
読
後
は
、
是
非
と

も
班
長
、
班
付
、
班
友
、
更
に
は
他
班
の
方

へ
も

一

筆
お
便
り
を
差
し
上
げ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
互
ひ

に
励
ま
し
合

っ
て
学
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（佐
川
友

一
記
）
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第
六
十
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回

パ
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場
警
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日
さ

感
想
文
集

非
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平
成
二
十
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研
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